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(57)【要約】
【課題】観察に費やされる時間を、従来に比べて短縮し
得る内視鏡システムを提供する。
【解決手段】本発明の内視鏡システムは、被写体を撮像
する内視鏡と、前記被写体の像に応じた内視鏡画像を取
得する医療用画像処理装置と、前記医療用画像処理装置
に接続可能であるとともに、前記医療用画像処理装置に
接続された場合に、前記内視鏡及び前記医療用画像処理
装置に関する所定の機能を使用可能な状態とする、少な
くとも１以上の拡張制御部と、前記拡張制御部各々に設
けられ、前記拡張制御部の種類に応じて各々異なる接続
検出情報が格納されている接続情報格納部と、前記接続
情報格納部各々に格納された前記接続検出情報に基づき
、前記医療用画像処理装置に接続された前記拡張制御部
の種類を判別するとともに、該判別結果に応じて前記所
定の機能に関する画像または情報を表示部に出力させる
主制御部と、を有する。
【選択図】図１Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を撮像する内視鏡と、
　前記被写体の像に応じた内視鏡画像を取得する医療用画像処理装置と、
　前記医療用画像処理装置に接続可能であるとともに、前記医療用画像処理装置に接続さ
れた場合に、前記内視鏡及び前記医療用画像処理装置のうちの少なくともいずれか一方に
関する所定の機能を使用可能な状態とする、少なくとも１以上の拡張制御部と、
　前記拡張制御部各々に設けられ、前記拡張制御部の種類に応じて各々異なる接続検出情
報が格納されている接続情報格納部と、
　前記接続情報格納部各々に格納された前記接続検出情報に基づき、前記医療用画像処理
装置に接続された前記拡張制御部の種類を判別するとともに、該判別結果に応じて前記所
定の機能に関する画像または情報を表示部に出力させる主制御部と、
　を有することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　さらに、前記主制御部は、前記所定の機能に関する画像または情報を、前記表示部の表
示画面における所定の位置に表示させるための制御を行うことを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡システム。
【請求項３】
　さらに、前記主制御部は、前記接続情報格納部各々に格納された前記接続検出情報を検
出できた場合にのみ、前記所定の機能に関する画像または情報を前記表示部に出力させる
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記少なくとも１以上の拡張制御部は、前記所定の機能として、ネットワークを介して
周辺機器を前記医療用画像処理装置に接続可能とするネットワーク通信機能、前記内視鏡
の挿入形状を検出可能とする内視鏡挿入形状検出機能、及び、前記内視鏡が前記被写体を
撮像する際の撮像状態を所望のズーム状態に変更可能なズーム制御機能のうち、少なくと
もいずれか一の機能を使用可能とするための構成を各々が有していることを特徴とする請
求項１乃至請求項３のいずれか一に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記所定の位置は、前記表示画面の左上、左下、右上及び右下のうちのいずれかである
ことを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一に記載の内視鏡システム。　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡システムに関し、特に、機能の拡張が可能な内視鏡システムに関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡及びプロセッサ等を有する内視鏡システムは、医療分野等において従来広く用い
られている。特に、医療分野における内視鏡システムは、術者等が生体内の観察等を行う
という用途において主に用いられている。そして、このような構成を有する内視鏡システ
ムとしては、例えば、特許文献１の電子内視鏡装置が提案されている。
【０００３】
　特許文献１の電子内視鏡装置は、前記信号処理装置への接続状況を検知する検知手段と
、前記検知手段の検知結果から信号処理装置の処理を制限する制限手段とを有することに
より、ユーザが電子内視鏡装置を使用する際の操作性を向上させることができる。
【特許文献１】特開２００４－０００３３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　しかし、特許文献１の電子内視鏡装置は、拡張基板の接続により実現される機能を使用
するために該拡張基板が接続されたとしても、接続後すぐには該機能に関する画像または
情報をモニタ等の表示部に表示しない。そのため、ユーザは、特許文献１の電子内視鏡装
置を用いた観察を行う場合には、前記拡張基板の機能に関する画像または情報の表示設定
を、例えば、設定画面において改めて行う必要が生じ、その結果、より多くの時間を該観
察に費やす必要が生じている。
【０００５】
　本発明は、前述した点に鑑みてなされたものであり、観察に費やされる時間を、従来に
比べて短縮し得る内視鏡システムを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明における第１の内視鏡システムは、被写体を撮像する内視鏡と、前記被写体の像
に応じた内視鏡画像を取得する医療用画像処理装置と、前記医療用画像処理装置に接続可
能であるとともに、前記医療用画像処理装置に接続された場合に、前記内視鏡及び前記医
療用画像処理装置のうちの少なくともいずれか一方に関する所定の機能を使用可能な状態
とする、少なくとも１以上の拡張制御部と、前記拡張制御部各々に設けられ、前記拡張制
御部の種類に応じて各々異なる接続検出情報が格納されている接続情報格納部と、前記接
続情報格納部各々に格納された前記接続検出情報に基づき、前記医療用画像処理装置に接
続された前記拡張制御部の種類を判別するとともに、該判別結果に応じて前記所定の機能
に関する画像または情報を表示部に出力させる主制御部と、を有することを特徴とする。
【０００７】
　本発明における第２の内視鏡システムは、前記第１の内視鏡システムにおいて、さらに
、前記主制御部は、前記所定の機能に関する画像または情報を、前記表示部の表示画面に
おける所定の位置に表示させるための制御を行うことを特徴とする。
【０００８】
　本発明における第３の内視鏡システムは、前記第１または前記第２の内視鏡システムに
おいて、さらに、前記主制御部は、前記接続情報格納部各々に格納された前記接続検出情
報を検出できた場合にのみ、前記所定の機能に関する画像または情報を前記表示部に出力
させることを特徴とする。
【０００９】
　本発明における第４の内視鏡システムは、前記第１乃至前記第３の内視鏡システムにお
いて、前記少なくとも１以上の拡張制御部は、前記所定の機能として、ネットワークを介
して周辺機器を前記医療用画像処理装置に接続可能とするネットワーク通信機能、前記内
視鏡の挿入形状を検出可能とする内視鏡挿入形状検出機能、及び、前記内視鏡が前記被写
体を撮像する際の撮像状態を所望のズーム状態に変更可能なズーム制御機能のうち、少な
くともいずれか一の機能を使用可能とするための構成を各々が有していることを特徴とす
る。
【００１０】
　本発明における第５の内視鏡システムは、前記第１乃至前記第４の内視鏡システムにお
いて、　前記所定の位置は、前記表示画面の左上、左下、右上及び右下のうちのいずれか
であることを特徴とする。　
【発明の効果】
【００１１】
　本発明における内視鏡システムによると、観察に費やされる時間を、従来に比べて短縮
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１Ａから図２０Ｂは、本発明
の実施形態に係るものである。
【００１３】
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　図１Ａは、本実施形態の内視鏡システムの、要部の構成の一例を示す図である。図１Ｂ
は、図１Ａの内視鏡システムが有する、一の内視鏡の構成の一例を示す図である。図１Ｃ
は、図１Ａの内視鏡システムが有する、図１Ｂの内視鏡とは異なる他の内視鏡の構成の一
例を示す図である。図１Ｄは、図１Ａの内視鏡システムが有する、光源装置の構成の一例
を示す図である。図１Ｅは、図１Ａの内視鏡システムが有する、プロセッサの構成の一例
を示す図である。図２Ａは、図１Ｅのプロセッサが有する、画像処理部の構成の一例を示
す図である。図２Ｂは、図１Ｂの内視鏡及び図１Ｃの内視鏡が、図１Ｅのプロセッサに両
方とも接続された場合に表示される画面の一例を示す図である。図２Ｃは、図１Ｅのプロ
セッサが有する、主制御部の構成の一例を示す図である。図２Ｄは、図１Ｅのプロセッサ
に接続される、一の拡張制御部の構成の一例を示す図である。図２Ｅは、図１Ｅのプロセ
ッサに接続される、図２Ｄの拡張制御部とは異なる他の拡張制御部の構成の一例を示す図
である。図２Ｆは、図１Ｅのプロセッサが有する、コントローラ／セレクタの構成の一例
を示す図である。図２Ｇは、図１Ｅのプロセッサの画像伸長部が有する、同期回路の構成
の一例を示す図である。図２Ｈは、図２Ｃの主制御部が、拡張制御部の接続を検出する際
（及び検出した際）に行う処理の一例を示すフローチャートである。
【００１４】
　図３Ａは、図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の一例を示す図である。図３Ｂ
は、図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａとは異なる例を示す図である
。図３Ｃは、図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａ及び図３Ｂとは異な
る例を示す図である。図３Ｄは、図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａ
、図３Ｂ及び図３Ｃとは異なる例を示す図である。図３Ｅは、図１Ｅのプロセッサに接続
され得る周辺機器の、図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ及び図３Ｄとは異なる例を示す図である。
図３Ｆは、図３Ａから図３Ｅまでに示す周辺機器のうち、一部の周辺機器の内部構成を簡
略化して示す図である。図３Ｇは、図３Ｆの各メモリの、共有領域に格納されるデータの
構成を示す図である。図３Ｈは、図３Ｆの各メモリの、ログ領域に格納されるデータの構
成を示す図である。図３Ｉは、図３Ｇの共有領域に格納されたデータに関する処理の一例
を示すフローチャートである。
【００１５】
　図４は、画像の表示サイズ（出力サイズ）の一例を示す図である。図５は、図１Ｅのプ
ロセッサが有する、画像圧縮部の構成の一例を示す図である。図６は、図１Ｅのプロセッ
サが有する、画像伸長部の構成の一例を示す図である。図７は、図２Ａの画像処理部によ
り生成される内視鏡合成画像の一例を示す図である。図８は、図１Ｅのプロセッサの設定
画面の一例を示す図である。図９は、図１Ｅのプロセッサの設定画面のうち、図８の設定
画面から遷移した後の画面である、別の設定画面の一例を示す図である。図１０は、動画
像がＰｉｎＰにより表示されている場合の一例を示す図である。図１１Ａは、図３Ａから
図３Ｅまでに示す各ファイリング装置及び各光学記録装置等において、画像を記録する場
合に用いられるディレクトリ構造の一例を示す図である。図１１Ｂは、図１１Ａに示すデ
ィレクトリ構造における各ファイルのうち、サムネイル画像の画像ファイル、及び、該サ
ムネイル画像の元となった画像の画像ファイルの、データ構成の一例を示す図である。図
１１Ｃは、図１１Ａに示すディレクトリ構造における各ファイルのうち、サムネイル画像
の画像ファイル、及び、該サムネイル画像の元となった画像の画像ファイルのデータ構成
の、図１１Ｂとは異なる例を示す図である。
【００１６】
　図１２は、図１１Ａに示すディレクトリ構造に対応させた表示形式としてモニタ等に表
示される、ディレクトリ名及びファイル名の一例を示す図である。図１３は、図３Ａから
図３Ｅまでに示す周辺機器等に記録された静止画像が表示される際に、図２Ｃの主制御部
が行う制御及び処理の一例を示すフローチャートである。図１４Ａは、図１３の処理によ
り生成されるマルチ画像の一例を示す図である。図１４Ｂは、図１３の処理によりマルチ
画像が複数生成された場合の、ページ切り替えの一例を示す図である。図１４Ｃは、図１
４Ａのマルチ画像において、選択された一の画像が表示される際の画面の遷移の一例を示
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す図である。図１５Ａは、記録指示が行われた際に、図１Ｅのプロセッサが行う処理の一
例を示す図である。図１５Ｂは、記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１
Ｅのプロセッサが行う処理の一例を示す図である。図１５Ｃは、記録指示が行われた際に
、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行う処理の、図１５Ｂとは異なる例を示
す図である。図１５Ｄは、記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプ
ロセッサが行う処理の、図１５Ｂ及び図１５Ｃとは異なる例を示す図である。図１５Ｅは
、記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行う処理の、
図１５Ｂ、図１５Ｃ及び図１５Ｄとは異なる例を示す図である。図１６は、図２Ｆのコン
トローラ／セレクタが有するセレクタからメモリに対して出力された後、該メモリに格納
される画像領域の一例を示す図である。図１７は、図２Ａのサムネイル画像生成部におい
て生成されるサムネイル画像、及び、該サムネイル画像が生成される際の基準となる画像
領域の一例を示す図である。
【００１７】
　図１８Ａは、図１５Ｂ（、図１５Ｃ及び図１５Ｄ）の処理に含まれる、圧縮処理及び記
録処理の一例を示すフローチャートである。図１８Ｂは、図１８Ａの処理によりバッファ
に格納された、低圧縮率のフォーマットの画像が周辺機器等に記録される際に行われる処
理の一例を示すフローチャートである。図１８Ｃは、図１８Ａの処理によりバッファに格
納された、低圧縮率のフォーマットの画像が周辺機器等に記録される際に行われる処理の
、図１８Ｂとは異なる例を示すフローチャートである。図１８Ｄは、図１８Ｂの処理にお
いて、記録対象となる画像をバッファに格納された各画像から選択させるために生成され
るマルチ画像の一例を示す図である。図１９Ａは、図１５Ｂの処理による、モニタ等に表
示される画面の遷移の一例を示す図である。図１９Ｂは、図１５Ｂの処理による、モニタ
等に表示される画面の遷移の、図１９Ａとは異なる例を示す図である。図１９Ｃは、図１
５Ｃの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図である。図１９Ｄは
、図１５Ｃの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ｃとは異なる例を
示す図である。図１９Ｅは、図１５Ｄの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の
一例を示す図である。図１９Ｆは、図１５Ｄの処理による、モニタ等に表示される画面の
遷移の、図１９Ｅとは異なる例を示す図である。図１９Ｇは、図１５Ｄの処理による、モ
ニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ｅ及び図１９Ｆとは異なる例を示す図である。
図１９Ｈは、図１５Ｅの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図で
ある。図２０Ａは、フリーズ指示またはＳフリーズ指示がなされた場合に、図１Ｅのプロ
セッサの各部が行う処理の一例を示す図である。図２０Ｂは、Ｓフリーズ指示がなされた
場合に、図２０Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行う処理の一例を示す図である。
【００１８】
　内視鏡システム１は、図１Ａに示すように、患者の体腔内に挿入可能であるとともに、
該体腔内の被写体を撮像する内視鏡２Ａ及び２Ｂと、該被写体を照明するための照明光を
、ライトガイドケーブル３ａを介して内視鏡２Ａまたは２Ｂに供給する光源装置３と、該
内視鏡システム１が有する各部に対する制御等を行うプロセッサ４とを要部として有して
構成されている。また、医療用画像処理装置としてのプロセッサ４には、内視鏡システム
１の各部に対する操作指示を行うことが可能な操作デバイスとしての、キーボード５及び
フットスイッチ６が着脱自在（または一体的）に接続されている。なお、図１Ａは、ライ
トガイドケーブル３ａが内視鏡２Ａに接続されている場合を示すものであるとする。
【００１９】
　内視鏡２Ａは、図１Ｂに示すように、患者の体腔内に挿入可能な挿入部２１Ａと、挿入
部２１Ａの先端部に設けられ、被写体の像を結像する対物光学系２２Ａと、プロセッサ４
に接続される拡張基盤から出力される駆動信号に基づき、対物光学系２２Ａを挿入部２１
Ａの軸方向に移動させるアクチュエータ２３Ａと、対物光学系２２Ａの結像位置に設けら
れたＣＣＤ（電荷結合素子）２４Ａと、挿入部２１Ａの略全体にわたって配置され、後述
する内視鏡形状検出装置から出力される駆動信号に基づいて磁界を発生する複数のソース
コイル２５Ａとを有している。
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【００２０】
　また、内視鏡２Ａは、光源装置３からライトガイドケーブル３ａを介して供給される照
明光を挿入部２１Ａの先端部へ導くライトガイド２６Ａと、内視鏡２Ａ等に対する操作指
示を行う操作部２７Ａと、操作部２７Ａに設けられた１または複数のスイッチにより構成
される、操作デバイスとしての操作スイッチ部２８Ａと、コネクタ２９Ａと、プログラム
及び内視鏡固有情報データ等を格納するメモリ３０Ａと、ＣＰＵ３１Ａと、リセット回路
３２Ａとを有している。
【００２１】
　さらに、内視鏡２Ａは、コネクタ２９Ａから延出するケーブル３３Ａの他端側に設けら
れたコネクタ３４Ａにより、プロセッサ４に対して着脱自在に接続される。そして、コネ
クタ２９Ａは、信号線２９ａを介し、内視鏡２Ａがプロセッサ４に接続されたことを示す
内視鏡接続検知信号をプロセッサ４に対して出力する。信号線２９ａは、一端側がコネク
タ２９Ａに接続され、ケーブル３３Ａの内部を挿通するように配置されるとともに、他端
側がプロセッサ４の内部回路に接続されている。
【００２２】
　ＣＣＤ２４Ａは、対物光学系２２Ａにより結像された被写体の像を撮像するとともに、
撮像した該被写体の像を、撮像信号として信号線２４ａ１を介してプロセッサ４へ出力す
る。信号線２４ａ１は、一端側がＣＣＤ２４Ａに接続され、ケーブル３３Ａの内部を挿通
するように配置されるとともに、他端側がプロセッサ４の内部回路に接続されている。ま
た、ＣＣＤ２４Ａは、プロセッサ４において生成された後、信号線２４ａ２を介して入力
されるＣＣＤ駆動信号に応じて駆動する。信号線２４ａ２は、一端側がＣＣＤ２４Ａに接
続され、ケーブル３３Ａの内部を挿通するように配置されるとともに、他端側がプロセッ
サ４の内部回路に接続されている。
【００２３】
　メモリ３０Ａは、不揮発性のメモリである、例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ　ＲＯ
Ｍ、ＦＲＡＭ（登録商標）、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭ、ＯＵＭまたはバッテリー付きＳＲＡ
Ｍ等のいずれかにより構成されている。また、メモリ３０Ａには、前述した内視鏡固有情
報データとして、例えば、ＣＣＤ２４Ａの種類、内視鏡２Ａの種類、内視鏡２Ａのシリア
ルナンバー、（１または複数の）ホワイトバランスデータ、内視鏡２Ａの（図示しない）
鉗子チャネルの数及びチャネル径、ＣＰＵ３１Ａへの通電回数、操作スイッチ部２８Ａに
設けられた各スイッチの押下回数、挿入部２１Ａの屈曲特性、挿入部２１Ａの径の値、挿
入部２１Ａの先端部の径の値、対物光学系２２Ａの拡大スケール、内視鏡合成画像上にお
ける鉗子位置情報、点検指示情報、内視鏡２Ａの初回使用日、点検回数、サービス情報、
メーカーコメント、サービスコメント、修理記録、点検記録、コメント情報、ＣＰＵ３１
Ａのプログラムのバージョン、レンタル情報、ソースコイル２５Ａの個数、ソースコイル
２５Ａの駆動電流、ソースコイル２５Ａの駆動電圧、及び、内視鏡２Ａが直視または側視
のいずれであるかの情報等が格納されている。
【００２４】
　ＣＰＵ３１Ａは、図示はしないが、インターフェース回路（シリアルインターフェース
回路またはパラレルインターフェース回路）、ウォッチドッグタイマ、タイマ、ＳＲＡＭ
及びＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ等を有して構成されている。ＣＰＵ３１Ａは、図示しないインタ
ーフェース回路を介し、メモリ３０Ａに格納された各種データの読み込み、及び、メモリ
３０Ａへの各種データの書き込み制御を行う。
【００２５】
　さらに、ＣＰＵ３１Ａは、例えば、内視鏡２Ａの接続回数、操作スイッチ部２８Ａに設
けられた各スイッチの押下回数、ＣＰＵ３１Ａへの通電回数等の演算処理を行う。
【００２６】
　また、ＣＰＵ３１Ａは、信号線３１ａを介し、ＣＰＵ３１Ａ自身が行った演算処理結果
、及び、メモリ３０Ａに格納された各種データの送受信をプロセッサ４に対して行う。信
号線３１ａは、一端側がＣＰＵ３１Ａに接続され、ケーブル３３Ａの内部を挿通するよう
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に配置されるとともに、他端側がプロセッサ４の内部回路に接続されている。
【００２７】
　リセット回路３２Ａは、プロセッサ４から供給される電源が変動したタイミング、また
は、ＣＰＵ３１Ａ内のウォッチドッグタイマに基づくタイミングに応じてリセット処理を
行う。
【００２８】
　操作スイッチ部２８Ａの各スイッチが操作されることにより生じるスイッチＯＮ／ＯＦ
Ｆ信号、及び、コネクタ２９Ａにおいて生成される内視鏡接続検知信号は、信号線２８ａ
を介し、プロセッサ４に対して出力される。信号線２８ａは、一端側が操作スイッチ部２
８Ａの各スイッチに接続され、ケーブル３３Ａの内部を挿通するように配置されるととも
に、他端側がプロセッサ４の内部回路に接続されている。なお、操作スイッチ部２８Ａの
各スイッチが操作されることにより生じるスイッチＯＮ／ＯＦＦ信号、及び、コネクタ２
９Ａにおいて生成される内視鏡接続検知信号は、プロセッサ４の駆動回路７１から供給さ
れる駆動電圧を用いて生成されるものであるとする。
【００２９】
　内視鏡２Ｂは、図１Ｃに示すように、患者の体腔内に挿入可能な挿入部２１Ｂと、挿入
部２１Ｂの先端部に設けられ、被写体の像を結像する対物光学系２２Ｂと、プロセッサ４
に接続される拡張基盤から出力される駆動信号に基づき、対物光学系２２Ｂを挿入部２１
Ｂの軸方向に移動させるアクチュエータ２３Ｂと、対物光学系２２Ｂの結像位置に設けら
れたＣＣＤ（電荷結合素子）２４Ｂと、挿入部２１Ｂの略全体にわたって配置され、後述
する内視鏡形状検出装置から出力される駆動信号に基づいて磁界を発生する複数のソース
コイル２５Ｂとを有している。
【００３０】
　また、内視鏡２Ｂは、光源装置３からライトガイドケーブル３ａを介して供給される照
明光を挿入部２１Ｂの先端部へ導くライトガイド２６Ｂと、内視鏡２Ｂ等に対する操作指
示を行う操作部２７Ｂと、操作部２７Ｂに設けられた１または複数のスイッチにより構成
される、操作デバイスとしての操作スイッチ部２８Ｂと、コネクタ２９Ｂと、プログラム
及び内視鏡固有情報データ等を格納するメモリ３０Ｂと、ＣＰＵ３１Ｂと、リセット回路
３２Ｂとを有している。
【００３１】
　さらに、内視鏡２Ｂは、コネクタ２９Ｂから延出するケーブル３３Ｂの他端側に設けら
れたコネクタ３４Ｂにより、プロセッサ４に対して着脱自在に接続される。
【００３２】
　ＣＣＤ２４Ｂは、対物光学系２２Ｂにより結像された被写体の像を撮像するとともに、
撮像した該被写体の像を、撮像信号として信号線２４ｂ１を介してＣＤＳ（相関二重サン
プリング）回路３５Ｂへ出力する。
【００３３】
　なお、内視鏡２Ｂがプロセッサ４に接続された際に、内視鏡接続検知信号がＰ／Ｓ変換
部（以降及び図内においてはＰ／Ｓと略記する）３７等を介してプロセッサ４に出力され
るものとする。
【００３４】
　ＣＤＳ回路３５Ｂは、ＣＣＤ２４Ｂから出力される撮像信号に対して相関二重サンプリ
ング処理を行うとともに、該相関二重サンプリング処理を行った後の撮像信号を、信号線
３５ｂを介してＡ／Ｄ変換部（以降及び図内においてはＡ／Ｄと略記する）３６Ｂへ出力
する。
【００３５】
　Ａ／Ｄ３６Ｂは、ＣＤＳ回路３５Ｂから出力されるアナログの撮像信号をデジタル信号
に変換した後、該デジタル信号を、信号線３６ｂを介してＰ／Ｓ３７Ｂへ出力する。
【００３６】
　メモリ３０Ｂは、不揮発性のメモリである、例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ　ＲＯ
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Ｍ、ＦＲＡＭ、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭ、ＯＵＭまたはバッテリー付きＳＲＡＭ等のいずれ
かにより構成されている。また、メモリ３０Ｂには、前述した内視鏡固有情報データとし
て、例えば、ＣＣＤ２４Ｂの種類、内視鏡２Ｂの種類、内視鏡２Ｂのシリアルナンバー、
（１または複数の）ホワイトバランスデータ、内視鏡２Ｂの（図示しない）鉗子チャネル
の数及びチャネル径、ＣＰＵ３１Ｂへの通電回数、操作スイッチ部２８Ｂに設けられた各
スイッチの押下回数、及び挿入部２１Ｂの屈曲特性、挿入部２１Ｂの径の値、挿入部２１
Ｂの先端部の径の値、対物光学系２２Ｂの拡大スケール、内視鏡合成画像上における鉗子
位置情報、点検指示情報、内視鏡２Ｂの初回使用日、点検回数、サービス情報、メーカー
コメント、サービスコメント、修理記録、点検記録、コメント情報、ＣＰＵ３１Ｂのプロ
グラムのバージョン、レンタル情報、ソースコイル２５Ｂの個数、ソースコイル２５Ｂの
駆動電流、ソースコイル２５Ｂの駆動電圧、及び、内視鏡２Ｂが直視または側視のいずれ
であるかの情報等が格納されている。
【００３７】
　ＣＰＵ３１Ｂは、図示はしないが、インターフェース回路（シリアルインターフェース
回路またはパラレルインターフェース回路）、ウォッチドッグタイマ、タイマ、ＳＲＡＭ
及びＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ等を有して構成されている。ＣＰＵ３１Ｂは、図示しないインタ
ーフェース回路を介し、メモリ３０Ｂに格納された各種データの読み込み、及び、メモリ
３０Ｂへの各種データの書き込み制御を行う。
【００３８】
　さらに、ＣＰＵ３１Ｂは、例えば、内視鏡２Ｂの接続回数、操作スイッチ部２８Ｂに設
けられた各スイッチの押下回数、ＣＰＵ３１Ｂへの通電回数等の演算処理を行う。
【００３９】
　ＣＰＵ３１Ｂは、信号線３１ｂ１と、ドライバ３８Ｂと、信号線３８ｂ１とを介し、Ｃ
ＰＵ３１Ｂ自身が行った演算処理結果、及び、メモリ３０Ｂに格納された各種データをＰ
／Ｓ３７Ｂに対して出力する。また、信号線３８ｂ２と、ドライバ３８Ｂと、信号線３１
ｂ２とを介し、Ｓ／Ｐ変換部（以降及び図内においてはＳ／Ｐと略記する）３９Ｂから出
力される各種信号及びデータがＣＰＵ３１Ｂに入力される。
【００４０】
　リセット回路３２Ｂは、プロセッサ４から供給される電源が変動したタイミング、また
は、ＣＰＵ３１Ｂ内のウォッチドッグタイマに基づくタイミングに応じてリセット処理を
行う。
【００４１】
　操作スイッチ部２８Ｂの各スイッチが操作されることにより生じるスイッチＯＮ／ＯＦ
Ｆ信号は、信号線２８ｂを介し、Ｐ／Ｓ３７Ｂに対して出力される。なお、操作スイッチ
部２８Ｂの各スイッチが操作されることにより生じるスイッチＯＮ／ＯＦＦ信号は、プロ
セッサ４の駆動回路７１から供給される駆動電圧を用いて生成されるものであるとする。
【００４２】
　Ｐ／Ｓ３７Ｂは、信号線２８ｂを介して入力されるスイッチＯＮ／ＯＦＦ信号と、信号
線３６ｂを介して入力されるデジタル信号と、信号線３８ｂ１を介して入力される各種デ
ータ及び演算処理結果とに対してパラレル／シリアル変換を施すことによりシリアル信号
を生成するとともに、該シリアル信号を、トランシーバ４０Ｂと、ケーブル３３Ｂの内部
を挿通するように配置された信号線とを介してプロセッサ４へ出力する。
【００４３】
　Ｓ／Ｐ３９Ｂは、プロセッサ４から出力された後、ケーブル３３Ｂの内部を挿通するよ
うに配置された信号線と、レシーバ４１Ｂとを介し、シリアル信号として入力される各種
信号及びデータに対してシリアル／パラレル変換を施した後、パラレル化した各種信号及
びデータを、信号線３８ｂ２を介してドライバ３８Ｂへ出力するとともに、信号線４２ｂ
を介してＤ／Ａ変換部（以降及び図内においてはＤ／Ａと略記する）４２Ｂへ出力する。
【００４４】
　Ｄ／Ａ４２Ｂは、Ｓ／Ｐ３９Ｂから出力される各種信号及びデータのうち、内視鏡接続
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検知信号に基づいてプロセッサ４において生成されたＣＣＤ駆動信号をアナログ信号に変
換した後、該アナログ信号を、信号線２４ｂ２を介してＣＣＤ２４Ｂへ出力する。そして
、ＣＣＤ２４Ｂは、信号線２４ｂ２を介して入力されるＣＣＤ駆動信号に応じて駆動する
。
【００４５】
　なお、内視鏡２Ａ及び２Ｂは、一方または両方が軟性鏡として構成されていてもよいし
、また、一方または両方が硬性鏡として構成されるものであっても良い。
【００４６】
　また、内視鏡２Ｂの小型化を図る目的において、Ｐ／Ｓ３７Ｂ、Ｓ／Ｐ３９Ｂ、ドライ
バ３８Ｂ、ＣＰＵ３１Ｂ、及びメモリ３０Ｂのうちの全部あるいは少なくとも一部が、１
つのＦＰＧＡにより構成されるものであっても良い。
【００４７】
　光源装置３は、図１Ｄに示すように、白色光を発するランプ５１と、ランプ５１から発
せられる白色光をＲＧＢの面順次光に変換する為のＲＧＢフィルタ５２と、ランプ５１か
ら発せされる白色光のうち、所定の帯域の波長をカットすることにより、狭帯域な光を生
成する複数（例えば３つ）の特殊光フィルタ５３Ａ、５３Ｂ及び５３Ｃと、ランプ５１か
ら発せられる白色光の光量を制御するしぼり５４と、ＲＧＢフィルタ５２と、特殊光フィ
ルタ５３Ａ、５３Ｂ及び５３Ｃとを、後述する調光信号に応じて、ランプ５１から発せら
れる白色光の出射光軸に対して挿入及び抜去する光源装置制御部５５と、を有している。
【００４８】
　また、光源装置３は、図１Ｄに示すように、出射される照明光の光量調整、装置の電源
ＯＮ／ＯＦＦ、ランプ５１の点灯／消灯、透過照明及びフィルタ切替等の各種設定及び操
作指示を行うことが可能な操作パネル５６と、プログラム及び各種データを格納するメモ
リ５７と、ＣＰＵ５８と、プロセッサ４から出力されるデジタルの調光信号をアナログの
調光信号に変換し、該アナログの調光信号をフィルタ切換／絞り制御部に出力するＤ／Ａ
変換部（以降及び図内においてはＤ／Ａと略記する）５９と、コネクタ６０と、を有して
いる。
【００４９】
　さらに、光源装置３は、コネクタ６０から延出するケーブル６１の他端側に設けられた
コネクタ６２により、プロセッサ４に対して着脱自在に接続される。
【００５０】
　光源装置制御部５５は、ランプ５１から発せされる白色光の光量に関する情報である光
量情報を検出するとともに、検出した該光量情報を、光量検知信号としてＤ／Ａ５９及び
信号線５９ａを介してプロセッサ４へ出力する。
【００５１】
　メモリ５７は、不揮発性のメモリである、例えば、ＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ
、ＦＲＡＭ、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭ、ＯＵＭまたはバッテリー付きＳＲＡＭ等のいずれか
により構成されている。また、メモリ５７には、前述した各種データとして、例えば、光
量調整データやランプ５１の寿命、装置のシリアルナンバー、ＲＧＢフィルタ５２、特殊
光フィルタ５３Ａ、５３Ｂ、５３Ｃの種類、及びメンテナンス情報等が格納されている。
【００５２】
　ＣＰＵ５８は、ＳＩＯ（Ｓｅｒｉａｌ　Ｉｎｐｕｔ／Ｏｕｔｐｕｔ）５８Ａと、ＰＩＯ
（Ｐａｒａｌｌｅｌ　ｉｎｐｕｔ／ｏｕｔｐｕｔ）５８Ｂと、を内部に有して構成されて
いる。そして、ＣＰＵ５８は、ＳＩＯ５８ＡまたはＰＩＯ５８Ｂのいずれかを介し、メモ
リ５７に格納された各種データの読み込み、及び、メモリ５７への各種データの書き込み
制御を行うとともに、光源装置制御部５５及び操作パネル５６に対する制御を行う。なお
、ＣＰＵ５８とメモリ５７との間において行われるデータの書き込み及び読み込みには、
パラレルインターフェースまたはシリアルインターフェースのどちらが用いられるもので
あっても良い。また、このような構成は、ＣＰＵ３１Ｂとメモリ３０Ｂとの間、ＣＰＵ３
１Ａとメモリ３０Ａとの間においても同様であるとする。
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【００５３】
　また、ＣＰＵ５８は、信号線５８ａを介し、ＣＰＵ５８自身が行った演算処理結果、及
び、メモリ５７に格納された各種データの送受信をプロセッサ４に対して行う。信号線５
８ａは、一端側がＣＰＵ５８に接続され、ケーブル６１の内部を挿通するように配置され
るとともに、他端側がプロセッサ４の内部回路に接続されている。
【００５４】
　さらに、ＣＰＵ５８は、ＳＩＯ５８Ａから信号線５８ａに対して各種信号及びデータを
出力する。そして、信号線５８ａに対して出力された前記各種信号及びデータは、プロセ
ッサ４の内部回路に入力される。
【００５５】
　Ｄ／Ａ５９は、プロセッサ４から出力された後、信号線５９ａを介して入力されるデジ
タルの調光信号をアナログの調光信号に変換し、該アナログの調光信号をフィルタ切換／
絞り制御部に出力する。信号線５９ａは、一端側がＤ／Ａ５９に接続され、ケーブル６１
の内部を挿通するように配置されるとともに、他端側がプロセッサ４の内部回路に接続さ
れている。なお、Ｄ／Ａ５９に入力される調光信号には、例えば、内視鏡２Ａ及び（また
は）２Ｂにおいて撮像された被写体の像に応じた画像の明るさ情報、測光情報等の情報が
含まれているもとする。また、Ｄ／Ａ５９に入力される調光信号のデータ形式は、パラレ
ル、同期式シリアルまたは調歩同期式のうち、どの形式が用いられるものであっても良い
。
【００５６】
　光源装置３内に設けられた接地点６３は、信号線６３ａに接続されている。そして、コ
ネクタ６２がプロセッサ４に接続された際に、例えば、光源装置３がプロセッサ４との通
信を行うことが可能な機種であるか否かを判別するための光源検知信号が、接地点６３か
ら、信号線６３ａを介してプロセッサ４へと出力される。
【００５７】
　なお、光源装置３がプロセッサ４に接続されている場合に、操作パネル５６において行
われた各種設定及び操作指示等は、ＣＰＵ５８のＳＩＯ５８Ａを介してプロセッサ４へ出
力される。
【００５８】
　プロセッサ４は、図１Ｅに示すように、駆動回路７１と、内視鏡２Ａ（２Ｂ）が撮像し
た被写体の像に応じた画像に対する各種処理を行う画像処理部７２と、画像圧縮部７３と
、画像伸長部７４と、プロセッサ４の各部等に対する制御を行う主制御部７５と、プロセ
ッサ４等に対し、各種設定及び操作指示を行うことができるフロントパネル７６と、所望
の機能を有する他の基板と交換可能な１または複数の拡張基板として、プロセッサ４に対
して着脱自在に構成される拡張制御部７７と、を有している。
【００５９】
　駆動回路７１は、内視鏡２Ｂから出力された後、レシーバ７８と、Ｓ／Ｐ変換部（以降
及び図内においてはＳ／Ｐと略記する）７９とを介して入力される内視鏡接続検知信号に
基づき、ＣＣＤ２４Ｂを駆動させるためのＣＣＤ駆動信号を生成し、該ＣＣＤ駆動信号を
、信号線７１ａを介してＰ／Ｓ変換部（以降及び図内においてはＰ／Ｓと略記する）８０
へ出力する。さらに、駆動回路７１は、内視鏡２Ｂのメモリ３０Ｂ、ＣＰＵ３１Ｂ及びリ
セット回路３２Ｂを駆動させるための駆動信号を生成し、前記ＣＣＤ駆動信号に併せてＰ
／Ｓ８０へ出力する。
【００６０】
　また、駆動回路７１は、コネクタ２９Ａにおいて生成される内視鏡接続検知信号に基づ
き、ＣＣＤ２４Ａを駆動させるためのＣＣＤ駆動信号を生成し、該ＣＣＤ駆動信号を、信
号線２４ａ２を介して内視鏡２Ａへ出力する。内視鏡２Ａのメモリ３０Ａ、ＣＰＵ３１Ａ
及びリセット回路３２Ａを駆動させるための駆動信号は、前記ＣＣＤ駆動信号と共通であ
っても良く、専用の電源線により別途伝送されるものであっても良い。
【００６１】
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　なお、プロセッサ４内の画像処理部７２、画像圧縮部７３、画像伸長部７４、主制御部
７５、及び拡張制御部７７の各部の構成の詳細は、後述にて示すものとする。また、プロ
セッサ４内の画像処理部７２、画像圧縮部７３、画像伸長部７４及び主制御部７５は、各
々が１枚の基板上に設けられても良く、拡張制御部７７と同様に、他の基板と交換可能な
構成を有するものであっても良い。
【００６２】
　また、プロセッサ４が有する各部間の信号伝送は、パラレル方式が用いられるものであ
っても良いし、または、ノイズ低減や小型化のために、ＬＶＤＳ、ＲＳＤＳまたはＬＶＰ
ＥＣＬ等の差動シリアル方式が用いられるものであっても良い。さらに、プロセッサ４が
有する各部間における信号の伝送が行われる際に、該各信号が暗号化された状態として伝
送されるものであっても良い。これにより、プロセッサ４が有する各部間における信号の
伝送が行われる場合に、信号の内容を基板外から容易に確認されることなく、その結果、
プロセッサ４のセキュリティが向上する。
【００６３】
　Ｓ／Ｐ７９は、内視鏡２Ｂから出力された後、ケーブル３３Ｂの内部を挿通するように
配置された信号線と、レシーバ７８とを介し、シリアル信号として入力される各種信号及
びデータに対してシリアル／パラレル変換を施した後、パラレル化した各種信号及びデー
タを画像処理部７２に対して出力する。
【００６４】
　Ｐ／Ｓ８０は、画像処理部７２から出力された後、信号線７２ａ及びドライバ８２を介
して入力される信号と、駆動回路７１から出力された後、信号線７１ａを介して入力され
るＣＣＤ駆動信号とに対してパラレル／シリアル変換を施すことによりシリアル信号を生
成するとともに、該シリアル信号を、トランシーバ８１と、ケーブル３３Ｂの内部を挿通
するように配置された信号線とを介して内視鏡２Ｂへ出力する。
【００６５】
　なお、本実施形態のプロセッサ４に設けられたレシーバ７８及びトランシーバ８１、ま
たは、内視鏡２Ｂのレシーバ４１Ｂ及びトランシーバ４０Ｂには、図示しない絶縁回路が
設けられているものであるとする。
【００６６】
　プロセッサ４の画像処理部７２は、具体的には、例えば、図２Ａに示すような（以下に
記すような）構成を有している。
【００６７】
　信号線２４ａ１を介して出力された撮像信号は、画像処理部７２のＣＤＳ回路９１によ
りＣＤＳ処理が施された後、Ａ／Ｄ変換部（以降及び図内においてはＡ／Ｄと略記する）
９２によりデジタル変換され、図示しない周波数変換器により所定の周波数（例えば、１
３．５ＭＨｚ）に変換された後、フォトカプラ等により構成される絶縁回路９３を経由し
てセレクタ９４に入力される。
【００６８】
　また、信号線２９ａを介して出力された内視鏡接続検知信号と、信号線３１ａを介して
出力された各種信号及びデータと、信号線２８ａを介して出力されるスイッチＯＮ／ＯＦ
Ｆ信号とは、絶縁回路９３を経由してセレクタ９４に入力される。
【００６９】
　さらに、セレクタ９４には、Ｓ／Ｐ７９の出力信号である、撮像信号及び内視鏡接続検
知信号が信号線７９ｂを介して入力され、スイッチＯＮ／ＯＦＦ信号が信号線７９ｃを介
して入力され、各種信号及びデータがドライバ８２及び信号線８２ａを介して入力される
。
【００７０】
　セレクタ９４は、入力される各信号のうち、信号線２９ａを介して入力された内視鏡接
続検知信号と、信号線７９ｂを介して入力された内視鏡接続検知信号とに基づき、内視鏡
２Ａ及び内視鏡２Ｂの接続状態を検知する。そして、セレクタ９４は、内視鏡２Ａ及び内
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視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続されていない状態であることを検知した場合、内
視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続されている場合、または、内視鏡
２Ｂのみがプロセッサに接続されている場合のうち、いずれか一の場合においては、信号
線７９ｂを介して入力された撮像信号を信号線９４ａに対して出力させ、信号線７９ｂを
介して入力された内視鏡接続検知信号及び信号線７９ｃを介して入力されたスイッチＯＮ
／ＯＦＦ信号を信号線９４ｂに対して出力させ、信号線８２ａを介して入力された各種信
号及びデータを信号線９４ｃに対して入出力させる。また、セレクタ９４は、内視鏡２Ａ
のみがプロセッサに接続されている場合においては、絶縁回路９３を介して入力された撮
像信号を信号線９４ａに対して出力させ、絶縁回路９３を介して入力された内視鏡接続検
知信号及びスイッチＯＮ／ＯＦＦ信号を信号線９４ｂに対して出力させ、絶縁回路９３を
介して入力された各種信号及びデータを信号線９４ｃに対して入出力させる。
【００７１】
　なお、セレクタ９４は、内視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続され
ている場合に、絶縁回路９３を介して入力された撮像信号を信号線９４ａに対して出力さ
せ、絶縁回路９３を介して入力された内視鏡接続検知信号及びスイッチＯＮ／ＯＦＦ信号
を信号線９４ｂに対して出力させ、絶縁回路９３を介して入力された各種信号及びデータ
を信号線９４ｃに対して出力させるものであっても良く、先に接続した一方の内視鏡によ
り得られた信号を出力し、画像を（モニタ等の表示部に）表示させる処理を行うものであ
っても良い。そして、内視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続されてい
る場合に、プロセッサ４におけるセレクタ９４の後段に配置された各部のうち、後述する
グラフィック回路１０６Ｈ（または１０６Ｓ）が、例えば、図２Ｂに示すように、同時接
続である旨を示す警告表示画像を生成及び出力するものであっても良い。また、セレクタ
９４は、一方の内視鏡が取り外されたことを検知した場合に、自動的に他方の内視鏡によ
り得られた画像を出力するものであっても良い。
【００７２】
　前述した作用により、プロセッサ４は、内視鏡２Ａ及び２Ｂが両方とも接続された場合
に、ユーザに対し、速やかに一方を外す旨の告知を行うことができる。また、前述した作
用により、プロセッサ４は、一方の内視鏡をはずせば、接続されている他方の内視鏡の画
像を自動的に表示する。その結果、ユーザは、容易かつ速やかに検査を行う事ができ、検
査効率の向上させることができ、さらに、検査時間を短縮させることができる。
【００７３】
　さらに、内視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続されている場合に、
プロセッサ４におけるセレクタ９４の後段に配置された各部は、フロントパネル７６及び
（または）キーボード５に設けられた図示しないＬＥＤにおいて警告の旨を示すために、
該ＬＥＤを点灯または点滅させる処理を行うものであっても良い。また、さらに、内視鏡
２Ａ及び内視鏡２Ｂが両方ともプロセッサ４に接続されている場合に、プロセッサ４にお
けるセレクタ９４の後段に配置された各部は、図示しないブザーによる警告音を鳴らす処
理を行うものであっても良い。
【００７４】
　セレクタ９４から信号線９４ａに対して出力された撮像信号は、前段画像処理回路９５
によりＯＢ（Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｂｌａｃｋ）クランプ処理、周波数変換（例えば２７ＭＨ
ｚ）処理、ホワイトバランス処理及びＡＧＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌ）処理が施された後、画像信号としてフリーズ回路９６に対して出力される。また
、セレクタ９４から信号線９４ｂに対して出力された内視鏡接続検知信号及びスイッチＯ
Ｎ／ＯＦＦ信号は、主制御部７５（が有する、後述するＰＩＯ１４３）に対して出力され
る（図内Ａ１として示す）。さらに、セレクタ９４から信号線９４ｃに対して出力された
各種信号及びデータは、主制御部７５（が有する、後述するＳＩＯ１４２）に対して入出
力される（図内Ａ２として示す）。
【００７５】
　前段画像処理回路９５から出力された画像信号は、フリーズ回路９６に入力される。そ
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して、フリーズ回路９６は、各操作デバイスのいずれか一において、第１フリーズスイッ
チ（以降、フリーズスイッチと記す）が操作されて第１フリーズ指示（以降、フリーズ指
示と記す）がなされた場合、または、第２フリーズスイッチ（以降、Ｓフリーズスイッチ
と記す）が操作されて第２フリーズ指示（以降、Ｓフリーズ指示と記す）がなされた場合
に、メモリ９７に対してフリーズ画像を出力する。なお、以降において、前記フリーズ指
示がなされた場合に取得される第１のフリーズ画像をフリーズ画像と記し、また、前記Ｓ
フリーズ指示がなされた場合に取得される第２のフリーズ画像をＳフリーズ画像と記すも
のとする。なお、操作デバイスに設けられたフリーズスイッチ及びＳフリーズスイッチは
、トグル動作が可能である（スイッチを押すごとにフリーズＯＮ→ＯＦＦ→ＯＮ…の動作
を繰り返す）ものであってもよい。また、本実施形態において、操作デバイスとは、キー
ボード５、フットスイッチ６、フロントパネル７６、操作スイッチ部２８Ａ及び２８Ｂ、
及び、後述する各ＨＩＤ（Ｈｕｍａｎ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｄｅｖｉｃｅ）のことを指
すものであるとする。さらに、フリーズ回路９６は、前述したフリーズ画像またはＳフリ
ーズ画像以外に、プリフリーズ画像を出力するものであっても良い。
【００７６】
　フリーズ回路９６から出力された画像信号は、後段画像処理回路９８に入力される。そ
して、後段画像処理回路９８に入力された画像信号は、ＩＨｂ色彩強調処理、動画色ずれ
補正処理、Ｒ（赤色）又はＢ（青色）の色調調整処理、及びγ補正処理等の処理が施され
た状態として出力される。
【００７７】
　後段画像処理回路９８から出力された画像信号は、標準画像であるＳＤＴＶ（Ｓｔａｎ
ｄａｒｄ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ＴｅｌｅＶｉｓｉｏｎ）方式の画像を生成するための
処理系統と、高画質画像であるＨＤＴＶ（Ｈｉｇｈ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ＴｅｌｅＶ
ｉｓｉｏｎ）方式の画像を生成するための処理系統とに対して各々出力される。これによ
り、プロセッサ４は、ＳＤＴＶ出力（ＮＴＳＣの場合…７２０×４８０相当の出力、ＰＡ
Ｌの場合…７２０×５７６相当の出力）、及び、ＨＤＴＶ出力（１９２０×１０８０相当
の出力）の、両方の出力方式による画像の出力が可能である。
【００７８】
　ここで、プロセッサ４において、ＳＤＴＶ方式の画像を生成するための処理系統につい
ての説明を行う。
【００７９】
　後段画像処理回路９８から出力された画像信号は、各操作デバイスにおける操作及び設
定等に応じ、拡大／強調回路９９Ｓにより拡大／縮小処理（電子拡大／縮小処理及び画像
サイズ変更処理等の処理）、輪郭強調処理及び構造強調処理等の処理が施され、画像回転
処理回路１００Ｓにより上下左右反転処理及び９０度回転処理等の処理が施された後、同
時化回路１０１Ｓにより同時化処理が施される。なお、本実施形態において、同時化回路
１０１Ｓは、例えば、画像信号入力時には２７ＭＨｚにて動作を行い、また、画像信号出
力時には１３．５ＮＨｚにて動作を行うものであるとする。
【００８０】
　メモリ１０２Ｓは、ＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ、ＦＲＡＭ、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭまたはＯＵ
Ｍ等の不揮発性メモリにより構成されている。また、メモリ１０２Ｓには、拡大／強調回
路９９Ｓ及び画像回転処理回路１００Ｓの処理に関するパラメータとして、例えば、拡大
（縮小）係数、強調係数及び画像回転パラメータ等の処理パラメータが格納されている。
そして、コントローラ１０３Ｓは、メモリ１０２Ｓに格納された各処理パラメータに応じ
て、拡大／強調回路９９Ｓ及び画像回転処理回路１００Ｓの処理を制御する。
【００８１】
　なお、メモリ１０２Ｓは、ＳＲＡＭ、ＳＤＲＡＭ、ＥＤＯＲＡＭ、ＤＲＡＭまたはＲＤ
ＲＡＭ等の揮発性メモリとして構成されるとともに、プロセッサ４の主電源がＯＮされる
毎に、必要なパラメータが主制御部７５により書き込まれるものとして構成されていても
良い。そして、画像処理部７２が有する全てのメモリについて、前述したメモリ１０２Ｓ



(14) JP 2008-86666 A 2008.4.17

10

20

30

40

50

と略同様の構成が適用可能であるとして、以降の説明を行うものとする。
【００８２】
　メモリ１０４Ｓは、同時化回路１０１Ｓによる同時化処理により、Ｒ、Ｇ（緑色）及び
Ｂの各フレーム画像が同時に出力されるようにするため、該各フレーム画像を格納する。
【００８３】
　サムネイル画像生成回路１０５Ｓは、同時化回路１０１Ｓから出力された画像信号に基
づいてサムネイル画像（インデックス画像とも呼ぶ）を生成するとともに、該サムネイル
画像を図示しないメモリに格納する。また、サムネイル画像生成回路１０５Ｓは、例えば
、レリーズまたはプリンタへのキャプチャ等の記録指示が各操作デバイスにおいて行われ
る毎に、前記図示しないメモリに格納された前記サムネイル画像を出力する。
【００８４】
　グラフィック回路１０６Ｓは、同時化回路１０１Ｓにより同時化された状態として出力
された画像信号に応じた画像に関連する情報（以降、内視鏡関連情報と記す）を示す文字
及びグラフィック情報を生成して出力する。なお、前記グラフィック情報は、例えば、エ
ラー表示、メニュー表示、ＨＥＬＰ画像、ＧＵＩ、ＣＵＩ等の各画像に関する情報である
とする。
【００８５】
　メモリ１０７Ｓは、グラフィック回路１０６Ｓが内視鏡関連情報を示す文字及びグラフ
ィック情報を生成する際に用いられるメモリである。
【００８６】
　合成／マスク処理回路１０８Ｓは、同時化回路１０１Ｓにより同時化された状態として
出力された画像信号に対してマスク処理を行うとともに、該画像信号に対し、サムネイル
画像生成回路１０５Ｓにおいて生成されたサムネイル画像と、グラフィック回路１０６Ｓ
において生成された文字及びグラフィック情報と、後述する同期回路１２２Ｓ、画像伸長
部７４及び拡張制御部７７の各部からの出力とを合成し、合成後の画像信号を内視鏡合成
画像として出力する。なお、前記マスク処理に用いられるマスクデータは、グラフィック
回路１０６Ｓにおいて生成されたもの、または、合成／マスク処理回路１０８Ｓ自身が生
成したもののいずれが用いられるものであっても良い。
【００８７】
　メモリ１０９Ｓは、合成／マスク処理回路１０８Ｓにおいて生成された内視鏡合成画像
を格納する（詳細は後述する）。
【００８８】
　合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力された内視鏡合成画像は、Ｄ／Ａ変換部（以降
及び図内においてはＤ／Ａと略記する）１１０Ｓによりアナログ変換され、調整回路１１
１Ｓによりレベル調整が施された後、信号線１１１Ｓａを介して出力される。
【００８９】
　また、プロセッサ４において、ＨＤＴＶ方式の画像を生成するための処理系統について
の説明を行う。
【００９０】
　後段画像処理回路９８から出力された画像信号は、図示しない周波数変換部により周波
数変換（例えば７４ＭＨｚ）が施された後、各操作デバイスにおける操作及び設定等に応
じ、拡大／強調回路９９Ｈにより拡大／縮小処理、輪郭強調処理及び構造強調処理等の処
理が施され、画像回転処理回路１００Ｈにより上下左右反転処理及び９０度回転処理等の
処理が施された後、同時化回路１０１Ｈにより同時化処理が施される。
【００９１】
　メモリ１０２Ｈには、拡大／強調回路９９Ｈ及び画像回転処理回路１００Ｈの処理に関
するパラメータとして、例えば、拡大（縮小）係数、強調係数及び画像回転パラメータ等
の処理パラメータが格納されている。そして、コントローラ１０３Ｈは、メモリ１０２Ｈ
に格納された各処理パラメータに応じて、拡大／強調回路９９Ｈ及び画像回転処理回路１
００Ｈの処理を制御する。
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【００９２】
　メモリ１０４Ｈは、同時化回路１０１Ｈによる同時化処理により、Ｒ、Ｇ（緑色）及び
Ｂの各フレーム画像が同時に出力されるようにするため、該各フレーム画像を格納する。
【００９３】
サムネイル画像生成回路１０５Ｈは、同時化回路１０１Ｈから出力された画像信号に基づ
いてサムネイル画像を生成するとともに、該サムネイル画像を図示しないメモリに格納す
る。また、サムネイル画像生成回路１０５Ｈは、例えば、レリーズまたはプリンタへのキ
ャプチャ等の記録指示が各操作デバイスにおいて行われる毎に、前記図示しないメモリに
格納された前記サムネイル画像を出力する。なお、サムネイル画像生成回路１０５Ｈ及び
１０５Ｓにおいてサムネイル画像が生成される際に行われる各処理は、後述する図５のサ
ムネイル画像生成回路２２４において行われるものであって良い。また、前記サムネイル
画像生成回路２２４において生成されたサムネイル画像は、後述する図６の同期回路２５
２等を介して出力された後、合成／マスク処理回路１０８Ｈまたは１０８Ｓにおいて合成
された状態として出力（及び表示）されるものであっても良い。
【００９４】
　グラフィック回路１０６Ｈは、同時化回路１０１Ｈにより同時化された状態として出力
された画像信号に応じた画像に関連する情報（以降、内視鏡関連情報と記す）を示す文字
及びグラフィック情報を生成して出力する。なお、前記グラフィック情報は、例えば、エ
ラー表示、メニュー表示、ＨＥＬＰ画像、ＧＵＩ、ＣＵＩ等の各画像に関する情報である
とする。
【００９５】
　メモリ１０７Ｈは、グラフィック回路１０６Ｈが内視鏡関連情報を示す文字及びグラフ
ィック情報を生成する際に用いられるメモリである。
【００９６】
　合成／マスク処理回路１０８Ｈは、同時化回路１０１Ｈにより同時化された状態として
出力された画像信号に対してマスク処理を行うとともに、該画像信号に対し、サムネイル
画像生成回路１０５Ｈにおいて生成されたサムネイル画像と、グラフィック回路１０６Ｈ
において生成された文字及びグラフィック情報と、後述する同期回路１２２Ｈ、画像伸長
部７４及び拡張制御部７７の各部からの出力とを合成し、合成後の画像信号を内視鏡合成
画像として出力する。なお、前記マスク処理に用いられるマスクデータは、グラフィック
回路１０６Ｈにおいて生成されたもの、または、合成／マスク処理回路１０８Ｈ自身が生
成したもののいずれが用いられるものであっても良い。
【００９７】
　メモリ１０９Ｈは、合成／マスク処理回路１０８Ｈにおいて生成された内視鏡合成画像
等の画像を格納する。
【００９８】
　メモリ１１２Ｈは、例えば、各操作デバイスのうちのいずれか一においてフリーズ指示
またはＳフリーズ指示がなされた場合に合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力される、
フリーズ画像及び（または）Ｓフリーズ画像等の画像を格納する。なお、メモリ１１２Ｈ
において入出力される各画像に関する処理の詳細については、図２０Ａ及び図２０Ｂの説
明として後述するものとする。
【００９９】
　合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力された内視鏡合成画像は、Ｄ／Ａ変換部（以降
及び図内においてはＤ／Ａと略記する）１１０Ｈによりアナログ変換され、調整回路１１
１Ｈによりレベル調整が施された後、信号線１１１Ｈａを介して出力される。
【０１００】
　画像入出力処理部１２１は、ＬＶＤＳ、ＳＤＩ、Ｈ－ＳＤＩ、ＤＶ（ＩＥＥＥ１３９４
）、ＤＶＩ、Ｄ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４、Ｄ５、Ｄ６、Ｄ９またはＨＤＭＩ等のインターフ
ェースを介して画像を（デジタル画像またはアナログ画像として）出力できるように、合
成／マスク処理回路１０８Ｓから出力される内視鏡合成画像及び合成／マスク処理回路１
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０８Ｈから出力される内視鏡合成画像のうち、いずれか一方の内視鏡合成画像に対してエ
ンコード処理を行った後、該各内視鏡合成画像を、信号線１２１ａを介して出力する。
【０１０１】
　また、画像入出力処理部１２１は、信号線１２１ａと、前述したインターフェースとを
介して入力された画像に対し、デコード処理（Ａ／Ｄ変換によるデジタル化の処理を含む
）を施した後、該画像をＲＧＢ信号（またはＹＣｒＣｂ信号）として同期回路１２２Ｓ及
び１２２Ｈに対して出力する。
【０１０２】
　同期回路１２２Ｓは、画像入出力処理部１２１から出力されるＲＧＢ信号に対し、該Ｒ
ＧＢ信号が合成／マスク処理回路１０８Ｓにより適切なタイミングにおいて合成されるよ
うに、後述する同期信号発生回路（以降、ＳＳＧと略記する）１２３から出力される同期
信号に基づくＳＤＴＶ同期処理を施した後、該ＳＤＴＶ同期処理が施されたＲＧＢ信号を
合成／マスク処理回路１０８Ｓに対して出力する（図内Ａ４として示す）。
【０１０３】
　同期回路１２２Ｈは、画像入出力処理部１２１から出力されるＲＧＢ信号に対し、該Ｒ
ＧＢ信号が合成／マスク処理回路１０８Ｈにより適切なタイミングにおいて合成されるよ
うに、後述するＳＳＧ１２３から出力される同期信号に基づくＨＤＴＶ同期処理を施した
後、該ＨＤＴＶ同期処理が施されたＲＧＢ信号を合成／マスク処理回路１０８Ｈに対して
出力する（図内Ａ３として示す）。
【０１０４】
　セレクタ１２４は、合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力される内視鏡合成画像（動
画像）及び合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力される内視鏡合成画像（動画像）のう
ち、いずれか一方の内視鏡合成画像を選択し、該内視鏡合成画像を、信号線１２４ａを介
して出力する。
【０１０５】
　コントローラ／セレクタ１２５は、合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力される内視
鏡合成画像（静止画像）及び合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力される内視鏡合成画
像（静止画像）に基づき、レリーズまたはプリンタへのキャプチャ等の記録指示が各操作
デバイスにおいて行われる毎に、プロセッサ４に接続される周辺機器の種類に応じた出力
用画像を生成するとともに、該出力用画像を各々メモリ１２６に格納する。そして、コン
トローラ／セレクタ１２５は、メモリ１２６に格納された出力用画像に対し、該出力用画
像が画像圧縮部７３により適切なタイミングにおいて処理されるように同期処理を施した
後、該同期処理が施された出力用画像を、信号線１２５ａを介して出力する。なお、メモ
リ１２６は、リングバッファにより構成されるものであっても良い。
【０１０６】
　ここで、コントローラ／セレクタ１２５の内部構成についての説明を行う。
【０１０７】
　コントローラ／セレクタ１２５は、図２Ｆに示すように、メモリコントローラ１２５Ａ
と、メモリ１２５Ｂ及び１２５Ｃと、セレクタ１２５Ｄとを有して構成されている。また
、コントローラ／セレクタ１２５が有する各部には、例えば、ＳＳＧ１２３において生成
された１００ＭＨｚのクロック信号がそれぞれ入力される。
【０１０８】
　メモリコントローラ１２５Ａは、ＳＳＧ１２３から出力されるクロック信号等の信号及
び主制御部７５の制御に基づき、メモリ１２５Ｂ、１２５Ｃ及びメモリ１２６の入出力を
制御する。
【０１０９】
　メモリ１２５Ｂは、ＦＩＦＯメモリ（ラインメモリでも良い）として構成されており、
例えばＳＳＧ１２３により生成される７４ＭＨｚのクロック信号に基づき、合成／マスク
処理回路１０８Ｈから出力される出力用画像を１フレーム分（または１ライン分）格納及
び順次出力することが可能である。また、メモリ１２５Ｃは、ＦＩＦＯメモリ（ラインメ
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モリでも良い）として構成されており、例えばＳＳＧ１２３により生成される１３．５Ｍ
Ｈｚのクロック信号に基づき、合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力される出力用画像
を１フレーム分（または１ライン分）格納及び順次出力することが可能である。
【０１１０】
　セレクタ１２５Ｄは、メモリ１２５Ｂまたは１２５Ｃのいずれかからの出力を信号線１
２５ａまたはメモリ１２６のいずれかに対して選択的に出力する。
【０１１１】
　なお、コントローラ／セレクタ１２５及び画像圧縮部７３が有する各部に入力される１
００ＭＨｚのクロック信号を７４ＭＨｚに置き換えた場合、画像圧縮部７３に対して動画
像を出力することも可能である。また、前記「７４ＭＨｚ」は、正確には、（７４．２５
／１．００１）ＭＨｚ、または、７４．２５ＭＨｚのいずれかとして示されるものである
とともに、以降における「７４ＭＨｚ」についても同様とする。さらに、その場合、画像
圧縮部７３は、ＦＰＧＡ、ＤＳＰまたはダイナミックリコンフィギュラブルプロセッサな
どのプログラマブルな回路として構成され、かつ、静止画像の圧縮処理の機能を有する回
路、及び、動画像の圧縮処理の機能を有する回路のいずれかとして機能を切り替え可能に
構成されるものであっても良い。（なお、本実施形態のプロセッサ４において用いられる
画像圧縮部７３の詳細については、図５に関する説明として後述するものとする。）
　画像圧縮部７３がプログラマブルな回路として構成される場合、例えば、後述する図８
の設定画面等において、圧縮形式を（ＪＰＥＧ、ＪＰＥＧ２０００、ＴＩＦＦ、ＢＭＰ、
ＡＶＩ、ＭＰＥＧ、Ｈ．２６４またはＷＭＶのうちから１つ）選択可能にするとともに、
選択結果に応じたブロック（ファームウェアまたはコンフィグレーション用データ）がダ
ウンロードされるものであっても良い。また、前記ブロックのダウンロードは、拡張制御
部７７ＡのＣＰＵ１５１により、バスブリッジ１６３を介して行うもの、または、画像圧
縮部７３に設けられた図示しないＲＯＭ等から行うもの等のいずれであっても良い。さら
に、前記ブロックのダウンロードにおいて、内視鏡合成画像上にダウンロード中であるこ
とを示すエラーメッセージが表示されても良く、操作デバイスが有する図示しない所定の
ＬＥＤが点灯（または点滅）されても良い。また、前記ブロックのダウンロードが正常に
完了した場合に、正常に完了した旨を示すメッセージが画面上に表示されるものであって
も良い。
【０１１２】
　プロセッサ４に設けられたＳＳＧ１２３は、信号線２９ａ及び絶縁回路９３を介して内
視鏡２Ａから出力された内視鏡接続検知信号、または、信号線７９ｂを介して内視鏡２Ｂ
から出力された内視鏡接続検知信号に基づき、該内視鏡２Ａ及び該内視鏡２Ｂの種類に応
じた信号として、複数の垂直同期信号及び水平同期信号、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ判別信号及び
クロックを出力する。
【０１１３】
　ＳＳＧ１２３から出力される各信号のうち、垂直同期信号ＶＤ１（例えば６０Ｈｚ）及
び水平同期信号ＨＤ１（例えば１５．７５ｋＨｚ）は、ＣＤＳ回路９１から後段画像処理
回路９８までの各部と、拡大／強調回路９９Ｓからメモリ１０４Ｓまでの各部と、拡大／
強調回路９９Ｈからメモリ１０４Ｈまでの各部に対して出力される。また、ＳＳＧ１２３
から出力される各信号のうち、垂直同期信号ＶＤ２（例えば５０Ｈｚまたは６０Ｈｚ）、
垂直同期信号ＶＤ３（例えば５０Ｈｚまたは６０Ｈｚ）、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ判別信号ＯＤ
Ｄ２、ＯＤＤ／ＥＶＥＮ判別信号ＯＤＤ３、水平同期信号ＨＤ２（例えば１５．７５ｋＨ
ｚまたは１５．６２５ｋＨｚ）及び水平同期信号ＨＤ３（例えば３３．７５ｋＨｚまたは
２８．１２５ｋＨｚ）は、同時化回路１０１Ｓと、メモリ１０４Ｓからメモリ１０９Ｓま
での各部と、同期回路１２２Ｓと、同時化回路１０１Ｈと、メモリ１０４Ｈからメモリ１
０９Ｈまでの各部と、メモリ１１２Ｈと、同期回路１２２Ｈと、画像入出力処理部１２１
と、セレクタ１２４と、コントローラ／セレクタ１２５と、メモリ１２６とに対して出力
される。
【０１１４】
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　ＳＳＧ１２３は、主に画像処理の際に用いられるクロック信号として、ＳＤＴＶ方式に
おける標準クロックである１３．５ＭＨｚ、該標準クロックの２倍の周波数を有するクロ
ックである２７ＭＨｚ、及び、ＨＤＴＶ方式における標準クロックである７４ＭＨｚのク
ロック信号を各々出力する。
【０１１５】
　そして、前記各クロック信号のうち、例えば、１３．５ＭＨｚのクロック信号は、Ａ／
Ｄ９２から前段画像処理回路９５までの各部と、拡大／強調回路９９Ｓからメモリ１０４
Ｓまでの各部と、Ｄ／Ａ１１０Ｓと、画像入出力処理部１２１と、同期回路１２２Ｓと、
セレクタ１２４と、コントローラ／セレクタ１２５とに対して出力される。また、前記各
クロック信号のうち、例えば、２７ＭＨｚのクロック信号は、前段画像処理回路９５から
後段画像処理回路９８までの各部と、拡大／強調回路９９Ｓからコントローラ１０３Ｓま
での各部と、画像入出力処理部１２１とに対して出力される。さらに、前記各クロック信
号のうち、例えば、７４ＭＨｚのクロック信号は、同期回路１２２Ｈと、拡大／強調回路
９９ＨからＤ／Ａ１１０Ｈまでの各部と、メモリ１１２と、画像入出力処理部１２１と、
同期回路１２２Ｈと、セレクタ１２４と、コントローラ／セレクタ１２５とに対して出力
される。
【０１１６】
　プロセッサ４の主制御部７５は、具体的には、例えば、図２Ｃに示すような構成を有し
ている。
【０１１７】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、図示しないパラレルインターフェース（またはシリア
ルインターフェース）と、システムバス１３１ａとを介し、ＲＡＭ１３２及び１３３にお
けるデータの書き込み及び読み込みを制御する。
【０１１８】
　ＲＡＭ１３２及び１３３は、例えば、ＳＲＡＭ、ＳＤＲＡＭ、ＤＲＡＭまたはＲＤＲＡ
Ｍ等の揮発性メモリとして構成され、プログラム関連データ、内視鏡情報データ、内視鏡
画像データなどを格納することができるとともに、キャッシュとしても使用することがで
きる。
【０１１９】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、時計等により構成され
、時間の管理を行うリアルタイムクロック（以降及び図内においてはＲＴＣと略記する）
１３４を制御する。
【０１２０】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、プログラムデータ、プ
ログラムのバージョンデータ等の各データを格納するＲＯＭ１３５及び１３６に対する制
御を行う。
【０１２１】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、バックアップＲＡＭ１
３７に対する制御を行う。
【０１２２】
　バックアップＲＡＭ１３７は、ＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ、ＦＲＡＭ、ＦｅＲ
ＡＭ、ＭＲＡＭ、ＯＵＭ、バッテリー付きＳＲＡＭ等により構成されている。また、バッ
クアップＲＡＭ１３７には、プログラム動作のログ、メンテナンス情報、フロントパネル
６９及びキーボード１４における設定情報、各種設定画面情報及びホワイトバランスデー
タ等の、プロセッサ４の電源がＯＦＦされてから以降においても保持されるべき情報とし
ての、内視鏡関連情報が格納されている。
【０１２３】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、プロセッサ４が有する
各部に対してチップセレクト信号を出力するアドレスデコーダ１３８と、プロセッサ４が
有する各部にシステムバス１３１ａの信号を供給するためのバスドライバ（以降及び図内
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においてはＢＵＦと略記する）１３９とに対する制御を行う。
【０１２４】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、ＲＥＳＥＴ回路１４０を制御するとともに、システム
バス１３１ａを介し、時間管理を行うためのタイマ１４１に対する制御を行う。
【０１２５】
　ＲＥＳＥＴ回路１４０は、図示しないウォッチドッグタイマ等を有し、プロセッサ４の
電源がＯＮされたこと、または、プロセッサ４において実行中のプログラムがハングアッ
プしたことのうち、いずれか一方を検知した場合にリセット処理を行う。
【０１２６】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、ＳＩＯ１４２及びＰＩ
Ｏ１４３に対する制御を行う。
【０１２７】
　ＳＩＯ１４２は、プロセッサ４が有する各部（拡張制御部７７が有するＳＩＯ、フロン
トパネル７６及び画像処理部７２が有する各部等）、プロセッサ４に接続される周辺機器
、キーボード５、内視鏡２ＡのＣＰＵ３１Ａ、内視鏡２ＢのＣＰＵ３１Ｂ、光源装置３の
ＣＰＵ５８が有するＳＩＯ５８Ａ等と、シリアルインターフェースを介して通信を行うこ
とができる。なお、前記シリアルインターフェースは、調歩同期式、クロック同期式、Ｕ
ＳＢ（登録商標）　ＨＯＳＴ／ＤＥＶＩＣＥ、ＣＡＮ、ＦＬＥＸ　ＲＡＹまたはＩ２Ｃ等
のいずれにより構成されるものであっても良い。なお、ＳＩＯ１４２と拡張制御部７７が
有するＳＩＯとの接続を、図内Ｂ１として示すものとする。また、ＳＩＯ１４２と周辺機
器とを接続するための信号線を、図内１４２ａとして示すものとする。
【０１２８】
　ＰＩＯ１４３は、プロセッサ４が有する各部（拡張制御部７７が有するＰＩＯ及び基板
接続情報格納回路、画像処理部７２の各部等）、プロセッサ４に接続される周辺機器、内
視鏡２Ａの操作スイッチ２８Ａ、内視鏡２Ｂの操作スイッチ２８Ｂ、フットスイッチ６等
と、パラレルインターフェースを介して通信を行うことができる。なお、ＰＩＯ１４３と
拡張制御部７７が有するＰＩＯとの接続を、図内Ｂ２として示すものとする。また、ＰＩ
Ｏ１４３と周辺機器とを接続するための信号線を、図内１４３ａとして示すものとする。
【０１２９】
　また、ＰＩＯ１４３は、信号線９４ｂを介して入力される内視鏡接続検知信号と、信号
線６３ａを介して入力される光源検知信号とを、システムバス１３１ａを介してＣＰＵ１
３１に対して出力する。そして、ＰＩＯ１４３は、ＣＰＵ１３１において生成及び出力さ
れる調光信号を、信号線５９ａ及びＤ／Ａ５９を介して光源装置制御部５５へ出力する。
さらに、ＰＩＯ１４３は、拡張制御部７７から出力される基板接続検知信号を、システム
バス１３１ａを介してＣＰＵ１３１に対して出力する。なお、拡張制御部７７からＰＩＯ
１４３に対して基板接続検知信号が伝送される経路の接続を、図内Ｂ３として示すものと
する。
【０１３０】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、システムバス１３１ａを介し、コントローラ１４４と
、メモリ１４５とに対する制御を行う。
【０１３１】
　コントローラ１４４は、例えば、Ｔｏｋｅｎ　Ｒｉｎｇ、ＦＤＤＩ、Ｃｉｒｃｌｉｎｋ
またはＡｒｃｎｅｔ等のトークンパッシングプロトコルを用い、信号線１４４ａを介して
接続される周辺機器との通信を行う。
【０１３２】
　メモリ１４５は、信号線１４４ａを介して接続される周辺機器との共有情報及びログ情
報等を格納する。
【０１３３】
　なお、本実施形態において、主制御部７５が有するＣＰＵ１３１、ＲＡＭ１３２、ＲＯ
Ｍ１３５、アドレスデコーダ１３８、リセット回路１４０、タイマ１４１、ＳＩＯ１４２
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、ＰＩＯ１４３、コントローラ１４４及びメモリ１４５の各部は、専用のＩＣにより構成
されているが、これに限るものではなく、例えば、ＦＰＧＡ、ＤＳＰまたはリコンフィギ
ュラブルプロセッサ等のプログラマブルＩＣにより構成されているものであっても良い。
また、画像処理部７２、画像圧縮部７３、画像伸長部７４及び拡張制御部７７が有する各
部のうち、前述にて示した主制御部７５が有する各部と同様の機能を有する部分について
は、専用のＩＣにより構成されるものに限らず、プログラマブルＩＣにより構成されるも
のであっても良い。
【０１３４】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、ＰＩＯ１４３を介して入力される光源検知信号に基づ
き、例えば、該光源検知信号の信号レベルがＬレベルであることを検知した場合、光源装
置３との通信が可能である（光源装置３が通信機能を有する機種である）と判別する。ま
た、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、ＰＩＯ１４３を介して入力される光源検知信号に基
づき、例えば、該光源検知信号の信号レベルがＨレベルであることを検知した場合、光源
装置３との通信が不可能である（光源装置３が通信機能を有さない機種である）と判別す
る。
【０１３５】
　なお、前述した、セレクタ９４が内視鏡接続検知信号に基づいて行う各動作は、主制御
部７５のＣＰＵ１３１が、信号線２９ａまたは信号線７９ｂを介して内視鏡接続検知信号
が入力された際に、ＲＯＭ１３５に格納されたテーブルデータに基づいて行うものであっ
ても良い。
【０１３６】
　プロセッサ４に対して着脱自在に接続される拡張基板として構成された拡張制御部７７
は、具体的には、例えば、図２Ｄに示すような（以下に記すような）、ネットワーク通信
機能を有する拡張制御部７７Ａとして構成される。
【０１３７】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、図示しないパラレルインターフェース（またはシ
リアルインターフェース）と、システムバス１５１ａを介し、ＲＡＭ１５２におけるデー
タの書き込み及び読み込みを制御する。
【０１３８】
　ＲＡＭ１５２は、例えば、ＳＲＡＭ、ＳＤＲＡＭ、ＤＲＡＭまたはＲＤＲＡＭ等の揮発
性メモリとして構成され、プログラム関連データ、内視鏡情報データ、内視鏡画像データ
などを格納することができるとともに、キャッシュとしても使用することができる。
【０１３９】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、時計等により構成
され、時間の管理を行うリアルタイムクロック（以降及び図内においてはＲＴＣと略記す
る）１５３を制御する。
【０１４０】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、プログラムデータ
、プログラムのバージョンデータ、イーサネット（登録商標）のＭＡＣアドレス及びＩＰ
アドレス等の各データを格納するＲＯＭ１５４に対する制御を行う。
【０１４１】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、バックアップＲＡ
Ｍ１５５に対する制御を行う。
【０１４２】
　ＲＯＭ１５４及びバックアップＲＡＭ１５５は、ＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ　ＲＯＭ、
ＦＲＡＭ、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭ、ＯＵＭ、バッテリー付きＳＲＡＭ等により構成されて
いる。また、バックアップＲＡＭ１５５には、プログラム動作のログ、メンテナンス情報
、フロントパネル６９及びキーボード１４における設定情報、各種設定画面情報及びホワ
イトバランスデータ等の、プロセッサ４の電源がＯＦＦされてから以降においても保持さ
れるべき情報としての、内視鏡関連情報が格納されている。
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【０１４３】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、プロセッサ４が有
する各部に対してチップセレクト信号を出力するアドレスデコーダ１５６に対する制御を
行う。
【０１４４】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、ＲＥＳＥＴ回路１５７を制御するとともに、シス
テムバス１５１ａを介し、時間管理を行うためのタイマ１５８に対する制御を行う。
【０１４５】
　ＲＥＳＥＴ回路１５７は、図示しないウォッチドッグタイマ等を有し、プロセッサ４の
電源がＯＮされたこと、または、プロセッサ４において実行中のプログラムがハングアッ
プしたことのうち、いずれか一方を検知した場合にリセット処理を行う。
【０１４６】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、ＳＩＯ１５９及び
ＰＩＯ１６０に対する制御を行う。
【０１４７】
　ＳＩＯ１５９は、プロセッサ４が有する各部（画像入出力処理部１２１、コントローラ
／セレクタ１２５及び主制御部７５が有するＳＩＯ等）、及びプロセッサ４に接続される
周辺機器等と、シリアルインターフェースを介して通信を行うことができる。なお、前記
シリアルインターフェースは、調歩同期式、クロック同期式、ＵＳＢ（登録商標）　ＨＯ
ＳＴ／ＤＥＶＩＣＥ、ＣＡＮ、ＦＬＥＸ　ＲＡＹまたはＩ２Ｃ等のいずれにより構成され
るものであっても良い。
【０１４８】
　ＰＩＯ１６０は、プロセッサ４が有する各部（画像圧縮部７３、画像伸長部７４、画像
入出力処理部１２１、コントローラ／セレクタ１２５及び主制御部７５が有するＰＩＯ等
）、及びプロセッサ４に接続される周辺機器等と、パラレルインターフェースを介して通
信を行うことができる。
【０１４９】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ａを介し、コントローラ１６
１と、ＨＵＢ１６２とに対する制御を行う。
【０１５０】
　コントローラ１６１は、イーサネット（登録商標）による通信が可能な構成として、イ
ーサネット（登録商標）のＭＡＣ層及び物理層等の回路やミドルウェアを有して構成され
ている。そして、コントローラ１６１は、ＨＵＢ１６２及びＨＵＢ１６２に接続される信
号線１６２ａを介してプロセッサ４に接続される周辺機器との通信を行うことができる。
【０１５１】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ｂを介し、バスブリッジ１６
３に対する制御を行う。なお、システムバス１５１ｂは、ＰＣＩ、ＲＡＰＩＤＩＯ、ＰＣ
Ｉ－Ｘ、ＰＣＩ　ＥＸＰＲＥＳＳ、ＣＯＭＰＡＣＴ　ＰＣＩ、ＩＳＡ等のいずれにより構
成されているものであっても良い。また、バスブリッジ１６３と画像圧縮部７３との接続
を図内Ｃ１及びＣ２として示し、バスブリッジ１６３と画像伸長部７４との接続を図内Ｃ
３及びＣ４として示すものであるとする。
【０１５２】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ｂ及びバスブリッジ１６３を
介し、ＵＳＢ（登録商標）インターフェースとしてのコントローラ１６４に対する制御を
行う。
【０１５３】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ｂ及びバスブリッジ１６３を
介し、カードコントローラ１６５に対する制御を行う。
【０１５４】
　カードコントローラ１６５は、図示しないスロットに接続される、画像記録部としての
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ＰＣカード１６７及びメモリカード１６８に対して制御を行う。なお、メモリカード１６
８は、コンパクトフラッシュ（登録商標）、スマートメディア（登録商標）、ＳＤカード
、ｍｉｎｉＳＤ（登録商標）カード、ＰＣカード形式のメモリカード、フラッシュドライ
ブ、ＨＤＤ、マルチメディアカード、ｘＤＰｉｃｔｕｒｅカードまたはメモリースティッ
ク（登録商標）のいずれであっても良い。
【０１５５】
　また、カードコントローラ１６５は、バッファ１６６に対する制御を行う。画像記録部
としてのバッファ１６６は、コントローラ１６１と周辺機器との間の通信において、例え
ば、データの送受信の完了前にプロセッサ４の電源がＯＦＦになった場合であっても、送
受信前のデータが消失しないように格納しておくことができる。なお、バッファ１６６は
、コンパクトフラッシュ（登録商標）、スマートメディア（登録商標）、ＳＤカード、ｍ
ｉｎｉＳＤ（登録商標）カード、ＰＣカード形式のメモリカード、フラッシュドライブ、
ＨＤＤ、マルチメディアカード、ｘＤＰｉｃｔｕｒｅカード、メモリースティック（登録
商標）またはＰＣカードのいずれであっても良い。さらに、バッファ１６６の代わりに、
コントローラ１６４に接続される図示しないＵＳＢ（登録商標）メモリが用いられるもの
であっても良い。
【０１５６】
　なお、主制御部７５のＣＰＵ１３１及び拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、記録状態
の情報を主制御部７５のバックアップＲＡＭ１３７またはび拡張制御部７７Ａのバックア
ップＲＡＭ１５５に格納しておくことにより、バッファ１６６が記録途中であるか否かを
判断することができる。
【０１５７】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ｂ及びバスブリッジ１６３を
介し、グラフィック回路１６９に対して制御を行う。
【０１５８】
　グラフィック回路１６９は、画像処理部７２のＳＳＧ１２３から出力される同期信号に
基づき、動画像、静止画像及びＷＥＢ表示等に関するグラフィック処理を行う。なお、グ
ラフィック回路１６９と、画像処理部７２の合成／マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マ
スク処理回路１０８Ｓとの接続を、図内Ａ５及びＡ６として示すものであるとする。
【０１５９】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、システムバス１５１ｂ及びバスブリッジ１６３を
介し、暗号処理回路１７０に対して制御を行う。
【０１６０】
　暗号処理回路１７０は、周辺機器との通信の際に、セキュリティ情報の付加及び検知を
行うとともに、暗号化及び復号化を行うことが可能な回路として構成されている。なお、
暗号処理回路１７０が暗号化の際に用いる暗号化方式は、３ＤＥＳ　ＳＳＬ　ＲＳＡ方式
または楕円暗号方式のいずれでもよく、さらに、ＩＰｓｅｃまたはＳＳＬのいずれのプロ
トコルに対応可能であっても良い。
【０１６１】
　また、拡張制御部７７Ａは、拡張制御部７７Ａが接続された際に、主制御部７５のＰＩ
Ｏに対して基板接続検知信号を出力する基板接続情報格納回路１７１を有している。
【０１６２】
　なお、基板接続情報格納回路１７１から出力される基板接続検知信号は、複数のＧＮＤ
へのプルダウンまたは電源へのプルアップ信号で構成されていても良い。さらに、基板接
続情報格納回路１７１は、拡張制御部７７Ａの種類の情報を格納した不揮発性メモリとし
て構成されるものであっても良い。また、基板接続情報格納回路１７１は、図示しないシ
リアルインターフェースを介し、主制御部７５のＳＩＯに対して基板接続検知信号を出力
するものであっても良い。
【０１６３】
　さらに、拡張制御部７７Ａは、例えば、バスブリッジ１６３、コントローラ１６４、ま
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たは、ＰＣカード１６７及びメモリカード１６８が挿入されるスロットのいずれかにおい
て接続可能な無線制御回路を有する場合に、プロセッサ４に接続される周辺機器との通信
を無線により行うことが可能となる。また、前記無線制御回路に応じたアンテナ、メモリ
及び暗号化回路が内視鏡２Ａ、内視鏡２Ｂ及び図示しない内視鏡用処置具等の各部に搭載
されることにより、該各部との内視鏡関連情報のやりとりを無線にて行うこともまた可能
である。
【０１６４】
　プロセッサ４に対して着脱自在に接続される１または複数の拡張基板である拡張制御部
７７には、前述した拡張制御部７７Ａのみが接続されるものに限らず、例えば、図２Ｅに
示すような（以下に記すような）、ズーム制御機能、及び、内視鏡形状検出装置の一部の
機能を有する拡張制御部７７Ｂが併せて接続されるものであっても良い。
【０１６５】
　拡張制御部７７ＢのＣＰＵ１８１は、システムバス１８１ａを介し、前述した構成と同
様の構成を有する各部である、ＲＡＭ１５２、ＲＯＭ１５４、アドレスデコーダ１５６、
リセット回路１５７、タイマ１５８、ＳＩＯ１５９及びＰＩＯ１６０を制御する。また、
拡張制御部７７ＢのＣＰＵ１８１は、システムバス１８１ｂを介し、前述した構成と同様
の構成を有するグラフィック回路１６９に対する制御を行う。
【０１６６】
　また、拡張制御部７７Ｂは、拡張制御部７７Ｂが接続された際に、主制御部７５のＰＩ
Ｏに対して（基板接続情報格納回路１７１とは異なる）基板接続検知信号を出力する基板
接続情報格納回路１８２を有している。
【０１６７】
　ここで、図２Ｅに示す内視鏡形状検出装置１００１の構成及び機能等に関する説明を行
う。
【０１６８】
　内視鏡形状検出装置１００１は、ソースコイル駆動回路１００１Ａと、センスコイル１
００１Ｂと、センスコイル信号増幅回路１００１Ｃと、Ａ／Ｄコンバータ（以降及び図内
においてはＡＤＣと略記する）１００１Ｄとを有して構成される。
【０１６９】
　ソースコイル駆動回路１００１Ａは、内視鏡２Ａが有する複数のソースコイル２５Ａ及
び内視鏡２Ｂが有する複数のソースコイル２５Ｂに対し、各々異なる周波数の正弦波の駆
動信号電流を出力することにより、複数のソースコイル２５Ａ及び複数のソースコイル２
５Ｂにおいて磁界を発生させる。なお、前記駆動信号電流の周波数は、ソースコイル駆動
回路１００１Ａが有する図示しない駆動周波数設定データ格納手段または駆動周波数設定
データ記憶手段に格納された、駆動周波数設定データ（駆動周波数データとも記す）に基
づいて設定されるものであるとする。なお、ソースコイル駆動回路１００１Ａと、内視鏡
２Ａ及び内視鏡２Ｂとの接続を、図内Ｄ１として示すものとする。
【０１７０】
　内視鏡２Ａが有する複数のソースコイル２５Ａ及び内視鏡２Ｂが有する複数のソースコ
イル２５Ｂから発せされる磁界は、センスコイル１００１Ｂにおいて受信され、センスコ
イル信号増幅回路１００１Ｃにより増幅された後、ＡＤＣ１００１Ｄによりデジタルデー
タに変換される。
【０１７１】
　ＡＤＣ１００１Ｄにおいて生成されたデジタルデータは、拡張制御部７７Ｂの制御信号
発生部１８３が行う制御により、ＡＤＣ１００１Ｄから出力された後、受信回路１８４を
介してメモリ１８５に入力される。そして、メモリ１８５に入力されたデジタルデータは
、ＣＰＵ１８１の制御によりメモリ１８５から読み込まれる。
【０１７２】
　ＣＰＵ１８１は、メモリ１８５から読み込んだデジタルデータに対し、周波数抽出処理
（フーリエ変換：ＦＦＴ）を行うことにより、複数のソースコイル２５Ａ及び複数のソー
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スコイル２５Ｂの駆動周波数に対応する周波数成分の磁界検出情報を分離抽出することに
より、該複数のソースコイル２５Ａ及び該複数のソースコイル２５Ｂの空間位置座標を算
出するとともに、該空間位置座標に基づいて内視鏡２Ａの挿入部２１Ａ及び内視鏡２Ｂの
挿入部２１Ｂの挿入状態を推定する。そして、ＣＰＵ１８１の推定結果に基づき、グラフ
ィック回路により内視鏡形状画像を形成する表示データが生成され、該表示データが合成
／マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マスク処理回路１０８Ｓにおいてマスク合成された
後、出力及び（モニタ等の表示部に）表示される。
【０１７３】
　また、ここで、拡張制御部７７Ｂが有するズーム制御機能に関する説明を行う。
【０１７４】
　駆動回路１８６は、主制御部７５が有するＳＩＯ１４２及びＰＩＯ１４３を介し、ＣＰ
Ｕ１３１により制御されるとともに、該制御に基づいてアクチュエータ２３Ａ及び２３Ｂ
を駆動させる。これにより対物光学系２２Ａ及び２２Ｂは、例えば、拡大（テレ）及び広
角（ワイド）の各々のモードに応じ、挿入部２１Ａ及び挿入部２１Ｂの軸方向に移動され
る。なお、駆動回路１８６と、内視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂとの接続を、図内Ｄ２として示
すものとする。
【０１７５】
　また、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓ及び１０６Ｈを制御
し、
　内視鏡２Ａ及び内視鏡２Ｂが被写体を撮像する際のズーム状態（拡大または広角）に関
する情報であるズームコントロール情報を拡張制御部７７Ｂの駆動回路１８６から取得す
る。そして、ＣＰＵ１３１により取得されたズームコントロール情報は、グラフィック回
路１０６Ｓ及び１０６Ｈにより画像化され、合成／マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マ
スク処理回路１０８Ｓにおいてマスク合成された後、出力及び（モニタ等の表示部に）表
示される。
【０１７６】
　なお、拡張制御部７７Ｂが有する、ズーム制御機能を実現するための構成、及び、内視
鏡形状検出装置の一部の機能を実現するための構成は、前述したように、一の拡張制御部
に一体的に設けられるものに限らず、各々が別体の拡張制御部に設けられるものであって
も良く、さらに、該別体の拡張制御部が各々異なる基板接続検知信号を出力するものであ
っても良い。
【０１７７】
　拡張制御部７７が、以上に述べたような、１または複数の拡張基板を有する構成である
ことにより、プロセッサ４は、複数の機能を容易に実現でき、また、容易かつ安価に多種
の機能を設定することができる。
【０１７８】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、基板接続情報格納回路１７１及び基板接続情報格納回
路１８２から出力される基板接続検知信号に基づき、例えば、取得したバイナリデータが
「０００」であれば拡張制御部７７Ａのみが接続されたと判断し、後述する図８の設定画
面において設定された所定の位置（画面左上、左下、右上及び右下のいずれか）に、拡張
制御部７７Ａのグラフィック回路１６９から、図内Ａ５及びＡ６に示す接続を介して出力
される、所定の画像サイズのネットワーク関連情報（に基づく画像）を自動的に表示させ
る。なお、前記ネットワーク関連情報（に基づく画像）は、例えば、図１９Ｄの説明にお
いて後述するＰｉｎＰ画像５０４のようなものとして示される。
【０１７９】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、基板接続情報格納回路１７１及び基板接続情報格納回
路１８２から出力される基板接続検知信号に基づき、例えば、取得したバイナリデータが
「００１」であれば拡張制御部７７Ｂのみが接続されたと判断し、後述する図８の設定画
面において設定された所定の位置（画面左上、左下、右上及び右下のいずれか）に、拡張
制御部７７Ｂのグラフィック回路１６９から、図内Ａ５及びＡ６に示す接続を介して出力
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される内視鏡形状検出画像、及び、グラフィック回路１０６Ｓ及び１０６Ｈにおいて画像
化されたズームコントロール情報を自動的に表示させる。なお、前記内視鏡形状検出画像
及び前記ズームコントロール情報は、各々が重ならないように、ＣＰＵ１３１により位置
及び画像サイズが調整された状態として出力されるものであっても良く、また、各々が重
なって出力される場合の優先度が設定された状態として（例えば、ズームコントロール情
報が前面に表示されるといった状態として）出力されるものであっても良い。
【０１８０】
　また、前記内視鏡形状検出画像は、例えば、図１９Ｄ等の説明において後述する内視鏡
形状検出画像５０２のようなものとして示される。さらに、前記ズームコントロール情報
は、例えば、図１９Ｄ等の説明において後述するズームコントロール情報５０３として示
される。
【０１８１】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、基板接続情報格納回路１７１及び基板接続情報格納回
路１８２から出力される基板接続検知信号に基づき、例えば、取得したバイナリデータが
「１００」であれば拡張制御部７７Ａ及び拡張制御部７７Ｂの両方が接続されたと判断し
、後述する図８の設定画面において設定された所定の位置（画面左上、左下、右上及び右
下のいずれか）に、拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂから出力される、ネットワーク関連情報
（に基づく画像）、内視鏡形状検出画像及びズームコントロール情報を自動的に表示させ
る。
【０１８２】
　なお、前記ネットワーク関連情報（に基づく画像）、前記内視鏡形状検出画像及び前記
ズームコントロール情報は、各々が重ならないように、ＣＰＵ１３１により位置及び画像
サイズが調整された状態として出力されるものであっても良く、また、各々が重なって出
力される場合の優先度が設定された状態として（例えば、内視鏡形状検出画像が最前面に
表示されるといった状態として）出力されるものであっても良い。
【０１８３】
　また、拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂから出力される情報等は、後述する図８の設定画面
において、非表示に設定することも可能である。
【０１８４】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、例えば、取得したバイナリデータが「１１１」であれ
ば、基板接続情報格納回路１７１及び基板接続情報格納回路１８２からの基板接続検知信
号をいずれも検出できない状態、すなわち、拡張制御部７７Ａ及び拡張制御部７７Ｂが両
方とも接続されていないと判断する。そのため、ＣＰＵ１３１は、拡張制御部７７Ａ及び
７７Ｂから出力される、ネットワーク関連情報（に基づく画像）、内視鏡形状検出画像及
びズームコントロール情報をいずれも表示させない。
【０１８５】
　なお、本実施形態においては、前述した拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂが、拡張制御部７
７として両方ともプロセッサ４に接続されているとして説明を行うものとする。
【０１８６】
　ここで、プロセッサ４の電源がＯＦＦからＯＮに切り替えられた場合、または、プロセ
ッサ４がリセットされた場合において、主制御部７５のＣＰＵ１３１が拡張制御部７７と
して接続される各基板を検出する（検出した）際に行う処理についての説明を、図２Ｈに
示すフローチャートを用いて行う。
【０１８７】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、基板接続情報格納回路１７１（及び基板接続情報格納
回路１８２）から出力される基板接続検知信号に基づき、前述した、拡張制御部７７Ａ及
び拡張制御部７７Ｂのうち、いずれの拡張基板が拡張制御部７７として接続されているか
を検出する（図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ１）。そして、ＣＰＵ１３１は、いずれの拡
張基板も接続されていないことを検出した場合（図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ２）、拡
張制御部７７Ａ及び７７Ｂから出力される画像及び情報等をモニタ等に表示せず、処理を
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終了する。
【０１８８】
　また、ＣＰＵ１３１は、いずれかの拡張基板が接続されていることを検出した場合、後
述する図８の設定画面における「Ｂｏａｒｄ」欄の各設定項目のうち、接続された拡張基
板に該当する設定情報を参照し、該設定情報に応じた設定を行う（図２ＨのステップＤＤ
ＤＦＬＷ３）。
【０１８９】
　その後、ＣＰＵ１３１は、操作デバイスにおいて、接続された拡張基板に関する情報ま
たは画像の表示がＯＮまたはＯＦＦするための入力があったか否かを検出する（図２Ｈの
ステップＤＤＤＦＬＷ４及びステップＤＤＤＦＬＷ５）。
【０１９０】
　そして、ＣＰＵ１３１は、操作デバイスにおいて、接続された拡張基板から出力される
情報または画像の表示をＯＮするための入力がなされた場合には、該情報または該画像を
表示させる制御を行う（図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ６）。また、ＣＰＵ１３１は、操
作デバイスにおいて、接続された拡張基板から出力される情報または画像の表示をＯＦＦ
するための入力がなされた場合には、該情報または該画像を消去させる制御を行う（図２
ＨのステップＤＤＤＦＬＷ７）。
【０１９１】
　なお、図２Ｈの処理として前述した各処理のうち、ステップＤＤＤＦＬＷ４からステッ
プＤＤＤＦＬＷ７までの処理は、操作デバイスにおいて、後述する、「ＵＰＤ」の機能、
「ＺＳｃａｌｅ」の機能、及び、「ＮＥＴ」の機能のうち、いずれか一の機能が割り当て
られたキー等が操作された場合の処理を示すものである。
【０１９２】
　図３Ａから図３Ｅは、プロセッサ４に接続され得る（接続可能な）周辺機器の概略の構
成を示す図である。なお、プロセッサ４に接続され得る周辺機器には、以降に説明するよ
うに、表示サイズ（出力サイズ）４：３のみに対応した機器と、表示サイズ（出力サイズ
）１６：９及び４：３の双方に対応可能な機器とが存在するものとする。また、各表示サ
イズの一例を図４に示す。また、図３Ａから図３Ｅまでに示す各機器のうち、入力される
信号（画像）の記録が可能であるファイリング装置等の機器は、画像記録部としての構成
を有するものであるとし、入力される信号（画像）の表示が可能であるモニタ等の機器は
、表示部としての構成を有するものであるとする。
【０１９３】
　図３Ａに示す各周辺機器としての、モニタ２０１Ａ、プリンタ２０２Ａ、ＶＴＲ２０３
Ａ、ファイリング装置２０４Ａ及び写真撮影装置２０５Ａは、ＳＤＴＶ方式におけるアナ
ログ信号の入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器である。そ
して、図３Ａに示す各周辺機器は、信号線１１１Ｓａを介して画像処理部７２に接続され
るとともに、主制御部７５のＳＩＯ１４２及びＰＩＯ１４３にも接続される。
【０１９４】
　図３Ｂに示す周辺機器のうち、モニタ２０１Ｂ１、プリンタ２０２Ｂ１、ＶＴＲ２０３
Ｂ１、ファイリング装置２０４Ｂ１及び写真撮影装置２０５Ｂ１は、ＨＤＴＶ方式におけ
るアナログ信号の入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器であ
るとともに、表示サイズ４：３のみに対応した機器である。また、図３Ｂに示す周辺機器
のうち、モニタ２０１Ｂ２、プリンタ２０２Ｂ２、ＶＴＲ２０３Ｂ２、ファイリング装置
２０４Ｂ２及び写真撮影装置２０５Ｂ２は、ＨＤＴＶ方式におけるアナログ信号の入出力
、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器であるとともに、表示サイズ
１６：９及び４：３の双方に対応可能な機器である。そして、図３Ｂに示す各周辺機器は
、信号線１１１Ｈａを介して画像処理部７２に接続されるとともに、主制御部７５のＳＩ
Ｏ１４２及びＰＩＯ１４３にも接続される。
【０１９５】
　図３Ｃに示す周辺機器のうち、モニタ２０１Ｃ１、プリンタ２０２Ｃ１、ＶＴＲ２０３
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Ｃ１、ファイリング装置２０４Ｃ１、写真撮影装置２０５Ｃ１、内視鏡形状検出装置２０
６Ｃ１及び超音波装置２０７Ｃ１は、ＳＤＴＶ方式及びＨＤＴＶ方式におけるアナログ信
号（またはデジタル信号）の入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能
な機器であるとともに、表示サイズ４：３のみに対応した機器である。また、　図３Ｃに
示す周辺機器のうち、モニタ２０１Ｃ２、プリンタ２０２Ｃ２、ＶＴＲ２０３Ｃ２、ファ
イリング装置２０４Ｃ２、写真撮影装置２０５Ｃ２、内視鏡形状検出装置２０６Ｃ２及び
超音波装置２０７Ｃ２は、ＳＤＴＶ方式及びＨＤＴＶ方式におけるアナログ信号（または
デジタル信号）の入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器であ
るとともに、表示サイズ１６：９及び４：３の双方に対応可能な機器である。そして、図
３Ｃに示す各周辺機器は、信号線１２１ａを介して画像処理部７２に接続されるとともに
、主制御部７５のＳＩＯ１４２及びＰＩＯ１４３にも接続される。さらに、図３Ｃに示す
各周辺機器は、図内Ｅ１に示す信号線の接続により、拡張制御部７７Ａのコントローラ１
６４との接続が可能である。
【０１９６】
　図３Ｄに示す周辺機器のうち、プリンタ２０２Ｄ１、ファイリング装置２０４Ｄ１、写
真撮影装置２０５Ｄ１、光学記録装置２０８Ｄ１及びＨＩＤ２０９Ｄ１は、ＵＳＢ（登録
商標）インターフェースによる入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可
能な機器であるとともに、表示サイズ４：３のみに対応した機器である。また、図３Ｄに
示す周辺機器のうち、プリンタ２０２Ｄ２、ファイリング装置２０４Ｄ２、写真撮影装置
２０５Ｄ２、光学記録装置２０８Ｄ２及びＨＩＤ２０９Ｄ２は、ＵＳＢ（登録商標）イン
ターフェースによる入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器で
あるとともに、表示サイズ１６：９及び４：３の双方に対応可能な機器である。さらに、
図３Ｄに示す各周辺機器は、図内Ｅ２に示す信号線の接続により、拡張制御部７７Ａのコ
ントローラ１６４との接続が可能である。なお、光学記録装置２０８Ｄ１及び２０８Ｄ２
は、ＭＯ、ＤＶＤ（ブルーレイ及びＨＤＤＶＤを含む）またはＣＤ±Ｒ／Ｗ等のいずれか
からなるものであるとする。また、ＨＩＤ２０９Ｄ１及び２０９Ｄ２は、キーボード、マ
ウスまたはホイール等のいずれかからなる操作デバイスであるとする。
【０１９７】
　図３Ｅに示す周辺機器のうち、プリンタ２０２Ｅ１、ファイリング装置２０４Ｅ１、写
真撮影装置２０５Ｅ１及び光学記録装置２０８Ｅ１は、イーサネット（登録商標）インタ
ーフェースによる入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器であ
るとともに、表示サイズ４：３のみに対応した機器である。また、図３Ｅに示す周辺機器
のうち、プリンタ２０２Ｅ２、ファイリング装置２０４Ｅ２、写真撮影装置２０５Ｅ２、
及び光学記録装置２０８Ｅ２は、拡張制御部７７Ａのネットワーク通信機能により、ネッ
トワークを介してプロセッサ４に接続され、例えば、イーサネット（登録商標）インター
フェースによる入出力、記録及び表示のうち、少なくともいずれか一が可能な機器である
とともに、表示サイズ１６：９及び４：３の双方に対応可能な機器である。さらに、図３
Ｅに示す各周辺ききは、信号線１６２ａを介し、拡張制御部７７ＡのＨＵＢ１６２との接
続が可能である。なお、光学記録装置２０８Ｅ１及び２０８Ｅ２は、ＭＯ、ＤＶＤまたは
ＣＤ±Ｒ／Ｗ等のいずれかからなるものであるとする。
【０１９８】
　前述した各周辺機器のいずれかとしての、周辺機器２００Ｘ１、２００Ｘ２及び２００
Ｘ３は、図３Ｆに示すように、Ｔｏｋｅｎ　Ｒｉｎｇ、ＦＤＤＩ、Ｃｉｒｃｌｉｎｋまた
はＡｒｃｎｅｔ等のトークンパッシングプロトコルを使用することにより、信号線１４４
ａを介し、主制御部７５のコントローラ１４４との通信を行うことができる。
【０１９９】
　なお、周辺機器２００Ｘ１、２００Ｘ２及び２００Ｘ３は、主制御部７５のコントロー
ラ１４４及びメモリ１４５と略同様の構成を各々が有している。そのため、以降において
は、説明の簡単のため、周辺機器２００Ｘ１について主に述べるものとする。
【０２００】
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　周辺機器２００Ｘ１は、コントローラ１４４と略同様の構成であるコントローラＩＣ２
１０Ａと、メモリ１４５と略同様の構成であるメモリ２１１Ａと、図示しないリアルタイ
ムクロックとを有している。コントローラＩＣ２１０Ａは、画像、内視鏡関連情報、プロ
グラム動作のログ、メンテナンス情報、プロセッサ４及び他の周辺機器の設定情報等の各
データを、コントローラ１４４との間において送受信可能であるとともに、該各データを
メモリ２１１Ａに格納する。
【０２０１】
　メモリ２１１Ａは、図３Ｇに示すように、周辺機器２００Ｘ１、２００Ｘ２及び２００
Ｘ３各々の最新の設定情報が格納される複数の固定領域からなる共有領域と、図３Ｈに示
すような、該共有領域の内容の推移（更新履歴）が時系列的に格納されたログ領域とを有
して構成される。
【０２０２】
　メモリ２１１Ａの共有領域は、周辺機器２００Ｘ１及び周辺機器２００Ｘ１に接続され
ている各機器の設定情報等のデータであって、該各機器が参照すべきデータが固定領域各
々に格納されている領域である。
【０２０３】
　なお、メモリ２１１Ａのログ領域に格納される各情報は、領域の全てに情報が書き込ま
れた場合に、例えば、最新の情報が残るように、日付時刻情報が古い情報から上書きされ
てゆくものであっても良いし、また、領域の全てに情報が書き込まれた時点において、そ
れ以上更新できなくなるものであっても良い。また、メモリ２１１Ａの共有領域及びログ
領域に格納される情報のデータ形式は、例えば、ＡＳＣＩＩデータ、ＪＩＳデータ、バイ
ナリデータのうちのいずれであってもよい。
【０２０４】
　周辺機器２００Ｘ１は、共有領域に格納されている、該周辺機器２００Ｘ１に関する最
新の設定情報と、送信した日付時刻情報とを、周辺機器２００Ｘ１に接続されている各機
器に送信する。
【０２０５】
　その後、周辺機器２００Ｘ１に接続される他の機器が有する各コントローラは、周辺機
器２００Ｘ１に関する最新のデータを、受信した日付時刻情報とともに、該各コントロー
ラに接続される各メモリ内における、周辺機器２００Ｘ１の固定領域に格納することによ
り、メモリ内の周辺機器２００Ｘ１に関するデータを定期的に更新する。このとき、周辺
機器２００Ｘ１と各機器との間の通信の際に、トークンパッシングプロトコルを使用する
ことにより、該各機器の送信処理の待ち時間の規定が可能となり、その結果、データのリ
アルタイム処理が可能となるため、プロセッサ４に接続されている全ての機器の共有領域
の情報が同一の値となる。
【０２０６】
　メモリ２１１Ａ内の共有領域の日付時刻情報（更新日及び時刻）は、図３Ｇのように、
各機器の固定領域毎に用意する他に、全ての固定領域の更新タイミングが同じ日付及び時
刻である場合には、日付時刻情報の格納領域を１つのみ用意し、該格納領域を共通で使用
しても良い。
【０２０７】
　ここで、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、周辺機器２００Ｘ１の電源がＯＦ
ＦからＯＮに切り替えられた場合、または、周辺機器２００Ｘ１がリセットされた場合に
おける、メモリ２１１Ａ内の共有領域のデータの利用方法についての説明を、図３Ｉに示
すフローチャートを用いて行う。
【０２０８】
　周辺機器２００Ｘ１のコントローラＩＣ２１０Ａは、周辺機器２００Ｘ１の電源がＯＦ
ＦからＯＮに切り替えられたこと、または、周辺機器２００Ｘ１がリセットされたことの
いずれかを検出した場合、前述したトークンパッシングプロトコルを使用することにより
、他の機器の共有領域の情報を受信してメモリ２１１Ａに格納するとともに、メモリ２１
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１Ａ内の共有領域に格納された、周辺機器２００Ｘ１の日付時刻情報を参照する（図３Ｉ
のステップＣＣＣＦＬＷ１）。
【０２０９】
　そして、周辺機器２００Ｘ１のコントローラＩＣ２１０Ａは、周辺機器２００Ｘ１の日
付時刻情報としてメモリ２１１Ａ内の共有領域に記録されている日付及び時刻が、現在の
日付及び時刻からどの位の期間空いているかを算出する。
【０２１０】
　コントローラＩＣ２１０Ａは、周辺機器２００Ｘ１の日付時刻情報として記録されてい
る日付及び時刻が、図示しないリアルタイムクロックにより示される現在の日付及び時刻
から所定の期間以内しか空いていないことを検出した場合（図３ＩのステップＣＣＣＦＬ
Ｗ２）、メモリ２１１Ａ内の共有領域に記録されている周辺機器２００Ｘ１の設定情報を
読み込むことにより、周辺機器２００Ｘ１の設定を更新して（図３ＩのステップＣＣＣＦ
ＬＷ３）処理を終了する。
【０２１１】
　また、コントローラＩＣ２１０Ａは、周辺機器２００Ｘ１の日付時刻情報として記録さ
れている日付及び時刻が、図示しないリアルタイムクロックにより示される現在の日付及
び時刻から所定の期間よりも多くの期間空いていることを検出した場合（図３Ｉのステッ
プＣＣＣＦＬＷ２）、周辺機器２００Ｘ１の設定を初期化し、初期化した設定情報を周辺
機器２００Ｘ１以外の他の機器（周辺機器２００Ｘ２及び２００Ｘ３等）に送信するとと
もに、メモリ２１１Ａ内の共有領域に記録されている設定情報を、初期化された値として
更新する（図３ＩのステップＣＣＣＦＬＷ４）。
【０２１２】
　図３Ｉのフローチャートに示される処理により、周辺機器２００Ｘ１は、例えば、機器
の電源を繰り返しＯＮ及びＯＦＦしながら使用される場合であっても、所定期間（例えば
同日の３０分）以内であれば、他の機器の共有領域に格納された設定情報を使用すること
により、速やかに自身の設定を行うことができる。その結果、ユーザは、速やかに検査を
行う事ができ、検査効率を向上させることができ、さらに、検査時間の短縮を図る事がで
きる。そして、前述した効果は、初期設定または使用状態に至るまでに時間を要する周辺
装置である、例えば、光源装置３の調光に関する設定及びフィルタの選択に関する設定、
前述した各ファイリング装置（ただし、ファイリング装置２０４Ａを除く）における内視
鏡関連情報の設定、図示しない電気メスの出力に関する設定を行う場合において特に顕著
である。
【０２１３】
　プロセッサ４の画像圧縮部７３は、具体的には、例えば、図５に示すような（以下に記
すような）構成を有している。なお、画像圧縮部７３が有する各部は、主制御部７５のＣ
ＰＵ１３１、または（及び）、拡張制御部７７Ａ（７７Ｂ）のＣＰＵ１５１等により制御
され得る。
【０２１４】
　画像処理部７２の信号線１２５ａを介して出力された出力用画像（静止画像）は、コン
トローラ２２１を介してメモリ２２２に一時的に格納されるとともに、例えば、ＳＳＧ１
２３により生成される１００ＭＨｚのクロック信号に応じたタイミングにおいて、セレク
タ２２３に対して出力される。なお、メモリ２２２は、複数の静止画像を格納可能な構成
を有している。
【０２１５】
　セレクタ２２３に入力された出力用画像は、サムネイル画像の生成を行うか否に応じ、
例えば、サムネイル画像の生成を行う場合においては、サムネイル画像生成回路２２４を
介してセレクタ２２５へ出力され、また、サムネイル画像の生成を行わない場合において
は、サムネイル画像生成回路２２４を介さずにセレクタ２２５へ出力される。
【０２１６】
　サムネイル画像生成回路２２４は、セレクタ２２３から出力される出力用画像に基づき
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、例えば、該出力用画像を１／２～１／１６に縮小した縮小画像をサムネイル画像として
生成して出力する。なお、前記縮小画像のサイズは、例えば、主制御部７５のＣＰＵ１３
１等により設定されるサイズであるとする。
【０２１７】
　セレクタ２２５に入力された出力用画像は、縮小画像（サムネイル画像）、または、縮
小されていない画像のうち、いずれの画像を出力するかに応じ、セレクタ２２６に対して
選択的に出力される。
【０２１８】
　セレクタ２２６に入力された出力用画像は、ＹＵＶ変換処理を行うか否に応じ、例えば
、ＹＵＶ変換処理を行う場合においては、ＹＵＶ変換回路２２７を介してセレクタ２２８
へ出力され、また、ＹＵＶ変換処理を行わない場合（例えばＲＧＢ画像のままの場合）に
おいては、ＹＵＶ変換回路２２７を介さずにセレクタ２２８へ出力される。
【０２１９】
　ＹＵＶ変換回路２２７は、セレクタ２２６から出力される出力用画像に対してＹＵＶ（
ＹＣｒＣｂ）変換処理を施してセレクタ２２８へ出力する。
【０２２０】
　セレクタ２２８に入力された出力用画像は、ＹＵＶ変換処理が施された出力用画像の出
力を行うか否かに応じ、セレクタ２２９に対して選択的に出力される。
【０２２１】
　セレクタ２２９に入力された出力用画像は、圧縮／変換処理を行うか否に応じ、例えば
、圧縮／変換処理を行う場合においては、圧縮／変換回路２３０を介してセレクタ２３１
へ出力され、また、圧縮／変換処理を行わない場合においては、ＹＵＶ変換回路２３０を
介さずにセレクタ２３１へ出力される。
【０２２２】
　圧縮／変換回路２３０は、セレクタ２２６から出力される出力用画像を、ＪＰＥＧ、Ｊ
ＰＥＧ２０００、ＴＩＦＦまたはＢＭＰのいずれかのフォーマットにエンコード（または
変換）してセレクタ２３１へ出力する。
【０２２３】
　セレクタ２３１に入力された出力用画像は、圧縮／変換処理が施された出力用画像の出
力を行うか否かに応じ、コントローラ２３２に対して選択的に出力される。
【０２２４】
　セレクタ２３１から出力された出力用画像は、コントローラ２３２を介してメモリ２３
３に一時的に格納されるとともに、主制御部７５のＣＰＵ１３１の制御に基づき、拡張制
御部７７Ａのバスブリッジ１６３のインターフェースに応じた変換処理が施された後、バ
スブリッジ１６３を介してＣＰＵ１５１へ出力される。また、セレクタ２３１から出力さ
れた出力用画像は、コントローラ２３２を介してメモリ２３３に一時的に格納されるとと
もに、画像伸長部７４のコントローラ２４１に対して直接出力されるものであっても良い
。さらに、メモリ２２２及びメモリ２３３は、同一のメモリ内における別のアドレス領域
であっても良い。
【０２２５】
　セレクタ２３４は、例えば、ＳＳＧ１２３において生成されたクロック信号である、１
３．５ＭＨｚのクロック信号及び７４ＭＨｚのクロック信号のうち、信号線１２４ａを介
して入力される出力用画像の方式に応じたクロック信号を選択的にサイズ変更回路２３５
へ出力する。
【０２２６】
　画像処理部７２の信号線１２４ａを介して出力された出力用画像（動画像）は、サイズ
変更回路２３５により縮小処理が施され、ＹＵＶ変換回路２３６によりＹＵＶ変換処理が
施され、動画エンコード回路２３７によりエンコード処理が施された後、拡張制御部７７
Ａのバスブリッジ１６３を介してＣＰＵ１５１へ出力される。なお、動画エンコード回路
２３７により行われるエンコード処理には、ＡＶＩ形式、ＭＰＥＧ（ＭＰＥＧ２またはＭ
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ＰＥＧ４）形式、Ｈ．２６４形式、またはＷＭＶ形式のいずれが用いられるものであって
も良い。
【０２２７】
　なお、圧縮／変換回路２３０に入力される静止画像に施される圧縮処理と、動画エンコ
ード回路２３７に入力される動画像に施されるエンコード処理とは、並行して行われるも
のであっても良い。また、画像圧縮部７３の各部の処理は、画像処理部７２のＳＳＧ１２
３から出力されるＯＤＤ／ＥＶＥＮ判別信号または垂直同期信号及び水平同期信号のいず
れかに同期するタイミングにおいて行われるものであっても良い。
【０２２８】
　プロセッサ４の画像伸長部７４は、具体的には、例えば、図６に示すような（以下に記
すような）構成を有している。なお、画像伸長部７４が有する各部は、主制御部７５のＣ
ＰＵ１３１、または（及び）、拡張制御部７７Ａ（７７Ｂ）のＣＰＵ１５１等により制御
され得る。
【０２２９】
　コントローラ２３２からバスブリッジ１６３を介して出力された出力用画像（静止画像
）は、コントローラ２４１を介してメモリ２４２に一時的に格納されるとともに、主制御
部７５のＣＰＵ１３１の制御に基づき、セレクタ２４３に対して出力される。
【０２３０】
　セレクタ２４３に入力された出力用画像は、該出力用画像のエンコード形式（ＪＰＥＧ
、ＪＰＥＧ２０００、ＴＩＦＦ、ＢＭＰまたは非圧縮等のいずれか）に応じ、例えば、圧
縮（エンコード）処理が施されていた場合においては、伸長／変換回路２４４を介してセ
レクタ２４５に対して出力され、また、圧縮（エンコード）処理が施されていない場合に
おいては、伸長／変換回路２４４を介さずにセレクタ２４５に対して出力される。
【０２３１】
　伸長／変換回路２４４は、セレクタ２４３から出力される出力用画像のフォーマットに
応じ、該出力用画像に対して伸長／変換処理を施してセレクタ２４５へ出力する。
【０２３２】
　セレクタ２４５に入力された出力用画像は、伸長／変換処理が施された出力用画像の出
力を行うか否かに応じ、セレクタ２４６に対して選択的に出力される。
【０２３３】
　セレクタ２４６に入力された出力用画像は、ＲＧＢ変換処理を行うか否に応じ、例えば
、ＲＧＢ変換処理を行う場合においては、ＲＧＢ変換回路２４７を介してセレクタ２４８
へ出力され、また、ＲＧＢ変換処理を行わない場合においては、ＲＧＢ変換回路２４７を
介さずにセレクタ２４８へ出力される。
【０２３４】
　ＲＧＢ変換回路２４７は、セレクタ２４６から出力される出力用画像に対してＲＧＢ変
換処理を施してセレクタ２４８へ出力する。
【０２３５】
　セレクタ２４８に入力された出力用画像は、ＲＧＢ変換処理が施された出力用画像の出
力を行うか否かに応じ、セレクタ２４９に対して選択的に出力される。
【０２３６】
　セレクタ２４９に入力された出力用画像は、サムネイル画像またはマルチ画像の生成を
行うか否に応じ、例えば、サムネイル画像またはマルチ画像の生成のいずれかを行う場合
においては、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０を介してセレクタ２５１へ出力され
、また、サムネイル画像またはマルチ画像の生成をいずれも行わない場合においては、サ
ムネイル／マルチ画像生成回路２５０を介さずにセレクタ２５１へ出力される。
【０２３７】
　サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、セレクタ２４９から出力される各出力用画
像に基づき、例えば、該出力用画像を１／２～１／１６に縮小した縮小画像をサムネイル
画像として生成するとともに、該サムネイル画像が一覧表示されるマルチ画像を出力用画
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像として生成して出力する。なお、前記縮小画像のサイズは、例えば、主制御部７５のＣ
ＰＵ１３１等により設定されるサイズであるとする。
【０２３８】
　セレクタ２５１に入力された出力用画像は、マルチ画像の出力を行うか否かに応じ、例
えば、ＳＳＧ１２３により生成される１００ＭＨｚのクロック信号に応じたタイミングに
おいて、同期回路２５２に対して選択的に出力される。
【０２３９】
　同期回路２５２は、例えば、ＳＳＧ１２３により生成される、１３．５ＭＨｚのクロッ
ク信号、７４ＭＨｚのクロック信号及び１００ＭＨｚのクロック信号のいずれかに応じた
タイミングにおいて、セレクタ２５１から出力される出力用画像を合成／マスク処理回路
１０８Ｈ及び１０８Ｓに対して出力する。なお、同期回路２５２と、合成／マスク処理回
路１０８Ｈ及び１０８Ｓとの接続を、図内Ｆ１により示すものとする。
【０２４０】
　ここで、同期回路２５２の内部構成についての説明を行う。
【０２４１】
　同期回路２５２は、図２Ｇに示すように、メモリコントローラ２５２Ａと、メモリ２５
２Ｂ及び２５２Ｃとを有して構成されている。また、同期回路２５２が有する各部には、
例えば、ＳＳＧ１２３において生成された１００ＭＨｚのクロック信号がそれぞれ入力さ
れる。
【０２４２】
　メモリコントローラ２５２Ａは、ＳＳＧ１２３から出力されるクロック信号等の信号及
び主制御部７５の制御に基づき、メモリ２５２Ｂ及び２５２Ｃの入出力を制御する。
【０２４３】
　メモリ２５２Ｂは、ＦＩＦＯメモリとして構成されており、例えばＳＳＧ１２３により
生成される７４ＭＨｚのクロック信号に基づき、セレクタ２５１から出力される出力用画
像を１フレーム分（または１ライン分）格納し、合成／マスク処理回路１０８Ｈに対して
順次出力することが可能である。メモリ２５２Ｃは、ＦＩＦＯメモリとして構成されてお
り、例えばＳＳＧ１２３により生成される１３．５ＭＨｚのクロック信号に基づき、セレ
クタ２５１から出力される出力用画像を１フレーム分（または１ライン分）格納し、合成
／マスク処理回路１０８Ｓに対して順次出力することが可能である。
【０２４４】
　なお、同期回路２５２が有する各部、及び、画像伸長部７４の各部に入力される１００
ＭＨｚのクロック信号を７４ＭＨｚに置き換えた場合、画像伸長部７４に対して動画像を
出力することも可能である。また、その場合、画像伸長部７４は、ＦＰＧＡ、ＤＳＰまた
はダイナミックリコンフィギュラブルプロセッサなどのプログラマブルな回路として構成
され、かつ、静止画像の伸長処理の機能を有する回路、及び、動画像の伸長処理の機能を
有する回路のいずれかとして機能を切り替え可能に構成されるものであっても良い。
【０２４５】
　画像伸長部７４がプログラマブルな回路として構成される場合、例えば、後述する図８
の設定画面等において、伸長形式を（ＪＰＥＧ、ＪＰＥＧ２０００、ＴＩＦＦ、ＢＭＰ、
ＡＶＩ、ＭＰＥＧ、Ｈ．２６４またはＷＭＶのうちから１つ）選択可能にするとともに、
選択結果に応じたブロック（ファームウェア）がダウンロードされるものであっても良い
。また、前記ブロックのダウンロードは、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１により、バス
ブリッジ１６３を介して行うもの、または、画像伸長部７４に設けられた図示しないＲＯ
Ｍ等から行うもの等のいずれであっても良い。さらに、前記ブロックのダウンロードにお
いて、内視鏡合成画像上にダウンロード中であることを示すエラーメッセージが表示され
ても良く、操作デバイスが有する図示しない所定のＬＥＤが点灯（または点滅）されても
良い。また、前記ブロックのダウンロードが正常に完了した場合に、正常に完了した旨を
示すメッセージが画面上に表示されるものであっても良い。
【０２４６】
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　セレクタ２５６は、例えば、ＳＳＧ１２３において生成されたクロック信号である、１
３．５ＭＨｚのクロック信号及び７４ＭＨｚのクロック信号のうち、動画エンコード回路
２３７からバスブリッジ１６３を介して出力される出力用画像の方式に応じたクロック信
号を選択的にサイズ変更回路２５５へ出力する。
【０２４７】
　動画エンコード回路２３７からバスブリッジ１６３を介して出力された出力用画像（動
画像）は、動画デコード回路２５３により該出力用画像のエンコード形式に応じたデコー
ド処理が施され、ＲＧＢ変換回路２５４によりＲＧＢ変換処理が施され、サイズ変更回路
２５５により縮小処理が施された後、合成／マスク処理回路１０８Ｈ及び１０８Ｓに対し
て出力される。なお、サイズ変更回路２５５と、合成／マスク処理回路１０８Ｈ及び１０
８Ｓとの接続を、図内Ｆ２により示すものとする。
【０２４８】
　なお、伸長／変換回路２４４に入力される静止画像に施される伸長処理と、動画デコー
ド回路２５３に入力される動画像に施されるデコード処理とは、並行して行われるもので
あっても良い。また、画像伸長部７４の各部の処理は、画像処理部７２のＳＳＧ１２３か
ら出力されるＯＤＤ／ＥＶＥＮ判別信号または垂直同期信号及び水平同期信号のいずれか
に同期するタイミングにおいて行われるものであっても良い。
【０２４９】
　図７は、合成／マスク処理回路１０８Ｈまたは１０８Ｓにおいて生成される内視鏡合成
画像の一例を示す図である。図７に示す各要素についての説明を、以降の項目１）から２
７）までに示す。
【０２５０】
１）内視鏡画像３０１は、
・内視鏡２Ａ（または内視鏡２Ｂ）の接続時には常時表示（非接続時は非表示）される。
【０２５１】
・操作デバイスに割り当てられた画像サイズ変更キーの操作等により、画像サイズが変更
される。
【０２５２】
２）内視鏡画像３０２は、
・操作デバイスに割り当てられたＳフリーズスイッチが操作された場合に表示される。
【０２５３】
３）アローポインタ３０１ａ及び３０２ａは、
・緑色等の（生体内の被写体の色との区別がつきやすい）色により表示される。
【０２５４】
・（例えば信号線１１１Ｓａを介して出力される）ＳＤＴＶの画像の出力と、（例えば信
号線１１１Ｈａを介して出力される）ＨＤＴＶの画像の出力との相対位置を合わせて表示
される。
【０２５５】
・キーボード５のキー入力（例えば、「ＳＨＩＦＴ」キーとカーソルキー（「↑」「↓」
「←」「→」キー）との組み合わせ）に応じ、表示、消去及び先端側の向きの変更が可能
である。
【０２５６】
・キーボード５が有するカーソルキーの操作により、画像上における移動が可能である。
【０２５７】
・キーボード５における所定の操作（または検査終了通知機能を有するキー等の操作）が
行われた場合に非表示となる。
【０２５８】
・キーボード５が有する所定のキーの操作により、いずれか一方を選択可能であるととも
に、各々独立して表示、消去及び移動させることが可能である。
【０２５９】
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４）ＩＤ Ｎｏ．（患者ＩＤ）３０３は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（ＩＤ Ｎｏ．）が表示される。また、キーボード５等によるデータの入力に応じて項
目名が自動的に消去され、１５文字までの入力データが表示される。
【０２６０】
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２６１】
・周辺機器から患者ＩＤデータを受信した際には、受信した該ＩＤデータが表示される。
【０２６２】
５）Ｎａｍｅ（患者名）３０４は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（Ｎａｍｅ）が表示される。また、キーボード５等によるデータの入力に応じて項目名
が自動的に消去され、２０文字までの入力データが表示される。
【０２６３】
・データ中にスペースが有る場合、スペースの位置において改行される。（例えば、図７
においては、「ｙａｍａｄａ」と「ｇｅｎｔｌｅ」との間にスペースが存在するため、「
ｇｅｎｔｌｅ」が下の行に表示されている。）
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２６４】
・周辺機器から患者名データを受信した際には、受信した該患者名データが表示される。
【０２６５】
６）Ｓｅｘ（患者名）３０５は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（Ｓｅｘ）が表示される。また、キーボード５等によるデータの入力に応じて項目名が
自動的に消去され、１文字までの入力データが表示される。
【０２６６】
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２６７】
・周辺機器から患者名データを受信した際には、受信した該患者名データが表示される。
【０２６８】
７）Ａｇｅ（患者年齢）３０６は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（Ａｇｅ）が表示される。また、キーボード５等によるデータの入力に応じて項目名が
自動的に消去され、３文字までの入力データが表示される。
【０２６９】
・Ｄ．Ｏ．Ｂｉｒｔｈが入力された際には、ＣＰＵ１３１による年齢計算が行われ、自動
的に入力及び表示される。
【０２７０】
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２７１】
・周辺機器から患者年齢データを受信した際には、受信した該患者年齢データが表示され
る。
【０２７２】
８）Ｄ．Ｏ．Ｂｉｒｔｈ（患者生年月日）３０７は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（Ｄ．Ｏ．Ｂｉｒｔｈ）が表示される。また、キーボード５等によるデータの入力に応
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じて項目名が自動的に消去され、入力データが表示される。
【０２７３】
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２７４】
・西暦表示の場合には８文字まで、また、和暦表示時には７文字まで（Ｍ：明治、Ｔ：大
正、Ｓ：昭和、Ｈ：平成）入力可能であるとする。なお、プロセッサ４の設定画面上にお
いて、表示形式の設定が可能である。
【０２７５】
・周辺機器から患者生年月日データを受信した際には、受信した該患者生年月日データが
表示される。
【０２７６】
９）時刻情報３０８は、
・現在の日付及び時刻と、ストップウォッチとが表示される。なお、プロセッサ４の設定
画面上において日付及び時刻の設定が可能である。
【０２７７】
・省略表示されるものでも良い。また、前記省略表示の際に、内視鏡画像に重ならないよ
うに、日付、時刻は下２桁のみが表示されるものであっても良い。
【０２７８】
・出力される画像の方式（ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶ）によって、ストップウォッチの表示
位置が異なるものであっても良い。
【０２７９】
・ＳＤＴＶ出力において、ストップウォッチ動作時に、日付を非表示とするものであって
も良い。
【０２８０】
・例えば、ストップウォッチがＨＨ”ＭＭ’ＳＳ（時”分’秒）の表示形式により表示さ
れるものであるとする。
【０２８１】
・フリーズキーによりフリーズされた場合にはフリーズしない（但し、ストップウォッチ
は除くものとする）。
【０２８２】
１０）ＳＣＶ３０９は、
・項目（「ＳＣＶ：」）と、プロセッサ４の設定画面上において選択された写真撮影装置
（写真撮影装置２０５Ａ、２０５Ｂ１、２０５Ｂ２、２０５Ｃ１、２０５Ｃ２、２０５Ｄ
１、２０５Ｄ２、２０５Ｅ１及び２０５Ｅ２のうちのいずれか）におけるＲｅｌｅａｓｅ
動作のカウント値とが表示される。（プロセッサ４の設定画面上においてＯＦＦに設定さ
れている場合には表示されない。）
・前記写真撮影装置との通信が確立した場合、前記写真撮影装置から出力されるカウント
値が表示される。また、前記写真撮影装置との通信が確立した以外の場合、主制御部７５
のＣＰＵ１３１がカウントしたＲｅｌｅａｓｅ動作のカウント値が表示される。
【０２８３】
１１）ＣＶＰ３１０は、
・プロセッサ４の設定画面上において選択されたプリンタ（プリンタ２０２Ａ、２０２Ｂ
１、２０２Ｂ２、２０２Ｃ１、２０２Ｃ２、２０２Ｄ１、２０２Ｄ２、２０２Ｅ１及び２
０２Ｅ２のうちのいずれか）との通信が確立している場合に、項目（「ＣＶＰ：」）と、
キャプチャ数、分割数及びメモリページとが表示される。
【０２８４】
１２）Ｄ．Ｆ３１１は、
・プロセッサ４の設定画面上において選択されたファイリング装置（ファイリング装置２
０４Ａ、２０４Ｂ１、２０４Ｂ２、２０４Ｃ１、２０４Ｃ２、２０４Ｄ１、２０４Ｄ２、
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２０４Ｅ１及び２０４Ｅ２のうちのいずれか）との通信が確立している場合に、項目（「
Ｄ．Ｆ：」）と、Ｒｅｌｅａｓｅ動作のカウント値とが表示される。（なお、前記カウン
ト値は、前記ファイリング装置から出力されるカウントコマンドに基づく値である。）
１３）ＶＴＲ３１２は、
・プロセッサ４の設定画面上において選択されたＶＴＲ（ＶＴＲ２０３Ａ、２０３Ｂ１、
２０３Ｂ２、２０３Ｃ１及び２０３Ｃ２のうちのいずれか）等との通信が確立しており、
かつ、該ＶＴＲ等による動画像の記録、または、該ＶＴＲ等に記録された動画像の再生を
実行中の場合に表示される。
【０２８５】
１４）ＰＵＭＰ３１３は、
・図示しない前方送水ポンプとの通信が確立しており、かつ、該前方送水ポンプが駆動し
ている最中に表示される。
【０２８６】
１５）周辺機器用エリア３１４は、
・周辺機器からのエラー情報等の受信データが、最大２０文字により表示される(１０文
字／１行)
１６）Ｐｈｙｓｉｃｉａｎ（医師名）３１５は、
・データ未入力時または検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた際には、項目
名（Ｐｈｙｓｉｃｉａｎ）が表示される（なお、検査終了通知機能を有するキー等の操作
がなされた際に消去してもよい）。また、キーボード５等によるデータの入力に応じて項
目名が自動的に消去され、２０文字までの入力データが表示される。
【０２８７】
・データ未入力状態の際に、キーボード５が有するカーソルキー等のキー入力によりカー
ソル移動があった場合には、項目名が消去される。
【０２８８】
・周辺機器から医師名データを受信した際には、受信した該医師名データが表示される。
【０２８９】
１７）Ｃｏｍｍｅｎｔ３１６は、
・データ未入力時には、項目名（Ｃｏｍｍｅｎｔ）が表示される（なお、検査終了通知機
能を有するキー等の操作がなされた際に表示してもよい）。また、キーボード５等による
データの入力に応じて項目名が自動的に消去され、３７文字までの入力データが表示され
る。
【０２９０】
・周辺機器からコメントデータを受信した際には、受信した該コメントデータが表示され
る。
【０２９１】
１８）内視鏡スイッチ情報３１７は、
・内視鏡２Ａ（２Ｂ）の操作スイッチ部２８Ａ（２８Ｂ）に割り当てられた各機能が、ス
ィッチ毎に表示される。
【０２９２】
１９）内視鏡関連情報３１８は、
・内視鏡２Ａ（２Ｂ）のメモリ３０Ａ（３０Ｂ）に格納された、該内視鏡２Ａ（２Ｂ）に
関する情報が表示される。
【０２９３】
２０）カーソル３１９は、
・文字挿入モードにおいて、例えば「I」が表示される（キーボード５の「ＩＮＳ」キー
または「Ｉｎｓｅｒｔ」キーオフ時）。
【０２９４】
・文字上書きモードにおいて、例えば、所定の色により塗りつぶされた四角形が表示され
る（キーボード５の「ＩＮＳ」キーまたは「Ｉｎｓｅｒｔ」キーオフ時）。



(37) JP 2008-86666 A 2008.4.17

10

20

30

40

50

【０２９５】
・ローマ字入力モードにおいて、例えば、文字挿入モードと異なる色（水色等）の「I」
が表示される（キーボード５の「ローマ字」キーオン時）。
【０２９６】
・キーボード５の「ＣＡＰＳ　ＬＯＣＫ」キーオン時には、大文字の入力が可能となる。
【０２９７】
・キーボード５の「ＣＡＰＳ　ＬＯＣＫ」キーオフ時には、カーソルの高さが「ＣＡＰＳ
　ＬＯＣＫ」キーオン時の半分になり、小文字の入力が可能となる。
【０２９８】
・点滅する。
【０２９９】
２１）コントラスト（ＣＴ）３２０Ａ及び３２０Ｂは、
・操作デバイスに割り当てられた、コントラストキーにより設定されたコントラスト設定
が表示される。（表示例：「Ｎ」…Ｎｏｒｍａｌ、「Ｌ」…Ｌｏｗ、「Ｈ」…Ｈｉｇｈ、
「４」…無補正）
２２）色彩強調（ＣＥ）３２１Ａ及び３２１Ｂは、
・操作デバイスに割り当てられた色彩強調キーにより設定された色彩強調の設定が表示さ
れる。
【０３００】
２３）ヘモグロビンインデックス（ＩＨｂ）３２２Ａ及び３２２Ｂは、
・フリーズスイッチが操作されてフリーズ画像が出力された場合のＩＨｂ値がＩＨｂ３２
２Ａに表示される。また、Ｓフリーズスイッチが操作されてＳフリーズ画像が出力された
場合のＩＨｂ値がＩＨｂ３２２Ｂに表示される。
【０３０１】
・フリーズ指示がなされていない場合には、「－－－」が表示される。
【０３０２】
・後述する光源フィルタ種類３２５Ａまたは３２５Ｂにおいて、「ＡＦＩ」が表示されて
いる場合には、表示しないようにしても良い。
【０３０３】
２４）構造強調（ＥＨ）／輪郭強調（ＥＤ）３２３Ａ及び３２３Ｂは、
・操作デバイスに割り当てられた強調キーにより設定された構造強調または輪郭強調の設
定が表示される。
【０３０４】
・構造強調Ａを示す「ＥＨ：Ａ＊」と、構造強調Ｂを示す「ＥＨ：Ｂ＊」とのうちのいず
れかが、構造強調時に表示される（＊はいずれも数値）。
【０３０５】
・「ＥＤ：Ｏ」「ＥＤ：Ｌ」「ＥＤ：Ｈ」の３種のいずれか、または、「ＥＤ：Ｌ」「Ｅ

Ｄ：Ｍ」「ＥＤ：Ｈ」の３種のいずれかが、輪郭強調時に表示される。
【０３０６】
２５）拡大率３２４Ａ及び３２４Ｂは、
・操作デバイスに割り当てられた電子拡大キーにより設定された電子拡大の設定が表示さ
れる。
【０３０７】
・電子拡大に対応したＣＣＤを有する内視鏡がプロセッサ４に接続された状態においての
み表示される。
【０３０８】
２６）光源フィルタ種類３２５Ａ及び３２５Ｂは、
・光源装置３が有する各特殊光フィルタのうち、観察の内容に応じて使用設定されている
フィルタの種類が表示される。
【０３０９】
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・通常光観察に対応したフィルタが使用設定されている場合（またはどの特殊光フィルタ
も用いられていない場合）、「Ｎｏｒｍａｌ（またはＮｒ）」が表示される。
【０３１０】
・狭帯域光観察に対応したフィルタが使用設定されている場合、「ＮＢＩ」が表示される
。
【０３１１】
・蛍光観察に対応したフィルタが使用設定されている場合、「ＡＦＩ」が表示される。
【０３１２】
・赤外光観察に対応したフィルタが使用設定されている場合、「ＩＲＩ」が表示される。
【０３１３】
２７）サムネイル画像３２６は、
・最大４つの（サムネイル画像用の）画像が表示される。（表示ＯＦＦに設定できても良
く、また、検査終了通知機能を有するキー等の操作がなされた後、さらに、レリーズ機能
が割り当てられたキーまたはスイッチが最初に入力された際に消去されるものであっても
良い。）
　なお、以降の説明においては、説明の簡単のため、項目４）から２０）までの各項目の
要素、すなわち、ＩＤ Ｎｏ．３０３からカーソル３１９までの要素を観察情報群３００
とし、内視鏡画像３０１に関する情報であるコントラスト３２０Ａから光源フィルタ種類
３２５Ａまでの要素を画像関連情報群３０１Ａとし、内視鏡画像３０２に関する情報であ
るコントラスト３２０Ｂから光源フィルタ種類３２５Ｂまでの要素を画像関連情報群３０
２Ａとし、複数のサムネイル画像３２６をサムネイル画像群３２６Ａとして各々示すもの
とする。また、画像関連情報群３０２Ａは、内視鏡画像３０２としてＳフリーズ画像が表
示されている場合にのみ、該Ｓフリーズ画像に関する画像関連情報を示すものであるとす
る。
【０３１４】
　図８は、プロセッサ４の設定画面の一例を示す図である。ここで、前記設定画面におい
て設定可能な項目及び該項目に関連した機能についての説明を行う。なお、図８に示すよ
うなプロセッサ４の設定画面は、例えば、画像処理部７２のグラフィック回路１０６Ｓ（
１０６Ｈ）において生成されるものであるとする。
【０３１５】
　項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」は、サムネイル画像の作成を行うか否かの設定が可能な項
目である。項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」が「ＯＮ」に設定された場合、主制御部７５のＣ
ＰＵ１３１は、セレクタ２２３及び２２５を制御し、出力用画像を画像圧縮部７３のサム
ネイル画像生成回路２２４を介して出力させる。また、項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」が「
ＯＦＦ」に設定された場合、主制御部のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２３及び２２５を制
御し、出力用画像を画像圧縮部７３のサムネイル画像生成回路２２４を介さずに出力させ
る。
【０３１６】
　項目「Ｓｃｏｐｅ　Ｓｗｉｔｃｈ」は、操作デバイスとしての内視鏡２Ａの操作スイッ
チ部２８Ａ、及び、操作デバイスとしての内視鏡２Ｂの操作スイッチ部２８Ｂが有する各
スイッチに主制御部のＣＰＵ１３１が割り当てる機能を設定可能な項目である。なお、前
記各スイッチに割り当て可能な機能の詳細については、後述するものとする。
【０３１７】
　項目「Ｆｏｏｔ　Ｓｗｉｔｃｈ」は、操作デバイスとしてのフットスイッチ６が有する
各スイッチに主制御部７５のＣＰＵ１３１が割り当てる機能を設定可能な項目である。な
お、前記各スイッチに割り当て可能な機能の詳細については、後述するものとする。
【０３１８】
　項目「Ｋｅｙｂｏａｒｄ」は、操作デバイスとしてのキーボード５が有する各キーのう
ち、１または複数のキーに主制御部のＣＰＵ１３１が割り当てる機能を設定可能な項目で
ある。なお、前記１または複数のキーに割り当て可能な機能の詳細については、後述する
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ものとする。
【０３１９】
　項目「Ｆｒｏｎｔ　Ｐａｎｅｌ」は、操作デバイスとしてのフロントパネル７６が有す
る各スイッチのうち、１または複数のスイッチに主制御部７５のＣＰＵ１３１が割り当て
る機能を設定可能な項目である。なお、前記１または複数のスイッチに割り当て可能な機
能の詳細については、後述するものとする。
【０３２０】
　「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓ
ｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」は、項目「Ｓｃｏｐｅ　Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｆｏｏｔ　
Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｋｅｙｂｏａｒｄ」及び「Ｆｒｏｎｔ　Ｐａｎｅｌ」のいずれかに割
り当て可能な機能のうち、ＳＤＴＶ方式の静止画像の記録に関する機能の一部であるとと
もに、以下に示す各子項目により、該静止画像の記録条件及び記録対象機器等を設定可能
である。なお、「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「
Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」が有する各子項目において設定可能な内容
は同一であるため、以下においては「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目に関する説明のみを行
うものとする。
【０３２１】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「周辺機器」は、ＳＤＴＶ方式の静止
画像の記録対象機器を設定可能な項目である。なお、前記記録対象機器は、図３Ａから図
３Ｅの各図に示す各ファイリング装置（但し、ファイリング装置２０４Ｂ１及び２０４Ｂ
２を除く）、各写真撮影装置（但し、写真撮影装置２０５Ｂ１及び２０５Ｂ２を除く）、
各光学記録装置、ＰＣカード１６７及びメモリカード１６８のうち、いずれか一の機器を
示すものとする。また、前記「周辺機器」の項目を「ＯＦＦ」に設定することにより、前
記記録対象機器がない状態、すなわち、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の機能が割り当てられたキ
ーまたはスイッチが操作されたとしても、ＳＤＴＶ方式の静止画像の記録が行われない設
定とすることが可能である。
【０３２２】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｅｎｃｏｄｅ」は、ＳＤＴＶ方式の
静止画像の記録を行う際に用いられるフォーマットを設定可能な項目である。なお、前記
フォーマットとして設定可能なフォーマットは、例えば、ＪＰＥＧ、ＪＰＥＧ２０００、
ＴＩＦＦまたはＢＭＰのいずれかであるとする。前記項目「Ｅｎｃｏｄｅ」において、前
述したうちのいずれかのフォーマットが選択及び設定された場合、主制御部７５のＣＰＵ
１３１は、セレクタ２２９及び２３１を制御し、出力用画像を画像圧縮部７３の圧縮／変
換回路２３０を介して出力させる。また、前記項目「Ｅｎｃｏｄｅ」において、「ＯＦＦ
」が選択された場合、主制御部のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２９及び２３１を制御し、
出力用画像を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０を介さずに出力させる。
【０３２３】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｓｉｇｎａｌ」は、出力用画像の信
号形態を、ＹＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号のうちのいずれかに設定可能な項目である。
前記項目「Ｓｉｇｎａｌ」において、「ＹＣｒＣｂ」が選択及び設定された場合、主制御
部７５のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２６及び２２８を制御し、出力用画像を画像圧縮部
７３のＹＵＶ変換回路２２７を介して出力させる。また、前記項目「Ｓｉｇｎａｌ」にお
いて、「ＲＧＢ」が選択された場合、主制御部のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２６及び２
２８を制御し、出力用画像を画像圧縮部７３のＹＵＶ変換回路２２７を介さずに出力させ
る。
【０３２４】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｆｏｒｍａｔ」は、項目「Ｓｉｇｎ
ａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号のフォーマットを設定可能な
項目である。なお、前記フォーマットとして設定可能なフォーマットは、４：２：０、４
：１：１、４：２：２、４：４：４、Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ（シーケンシャル）、Ｓｐｅ
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ｃｔｒａｌ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ（周波数分割形）、Ｓｕｃｃｅｓｓｉｖｅ　Ａｐｐｒｏ
ｘｉｍａｔｉｏｎ（近似精度向上形）、ＤＰＣＭ（可逆形）、Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ、Ｎ
ｏｎ－Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅのうち、いずれか１または複数であるとする。項目「Ｆｏｒ
ｍａｔ」において、前述したうちのいずれかのフォーマットが選択及び設定された場合、
主制御部７５のＣＰＵ１３１は、該フォーマットに応じた圧縮／変換処理を画像圧縮部７
３の圧縮／変換回路２３０に行わせる。なお、前記項目「Ｆｏｒｍａｔ」において、「Ｏ
ＦＦ」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅ
ｌｅａｓｅ１」の子項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号またはＲＧ
Ｂ信号に対するフォーマットの変更を行わないものとする。
【０３２５】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｄｏｔ」は、「ＳＤＴＶ」欄の項目
「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号（コ
ンポーネント）またはＲＧＢ信号（コンポーネント）の量子化精度を、８ビットまたは１
０ビットのうち、いずれかのドット数に設定可能な項目である。そして、主制御部のＣＰ
Ｕ１３１は、圧縮／変換処理を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０に対し、入力され
る信号（コンポーネント）を前記ドット数により量子化された信号であるとして処理を行
わせる。
【０３２６】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｌｅｖｅｌ」は、出力用画像の圧縮
レベルを設定可能な項目である。なお、前記圧縮レベルとしては、例えば、高画質かつ画
像サイズが大である「Ｈｉｇｈ」、前記「Ｈｉｇｈ」の設定に比べて低画質かつ画像サイ
ズが小である「Ｎｏｒｍａｌ」、及び、前記「Ｎｏｒｍａｌ」の設定に比べて低画質かつ
画像サイズが小である「Ｌｏｗ」の３つのレベルが選択可能である。そして、主制御部７
５のＣＰＵ１３１は、圧縮／変換処理を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０に対し、
前述した３つのレベルに応じた圧縮／変換処理を行わせる。なお、前述した「Ｈｉｇｈ」
、「Ｎｏｒｍａｌ」及び「Ｌｏｗ」の各設定は、例えば、ＪＰＥＧフォーマットの場合、
予め設定された量子化テーブルまたはハフマンテーブル等を用いることにより実現できる
。
【０３２７】
　なお、前述した「ＳＤＴＶ」欄の各項目のうち、項目「Ｅｎｃｏｄｅ」、「Ｓｉｇｎａ
ｌ」、「Ｆｏｒｍａｔ」、「Ｄｏｔ」及び「Ｌｅｖｅｌ」は、「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒ
ｅｌｅａｓｅ１」の子項目「周辺機器」において、図３Ｄ及び図３Ｅの各ファイリング装
置、図３Ｄ及び図３Ｅの各写真撮影装置、図３Ｄ及び図３Ｅの各光学記録装置、ＰＣカー
ド１６７及びメモリカード１６８のうちのいずれかが選択された際にのみ有効（設定変更
が可能）であるとするとともに、無効（設定変更が不可能）である場合には、例えば、濃
い灰色のような色により表示されるものであるとする。
【０３２８】
　「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓ
ｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」は、項目「Ｓｃｏｐｅ　Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｆｏｏｔ　
Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｋｅｙｂｏａｒｄ」及び「Ｆｒｏｎｔ　Ｐａｎｅｌ」のいずれかに割
り当て可能な機能のうち、ＨＤＴＶ方式の静止画像の記録に関する機能の一部であるとと
もに、以下に示す各子項目により、該静止画像の記録条件及び記録対象機器等を設定可能
である。なお、「ＨＤＴＶ」欄の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅ
ｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」が有する各子項目において設定可能な内容は同
一であるため、以下においては「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目に関する説明のみを行うも
のとする。
【０３２９】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「周辺機器」は、ＨＤＴＶ方式の静止
画像の記録対象機器を設定可能な項目である。なお、前記記録対象機器は、図３Ａから図
３Ｅの各図に示す各ファイリング装置（但し、ファイリング装置２０４Ａを除く）、各写
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真撮影装置（但し、写真撮影装置２０５Ａ除く）、各光学記録装置、ＰＣカード１６７及
びメモリカード１６８のうち、いずれか一の機器を示すものとする。また、前記「周辺機
器」の項目を「ＯＦＦ」に設定することにより、前記記録対象機器がない状態、すなわち
、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されたとして
も、ＨＤＴＶ方式の静止画像の記録が行われない設定とすることが可能である。
【０３３０】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｅｎｃｏｄｅ」は、ＨＤＴＶ方式の
静止画像の記録を行う際に用いられるフォーマットを設定可能な項目である。なお、前記
フォーマットとして設定可能なフォーマットは、例えば、ＪＰＥＧ、ＪＰＥＧ２０００、
ＴＩＦＦまたはＢＭＰのいずれかであるとする。前記項目「Ｅｎｃｏｄｅ」において、前
述したうちのいずれかのフォーマットが選択及び設定された場合、主制御部のＣＰＵ１３
１は、セレクタ２２９及び２３１を制御し、出力用画像を画像圧縮部７３の圧縮／変換回
路２３０を介して出力させる。また、項目「Ｅｎｃｏｄｅ」において、「ＯＦＦ」が選択
された場合、主制御部のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２９及び２３１を制御し、出力用画
像を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０を介さずに出力させる。
【０３３１】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｓｉｇｎａｌ」は、出力用画像の信
号形態を、ＹＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号のうちのいずれかに設定可能な項目である。
前記項目「Ｓｉｇｎａｌ」において、「ＹＣｒＣｂ」が選択及び設定された場合、主制御
部７５のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２６及び２２８を制御し、出力用画像を画像圧縮部
７３のＹＵＶ変換回路２２７を介して出力させる。また、前記項目「Ｓｉｇｎａｌ」にお
いて、「ＲＧＢ」が選択された場合、主制御部のＣＰＵ１３１は、セレクタ２２６及び２
２８を制御し、出力用画像を画像圧縮部７３のＹＵＶ変換回路２２７を介さずに出力させ
る。
【０３３２】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｆｏｒｍａｔ」は、「ＨＤＴＶ」欄
の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信
号またはＲＧＢ信号のフォーマットを設定可能な項目である。なお、前記フォーマットと
して設定可能なフォーマットは、４：２：０、４：１：１、４：２：２、４：４：４、Ｓ
ｅｑｕｅｎｔｉａｌ（シーケンシャル）、Ｓｐｅｃｔｒａｌ　Ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ（周波
数分割形）、Ｓｕｃｃｅｓｓｉｖｅ　Ａｐｐｒｏｘｉｍａｔｉｏｎ（近似精度向上形）、
ＤＰＣＭ（可逆形）、Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅ、Ｎｏｎ－Ｉｎｔｅｒｌｅａｖｅのうち、い
ずれか１または複数であるとする。前記項目「Ｆｏｒｍａｔ」において、前述したうちの
いずれかのフォーマットが選択及び設定された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、該
フォーマットに応じた圧縮／変換処理を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０に行わせ
る。なお、前記項目「Ｆｏｒｍａｔ」において、「ＯＦＦ」が選択された場合、主制御部
のＣＰＵ１３１は、「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目「Ｓｉｇｎａｌ
」において設定されたＹＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号に対するフォーマットの変更を行
わないものとする。
【０３３３】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｄｏｔ」は、「ＨＤＴＶ」欄の項目
「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号（コ
ンポーネント）またはＲＧＢ信号（コンポーネント）の量子化精度を、８ビットまたは１
０ビットのうち、いずれかのドット数に設定可能な項目である。そして、主制御部のＣＰ
Ｕ１３１は、画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０に対し、入力される信号（コンポー
ネント）を前記ドット数により量子化された信号であるとして圧縮／変換処理を行わせる
。
【０３３４】
　項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「Ｌｅｖｅｌ」は、出力用画像の圧縮
レベルを設定可能な項目である。なお、前記圧縮レベルとしては、例えば、高画質かつ画
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像サイズが大である「Ｈｉｇｈ」、前記「Ｈｉｇｈ」の設定に比べて低画質かつ画像サイ
ズが小である「Ｎｏｒｍａｌ」、及び、前記「Ｎｏｒｍａｌ」の設定に比べて低画質かつ
画像サイズが小である「Ｌｏｗ」の３つのレベルが選択可能である。そして、主制御部７
５のＣＰＵ１３１は、圧縮／変換処理を画像圧縮部７３の圧縮／変換回路２３０に対し、
前述した３つのレベルに応じた圧縮／変換処理を行わせる。なお、前述した「Ｈｉｇｈ」
、「Ｎｏｒｍａｌ」及び「Ｌｏｗ」の各設定は、例えば、ＪＰＥＧフォーマットの場合、
予め設定された量子化テーブルまたはハフマンテーブル等を用いることにより実現できる
。
【０３３５】
　なお、前述した「ＨＤＴＶ」欄の各項目のうち、項目「Ｅｎｃｏｄｅ」、「Ｓｉｇｎａ
ｌ」、「Ｆｏｒｍａｔ」、「Ｄｏｔ」及び「Ｌｅｖｅｌ」は、項目「周辺機器」において
、図３Ｄ及び図３Ｅの各ファイリング装置、図３Ｄ及び図３Ｅの各写真撮影装置、図３Ｄ
及び図３Ｅの各光学記録装置、ＰＣカード１６７及びメモリカード１６８のうちのいずれ
かが選択された際にのみ有効（設定変更が可能）であるとするとともに、無効（設定変更
が不可能）である場合には、例えば、濃い灰色のような色により表示されるものであると
する。
【０３３６】
　なお、「ＳＤＴＶ」欄及び「ＨＤＴＶ」欄が有する各項目の設定は、図８に示すような
設定画面上において、ユーザにより設定されるものに限らず、例えば、プロセッサ４に所
定の周辺機器が接続され、かつ、「ＳＤＴＶ」欄または「ＨＤＴＶ」欄の項目「周辺機器
」において該所定の周辺機器が選択された場合に、所定の項目が自動的に所定の設定内容
となるものであっても良い。
【０３３７】
　「Ｂｏａｒｄ」欄が有する項目「ＮＥＴＷＯＲＫ」、「ＵＰＤ」及び「ＺＯＯＭ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌｌｅｒ」は、拡張制御部７７に関する設定を行うことが可能な項目である。
【０３３８】
　項目「ＮＥＴＷＯＲＫ」は、拡張制御部７７として拡張制御部７７Ａが接続された場合
に、該拡張制御部７７Ａから出力されるネットワーク関連情報（に基づく画像）の表示ま
たは非表示、及び、該ネットワーク関連情報（に基づく画像）の表示位置の設定を行うこ
とが可能な項目である。
【０３３９】
　項目「ＵＰＤ」は、拡張制御部７７として、内視鏡形状検出装置の一部の機能を有する
拡張制御部７７Ｂが接続された場合に、該拡張制御部７７Ｂから出力される内視鏡形状画
像の表示または非表示、及び、該内視鏡形状画像の表示位置の設定を行うことが可能な項
目である。
【０３４０】
　項目「ＺＯＯＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」は、拡張制御部７７として、ズーム制御機能
を有する拡張制御部７７Ｂが接続された場合に、該拡張制御部７７Ｂから出力されるズー
ムコントロール情報の表示または非表示、及び、該ズームコントロール情報の表示位置の
設定を行うことが可能な項目である。
【０３４１】
　また、項目「ＮＥＴＷＯＲＫ」、「ＵＰＤ」及び「ＺＯＯＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」
は、項目「ＰｉｎＰ」及び「Ｐｏｓｉｔｉｏｎ」を子項目として各々有している。
【０３４２】
　項目「ＮＥＴＷＯＲＫ」の子項目である「ＰｉｎＰ」は、「ＯＮ」に設定されることに
より前述したネットワーク関連情報（に基づく画像）がＰｉｎＰにより表示され、また、
「ＯＦＦ」に設定されることにより該ネットワーク関連情報（に基づく画像）が非表示と
なる。なお、前述した「ＯＮ」または「ＯＦＦ」の設定は、図８に示すような設定画面上
において行われるものに限らず、例えば、後述する「ＮＥＴ」の機能が割り当てられたキ
ーまたはスイッチの操作により行われるものであっても良い。
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【０３４３】
　項目「ＮＥＴＷＯＲＫ」の子項目である「Ｐｏｓｉｔｉｏｎ」は、ＰｉｎＰにより表示
されるネットワーク関連情報（に基づく画像）の表示位置を、左上、左下、右上及び右下
のうちのいずれかから選択することができる項目である。
【０３４４】
　項目「ＵＰＤ」の子項目である「ＰｉｎＰ」は、「ＯＮ」に設定されることにより前述
した内視鏡形状検出画像がＰｉｎＰにより表示され、また、「ＯＦＦ」に設定されること
により該内視鏡形状検出画像が非表示となる。なお、前述した「ＯＮ」または「ＯＦＦ」
の設定は、図８に示すような設定画面上において行われるものに限らず、例えば、後述す
る「ＵＰＤ」の機能が割り当てられたキーまたはスイッチの操作により行われるものであ
っても良い。
【０３４５】
　項目「ＵＰＤ」の子項目である「Ｐｏｓｉｔｉｏｎ」は、ＰｉｎＰにより表示される内
視鏡形状検出画像の表示位置を、左上、左下、右上及び右下のうちのいずれかから選択す
ることができる項目である。
【０３４６】
　項目「ＺＯＯＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」の子項目である「ＰｉｎＰ」は、「ＯＮ」に
設定されることにより前述したズームコントロール情報がＰｉｎＰにより表示され、また
、「ＯＦＦ」に設定されることにより該ズームコントロール情報が非表示となる。なお、
前述した「ＯＮ」または「ＯＦＦ」の設定は、図８に示すような設定画面上において行わ
れるものに限らず、例えば、後述する「ＺＳｃａｌｅ」の機能が割り当てられたキーまた
はスイッチの操作により行われるものであっても良い。
【０３４７】
　項目「ＺＯＯＭ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ」の子項目である「Ｐｏｓｉｔｉｏｎ」は、Ｐ
ｉｎＰにより表示されるズームコントロール情報の表示位置を、左上、左下、右上及び右
下のうちのいずれかから選択することができる項目である。
【０３４８】
　「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＳＤＴＶ」及び「ＨＤＴＶ」は、レリーズ指
示（記録指示）が行われた後、静止画像を表示し続ける時間を設定可能な項目である。な
お、前記静止画像を表示し続ける時間は、例えば、０．１秒、０．５秒、１秒、２秒、３
秒、４秒、５秒、６秒、７秒、８秒及び９秒のうちのいずれかから選択可能であるとする
。
【０３４９】
　なお、「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＳＤＴＶ」及び「ＨＤＴＶ」の設定は
、図８に示すような設定画面上において、ユーザにより設定されるものに限らず、例えば
、プロセッサ４に所定の周辺機器が接続され、かつ、項目「周辺機器」において該所定の
周辺機器が選択された場合に、自動的に所定の設定内容となるものであっても良い。
【０３５０】
　項目「Ｍｏｎ　ｓｉｚｅ」は、画面表示のサイズを、１６：９または４：３のいずれか
から選択及び設定可能な項目である。
【０３５１】
　項目「暗号化」は、拡張制御部７７Ａの暗号処理回路１７０における暗号化処理及び復
号化処理を行うか否かを設定可能な項目である。
【０３５２】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄が有する各項目は、動画像の表示及び記録等に関する
設定が可能な項目である。
【０３５３】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「ＳＩＺＥ」は、動画像の表示サイズ（縦横比
）を、１倍、２／３倍及び１／２倍の各倍率のうちのいずれかから選択及び設定可能な項
目である。そして、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、画像圧縮部７３のサイズ変更回路２
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３５に対し、前述した各倍率に応じた縮小処理を行わせる。なお、前述した各倍率のうち
、１倍が選択された場合には、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、サイズ変更回路２３５に
縮小処理を行わせることなく、入力された動画像をそのまま出力させる。
【０３５４】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」は、動画像の記録
を行う際に用いられるフォーマットを設定可能な項目である。なお、前記フォーマットと
して設定可能なフォーマットは、例えば、ＡＶＩ、ＭＰＥＧ（ＭＰＥＧ２またはＭＰＥＧ
４）、Ｈ．２６４、またはＷＭＶのいずれかであるとする。項目「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏ
ｄｅ」において、前述したうちのいずれかのフォーマットが選択及び設定された場合、主
制御部のＣＰＵ１３１は、動画像が項目「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」において選択され
たフォーマットにより変換されるように、画像圧縮部７３の動画エンコード回路２３７を
制御する。
【０３５５】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｓｉｇｎａｌ」は、動画像の信号形態を、Ｙ
ＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号のうちのいずれかに設定可能な項目である。前記項目「Ｓ
ｉｇｎａｌ」において、「ＹＣｒＣｂ」が選択及び設定された場合、主制御部７５のＣＰ
Ｕ１３１は、ＹＵＶ変換回路２３６を制御することにより、動画像をＹＣｒＣｂ信号とし
て出力させる。また、前記項目「Ｓｉｇｎａｌ」において、「ＲＧＢ」が選択及び設定さ
れた場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、ＹＵＶ変換回路２３６を制御することにより
、動画像をＲＧＢ信号として出力させる。なお、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目
「Ｓｉｇｎａｌ」は、前述した項目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設定内容に応じて自動
的に所定の設定となるものであっても良い。
【０３５６】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｅｎｃｏｄｅ」は、エンコードを行う画像の
種類を、ＳＤＴＶ及びＨＤＴＶのうちのいずれかから選択及び設定可能な項目である。前
記項目「Ｅｎｃｏｄｅ」において、「ＳＤＴＶ」が選択及び設定された場合、主制御部７
５のＣＰＵ１３１は、合成／マスク処理回路１０８Ｓからの出力が選択されるように画像
処理部７２のセレクタ１２４を制御するとともに、１３．５ＭＨｚのクロック信号が選択
されるように画像圧縮部７３のセレクタ２３４を制御する。また、前記項目「Ｅｎｃｏｄ
ｅ」において、「ＨＤＴＶ」が選択及び設定された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は
、合成／マスク処理回路１０８Ｈからの出力が選択されるように画像処理部７２のセレク
タ１２４を制御するとともに、７４ＭＨｚのクロック信号が選択されるように画像圧縮部
７３のセレクタ２３４を制御する。
【０３５７】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｆｏｒｍａｔ」は、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏ
ｄｅ」欄の項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号またはＲＧＢ信号の
サンプリング方式を設定可能な項目である。なお、前記サンプリング方式として設定可能
なサンプリング方式は、４：２：０、４：１：１、４：２：２及び４：４：４のうちのい
ずれかであるとする。前記項目「Ｆｏｒｍａｔ」において、前述したうちのいずれかのサ
ンプリング方式が選択及び設定された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、該サンプリ
ング方式に応じたエンコード処理を画像圧縮部７３の動画エンコード回路２３７に行わせ
る。なお、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｆｏｒｍａｔ」は、前述した項目「
Ｅｎｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設定内容に応じて自動的に所定の設定となるものであっても
良い。
【０３５８】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の「Ｄｏｔ」は、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の
項目「Ｓｉｇｎａｌ」において設定されたＹＣｒＣｂ信号（コンポーネント）またはＲＧ
Ｂ信号（コンポーネント）の量子化精度を、８ビットまたは１０ビットのうち、いずれか
のドット数に設定可能な項目である。そして、主制御部のＣＰＵ１３１は、画像圧縮部７
３の動画エンコード回路２３７に対し、入力される信号（コンポーネント）を前記ドット
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数により量子化された信号であるとしてエンコード処理を行わせる。なお、「Ｍｏｖｉｅ
　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｏｔ」は、前述した項目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設
定内容に応じて自動的に所定の設定となるものであっても良い。
【０３５９】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「周辺機器」は、プロセッサ４に接続される各
周辺機器のうち、動画像の記録対象機器を、図３Ｄ及び図３Ｅの各ファイリング装置、図
３Ｄ及び図３Ｅの各写真撮影装置、図３Ｄ及び図３Ｅの各光学記録装置、ＰＣカード１６
７及びメモリカード１６８のうちのいずれかから、１または複数を選択可能な項目である
。また、前記「周辺機器」の項目を「ＯＦＦ」に設定することにより、前記記録対象機器
がない状態、すなわち、動画像記録機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作され
たとしても、動画像の記録が行われない設定とすることが可能である。
【０３６０】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「暗号化」は、動画エンコード回路２３７から
出力される動画像に対し、拡張制御部７７Ａの暗号処理回路１７０における暗号化処理を
行うか否かを設定可能な項目である。
【０３６１】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｌｅｖｅｌ」は、動画像の最
大ビットレートを設定可能な項目である。なお、前記最大ビットレートとしては、例えば
、高画質、高ビットレートかつ画像サイズが大である「Ｈｉｇｈ」、前記「Ｈｉｇｈ」の
設定に比べて低画質、低ビットレートかつ画像サイズが小である「Ｎｏｒｍａｌ」、及び
、前記「Ｎｏｒｍａｌ」の設定に比べて低画質、低ビットレートかつ画像サイズが小であ
る「Ｌｏｗ」の３つのレベルが選択可能である。そして、主制御部７５のＣＰＵ１３１は
、圧縮／変換処理を画像圧縮部７３の動画エンコード回路２３７に対し、前述した３つの
レベルに応じたエンコード処理を行わせる。なお、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項
目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｌｅｖｅｌ」は、前述した項目「Ｅｎｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設定内
容に応じて自動的に所定の設定となるものであっても良い。
【０３６２】
　なお、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄が有する各項目の設定は、図８に示すような設
定画面上において、ユーザにより設定されるものに限らず、例えば、プロセッサ４に所定
の周辺機器が接続され、かつ、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「周辺機器」にお
いて該所定の周辺機器が選択された場合に、所定の項目が自動的に所定の設定内容となる
ものであっても良い。
【０３６３】
　また、図９は、プロセッサ４の設定画面のうち、例えば、キーボード５等の操作により
図８の設定画面から遷移した後の画面である、別の設定画面の一例を示す図である。ここ
で、前記設定画面において設定可能な項目及び該項目に関連した機能についての説明を行
う。なお、図９に示すようなプロセッサ４の設定画面は、例えば、画像処理部７２のグラ
フィック回路１０６Ｓ（１０６Ｈ）において生成されるものであるとする。
【０３６４】
　「Ｄｅｃｏｄｅ」欄が有する各項目は、静止画像及び動画像の表示に関する設定が可能
な項目である。
【０３６５】
　「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｖｉｃｅ」は、プロセッサ４に接続される周辺機器の
うち、表示させたい所望の画像が記録されている周辺機器を選択可能な項目である。項目
「Ｄｅｖｉｃｅ」において「ＴＹＰＥ１」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３
１は、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、光学記録装置２０８Ｅ１または２０８
Ｅ２に記録された画像を読み込む。項目「Ｄｅｖｉｃｅ」において「ＴＹＰＥ２」が選択
された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち
、ファイリング装置２０４Ｅ１または２０４Ｅ２に記録された画像を読み込む。項目「Ｄ
ｅｖｉｃｅ」において「ＴＹＰＥ３」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は
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、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、光学記録装置２０８Ｄ１または２０８Ｄ２
に記録された画像を読み込む。項目「Ｄｅｖｉｃｅ」において「ＴＹＰＥ４」が選択され
た場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、フ
ァイリング装置２０４Ｄ１または２０４Ｄ２に記録された画像を読み込む。項目「Ｄｅｖ
ｉｃｅ」において「ＴＹＰＥ５」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、プ
ロセッサ４に接続される周辺機器のうち、コントローラ１６４に接続される図示しないＵ
ＳＢ（登録商標）メモリに記録された画像を読み込む。項目「Ｄｅｖｉｃｅ」において「
ＴＹＰＥ６」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、プロセッサ４に接続さ
れる周辺機器のうち、ＰＣカード１６７に記録された画像を読み込む。項目「Ｄｅｖｉｃ
ｅ」において「ＴＹＰＥ７」が選択された場合、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、プロセ
ッサ４に接続される周辺機器のうち、メモリカード１６８に記録された画像を読み込む。
【０３６６】
　「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」は、表示させる内視鏡合成画像
の種類を、ＳＤＴＶ及びＨＤＴＶのうちのいずれかから選択及び設定可能な項目である。
【０３６７】
　「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」は、サムネイル画像ファイルを使用
したマルチ画像生成を行うか否かを設定可能な項目である。前記項目「ｔｈｕｍｂｎａｉ
ｌ」において「ＵＳＥ」が選択された場合、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、
入力されるサムネイル画像ファイルからマルチ画像を生成する処理を行う。また、前記項
目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」において「ＮＯ」が選択された場合、サムネイル／マルチ画像
生成回路２５０は、入力される出力用画像に基づいてサムネイル画像を生成するとともに
、該サムネイル画像を一覧表示可能なマルチ画像を生成する処理を行う。
【０３６８】
　「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｍｕｌｔ　Ｎｕｍ．」は、マルチ画像表示において表示さ
れる画像の数を、例えば、１枚から３２枚までの間において設定可能な項目である。主制
御部７５のＣＰＵ１３１は、マルチ画像表示において、前記項目「Ｍｕｌｔ　Ｎｕｍ」に
おいて設定された数だけ画像が表示されるように、画像伸長部７４のサムネイル／マルチ
画像生成回路２５０に対して制御を行う。なお、前記項目「Ｍｕｌｔ　Ｎｕｍ」は、「Ｄ
ｅｃｏｄｅ」欄の項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」においてサムネイルファイルを使用する設
定とした場合に、網掛け表示等により、設定不可能な状態とするものであっても良い。
【０３６９】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｌｅｖｅｌ」は、画像伸長部
７４の動画デコード回路２５３が動画像に対して行うデコード処理における、該動画像の
最大ビットレートを設定可能な項目である。なお、前記最大ビットレートとしては、例え
ば、高画質、高ビットレートかつ画像サイズが大である「Ｈｉｇｈ」、前記「Ｈｉｇｈ」
の設定に比べて低画質、低ビットレートかつ画像サイズが小である「Ｎｏｒｍａｌ」、及
び、前記「Ｎｏｒｍａｌ」の設定に比べて低画質、低ビットレートかつ画像サイズが小で
ある「Ｌｏｗ」の３つのレベルが選択可能である。なお、「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄ
ｅｃｏｄｅ　Ｌｅｖｅｌ」は、なお、「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄の項目「Ｅｎｃｏ
ｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設定内容に応じて自動的に所定の設定となるものであっても良い。
【０３７０】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「ＳＩＺＥ」は、動画像の表示サイズ（縦横比
）を、１倍、２／３倍及び１／２倍の各倍率のうちのいずれかから選択及び設定可能な項
目である。そして、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、画像伸長部７４のサイズ変更回路２
５５に対し、前述した各倍率に応じた縮小処理を行わせる。なお、前述した各倍率のうち
、１倍が選択された場合には、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、サイズ変更回路２５５に
縮小処理を行わせることなく、入力された動画像をそのまま出力させる。
【０３７１】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「ＰｉｎＰ」は、動画像をＰｉｎＰにより表示
させるか否かの設定が可能な項目である。動画像がＰｉｎＰにより表示されている場合の
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一例を、図１０により示す。
【０３７２】
　「Ｍｏｖｉｅ　Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｐｏｓｉｔｉｏｎ」は、ＰｉｎＰにより表示
される動画像の表示位置を、左上、左下、右上及び右下のうちのいずれかから選択するこ
とができる項目である。
【０３７３】
 次に、前述にて説明した各項目のうち、項目「Ｓｃｏｐｅ　Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｆｏｏ
ｔ　Ｓｗｉｔｃｈ」、「Ｋｅｙｂｏａｒｄ」及び「Ｆｒｏｎｔ　Ｐａｎｅｌ」のいずれか
に割り当て可能な機能、及び、該機能を実現するためにプロセッサ４の各部等が行う動作
について説明を行う。なお、前記機能が割り当てられたキー及びスイッチにおいて行われ
た操作は、ＳＩＯ１４２またはＰＩＯ１４３のいずれかと、システムバス１３１ａとを介
してＣＰＵ１３１により検知されるものであるとする。
【０３７４】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｆｒｅｅｚｅ」は、フリーズ画像を出力させるた
めのフリーズ指示を行うことができる機能である。このような機能であるフリーズ機能が
割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介
してフリーズ回路９６及びメモリ９７を制御し、フリーズ画像を出力させるための制御を
行う。なお、本実施形態においては、前述したフリーズ機能が割り当てられたキーまたは
スイッチのことを、フリーズスイッチと記述するものとする。
【０３７５】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＳＦｒｅｅｚｅ」は、Ｓフリーズ画像を出力させ
るためのＳフリーズ指示を行うことができる機能である。具体的には、「ＳＦｒｅｅｚｅ
」は、１６：９の表示サイズであり、かつ、内視鏡合成画像内に（少なくとも）２枚の画
像を表示させることができる場合に、画面に向かって左側にＳフリーズ画像を出力させる
ためのＳフリーズ指示を行うことができる機能である。このような機能であるＳフリーズ
機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３
９を介して合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、Ｓフリーズ画像をメモ
リ１１２Ｈに格納させるとともに、該Ｓフリーズ画像が画面に向かって左側に配置され、
かつ、Ｓフリーズ画像以外の画像（フリーズ画像または動画像等）が画面に向かって右側
に配置された状態の内視鏡合成画像を生成及び出力させる。なお、本実施形態においては
、前述したＳフリーズ機能が割り当てられたキーまたはスイッチのことを、Ｓフリーズス
イッチと記述するものとする。
【０３７６】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｒｅｌｅａｓｅ１」は、静止画像を周辺機器（記
録対象機器）等に記録させるためのレリーズ指示を行うことができる機能である。このよ
うな機能であるレリーズ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰ
Ｕ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画
面のＳＣＶ３０９の値及びＤ．Ｆ３１１の値に各々１ずつ加算した値を出力させる。また
、レリーズ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、
前述した設定画面の、「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである
「周辺機器」において設定された周辺機器等にＳＤＴＶ方式の出力用画像を記録させると
ともに、「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の子項目の１つである「周辺機器」
において設定された周辺機器等にＨＤＴＶ方式の出力用画像を記録させる。
【０３７７】
　なお、本実施形態においては、前述した「Ｒｅｌｅａｓｅ１」の機能は、「Ｒｅｌｅａ
ｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」として、同様の機能を最大４
つのキーまたはスイッチに割り当てることが可能であるとする。
【０３７８】
　ここで、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」から「Ｒｅｌｅａｓｅ４」までのレリーズ機能が割り当
てられた各キーまたは各スイッチのうちのいずれかが操作された場合に、出力用画像を記
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録対象機器に記録させるためにＣＰＵ１３１が行う制御の詳細について説明を行う。なお
、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」から「Ｒｅｌｅａｓｅ４」は全て同様の機能を有するため、以降
においては、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」のみについて説明を行うものとする。
【０３７９】
　図８に示す設定画面の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」における記録対象機器として、例えば、図
３Ａ、図３Ｂ及び図３Ｃに示す、各ファイリング装置及び各写真撮影装置のうちの少なく
とも一の装置が選択された場合、ＣＰＵ１３１は、ＳＩＯ１４２またはＰＩＯ１４３を介
し、出力用画像を該少なくとも一の装置に記録させる制御を行う。
【０３８０】
　図８に示す設定画面の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」における記録対象機器として、例えば、図
３Ｄに示す各ファイリング装置、各写真撮影装置及び各光学記録装置のうちの少なくとも
一の装置が選択された場合、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６から読み込まれた後、画像圧
縮部７３のコントローラ２３２から出力される出力用画像を、拡張制御部７７Ａのコント
ローラ１６４等を介し、該少なくとも一の装置に記録させる制御を行う。
【０３８１】
　図８に示す設定画面の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」における記録対象機器として、例えば、図
２Ｄに示すＰＣカード１６７及びメモリカード１６８のうちのいずれか一の装置が選択さ
れた場合、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６から読み込まれた後、画像圧縮部７３のコント
ローラ２３２から出力される出力用画像を、拡張制御部７７Ａのカードコントローラ１６
５等を介して該一の装置に記録させる制御を行う。
【０３８２】
　図８に示す設定画面の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」における記録対象機器として、例えば、図
３Ｅに示す各ファイリング装置、各写真撮影装置及び各光学記録装置のうちの少なくとも
一の装置が選択され、かつ、圧縮率の高い画像の記録を行う設定である場合、ＣＰＵ１３
１は、メモリ１２６から読み込まれた後、画像圧縮部７３のコントローラ２３２から出力
される出力用画像をＨＵＢ１６２及び信号線１６２ａ等を介して該少なくとも一の装置に
記録させるとともに、バックアップ用に該出力用画像をバッファ１６６に対しても記録さ
せるための制御を行う。また、図８に示す設定画面の「Ｒｅｌｅａｓｅ１」における記録
対象機器として、例えば、図３Ｅに示す各ファイリング装置、各写真撮影装置及び各光学
記録装置のうちの少なくとも一の装置が選択され、かつ、圧縮率の低い画像の記録を行う
設定である場合、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６から読み込まれた後、画像圧縮部７３の
コントローラ２３２から出力される出力用画像をバッファ１６６に対して記録させるため
の制御を行う。その後、例えば、検査終了通知機能を有するキーが操作されることにより
、検査の終了が通知されると、バッファ１６６に記録された各出力用画像のうち、一部ま
たは全部の画像が、図３Ｅに示す各ファイリング装置、各写真撮影装置及び各光学記録装
置のうちの少なくとも一の装置に記録される。
【０３８３】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｉｒｉｓ」は、測光（調光）の方式を、ピーク、
平均または自動のうちのいずれかから選択及び切替を行うことが可能な機能である。この
ような機能である測光切替機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、Ｃ
ＰＵ１３１は、該操作に応じた指示に基づいて生成した調光信号を、信号線５９ａ等を介
して光源装置３へ出力する。
【０３８４】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｅｎｈａｎｃｅ」は、画像の強調表示を、例えば
、構造強調または輪郭強調のうちのいずれかから選択及び切替を行うことが可能な機能で
ある。このような機能である強調切替機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作さ
れると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、
図７に示す画面の構造強調／輪郭強調３２３Ａまたは（及び）３２３Ｂの表示内容を変更
して出力させる。また、強調切替機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作される
と、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介して拡大／強調回路９９Ｈまたは（及び）９９Ｓ
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を制御し、強調された状態の出力用画像を出力させる。
【０３８５】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｃｏｎｔｒａｓｔ」は、画像のコントラストを、
例えば、「Ｌｏｗ」（低コントラスト）、「Ｎｏｒｍａｌ」（中コントラスト）、「Ｈｉ
ｇｈ」（高コントラスト）及び無補正のうちのいずれかから選択及び切替を行うことが可
能な機能である。このような機能であるコントラスト切替機能が割り当てられたキーまた
はスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）
１０６Ｈを制御し、図７に示す画面のコントラスト３２０Ａまたは（及び）３２０Ｂの表
示内容を変更して出力させる。また、コントラスト切替機能が割り当てられたキーまたは
スイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介して前段画像処理回路９５
を制御し、該操作に応じた指示に基づくγ変換を行わせる。
【０３８６】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｉｍｇ．　Ｓｉｚｅ」は、出力用画像の画像サイ
ズを切替可能な機能である。このような機能である画像サイズ切替機能が割り当てられた
キーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介して拡大／強調
回路９９Ｈまたは（及び）９９Ｓを制御し、出力用画像の画像サイズを変更して（拡大さ
れた画像を）出力させる。また、画像サイズ切替機能が割り当てられたキーまたはスイッ
チが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介して合成／マスク処理回路１０８
Ｈまたは（及び）１０８Ｓを制御することにより、マスク処理が施された画像信号に画像
サイズが変更された画像を合成して出力させる。
【０３８７】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＶＴＲ」は、プロセッサ４に接続される周辺機器
のうち、ＶＴＲにおける動画像の記録と、該動画像の記録の一時停止とをトグル動作によ
り切り替え可能な機能である。このような機能であるＶＴＲ記録機能が割り当てられたキ
ーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（
及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面のＶＴＲ３１２の表示状態を変更して出力させ
る（動画像記録中には「ＶＴＲ」が表示され、一時停止中には「ＶＴＲ」が非表示となる
）。また、ＣＰＵ１３１は、ＶＴＲ記録機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作
される度に、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、例えば、ＶＴＲ２０３Ａ、２０
３Ｂ１、２０３Ｂ２、２０３Ｃ１または２０３Ｃ２のうち、一（または複数）のＶＴＲに
対し、動画像の記録を行わせる指示と、動画像の記録を一時停止させる指示とを交互に出
力する。なお、ＣＰＵ１３１は、ＶＴＲからの一の動画像の再生中にＶＴＲ記録機能が割
り当てられたキーまたはスイッチが操作された場合、該一の動画像の再生を中断するもの
とする。また、ＣＰＵ１３１は、ＶＴＲ記録機能が割り当てられたキーまたはスイッチが
操作される毎に、前記一の動画像と異なる他の動画像の記録を行わせる指示と、該他の動
画像の記録を一時停止させる指示とを交互に出力するものとする。なお、前述した、ＶＴ
Ｒ記録機能により動画像の記録を行わせる指示及び動画像の記録を一時停止させる指示は
、前述した各ＶＴＲ以外に、ファイリング装置２０４Ｃ１及び２０４Ｃ２に対しても出力
されるものであっても良い。また、図３Ａから図３Ｃまでに示す各ＶＴＲに、前述したＶ
ＴＲ記録機能を有する、プロセッサ４による機能の割り当てから独立したスイッチ等が設
けられていても良い。
【０３８８】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｃａｐｔｕｒｅ」は、プロセッサ４に接続される
周辺機器のうち、プリンタにおける静止画像のキャプチャを行うことが可能な機能である
。このような機能であるキャプチャ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作され
ると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図
７に示す画面のＣＶＰ３１０の表示内容（カウント値及びメモリページ等）を変更して出
力させる。また、キャプチャ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、
ＣＰＵ１３１は、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、プリンタに対し、出力用画
像のキャプチャを行う指示と、該出力用画像とを出力する。
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【０３８９】
　ここで、「Ｃａｐｔｕｒｅ」によるキャプチャ機能が割り当てられた各キーまたは各ス
イッチのうちのいずれかが操作された場合に、出力用画像を対象機器にキャプチャさせる
ためにＣＰＵ１３１が行う制御の詳細について説明を行う。
【０３９０】
　例えば、図３Ａ、図３Ｂ及び図３Ｃに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタ
において出力用画像のキャプチャが行われる場合、ＣＰＵ１３１は、ＳＩＯ１４２または
ＰＩＯ１４３を介し、出力用画像を該一のプリンタにおいてキャプチャさせる制御を行う
。
【０３９１】
　例えば、図３Ｄに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタが選択された場合、
ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６から読み込まれた後、画像圧縮部７３のコントローラ２３
２から出力される出力用画像を、拡張制御部７７Ａのコントローラ１６４等を介し、該一
のプリンタにおいてキャプチャさせる制御を行う。
【０３９２】
　例えば、図３Ｅに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタが選択され、かつ、
圧縮率の高い画像のキャプチャを行う設定である場合、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６か
ら読み込まれた後、画像圧縮部７３のコントローラ２３２から出力される出力用画像をＨ
ＵＢ１６２及び信号線１６２ａ等を介して該一のプリンタにキャプチャさせるとともに、
該出力用画像をバッファ１６６に対しても記録させるための制御を行う。また、例えば、
図３Ｅに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタが選択され、かつ、圧縮率の低
い画像の記録を行う設定である場合、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６から読み込まれた後
、画像圧縮部７３のコントローラ２３２から出力される出力用画像をバッファ１６６に対
して記録させるための制御を行う。その後、例えば、検査終了通知機能を有するキーが操
作されることにより、検査の終了が通知されると、バッファ１６６に記録された各出力用
画像のうち、一部または全部の画像が、図３Ｅに示す各プリンタのうち、少なくとも一の
プリンタにおいてキャプチャされる。
【０３９３】
　なお、前述したプリンタの選択は、図８に示す設定画面において行われるようにしても
良い。
【０３９４】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｐｒｉｎｔ」は、プロセッサ４に接続される周辺
機器のうち、プリンタに対し、静止画像を印刷して出力させることが可能な機能である。
このような機能であるプリント機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると
、ＣＰＵ１３１は、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、プリンタに対し、出力用
画像の印刷を行わせる指示を出力する。
【０３９５】
　ここで、「Ｐｒｉｎｔ」によるプリント機能が割り当てられた各キーまたは各スイッチ
のうちのいずれかが操作された場合に、出力用画像を対象機器に印刷させるためにＣＰＵ
１３１が行う制御の詳細について説明を行う。
【０３９６】
　例えば、図３Ａ、図３Ｂ及び図３Ｃに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタ
において出力用画像の印刷が行われる場合、ＣＰＵ１３１は、ＳＩＯ１４２またはＰＩＯ
１４３を介し、該一のプリンタ内にキャプチャされた静止画像を印刷させる制御を行う。
【０３９７】
　例えば、図３Ｄに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタが選択された場合、
ＣＰＵ１３１は、拡張制御部７７Ａのコントローラ１６４等を介し、該一のプリンタ内に
キャプチャされた静止画像を印刷させる制御を行う。
【０３９８】
　例えば、図３Ｅに示す各プリンタのうち、少なくとも一のプリンタが選択された場合、
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ＣＰＵ１３１は、ＨＵＢ１６２及び信号線１６２ａ等を介し、該一のプリンタ内にキャプ
チャされた静止画像を印刷させる制御を行う。
【０３９９】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｓｔｏｐ　Ｗ．」は、図７に示す画面の時刻情報
３０８のうち、ストップウォッチの表示状態及び動作状態を切替可能な機能である。この
ような機能であるストップウォッチ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作され
ると、ＣＰＵ１３１は、ＲＴＣ１３４により示される時間に基づいてグラフィック回路１
０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面の時刻情報３０８のうち、スト
ップウォッチの表示状態を切り替える。なお、本実施形態においては、前記ストップウォ
ッチの表示状態は、ストップウォッチ機能が割り当てられたキーが操作される毎に、スト
ップウォッチ表示及び動作開始と、ストップウォッチ一時停止と、ストップウォッチ非表
示とが順次切り替えられるものとする。
【０４００】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＵＰＤ」は、拡張制御部７７Ｂのグラフィック回
路１６９において生成及び出力される内視鏡形状画像の表示及び非表示を、トグル動作に
より切り替え可能な機能である。このような機能であるＵＰＤ画像切替機能が割り当てら
れたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、該操作に応じた指示に基づき
、拡張制御部７７Ｂのグラフィック回路１６９から出力される内視鏡形状画像を、合成／
マスク処理回路１０８Ｈまたは（及び）１０８Ｓにおいて合成して出力させるか否かを制
御する。（なお、前記制御に伴う処理については、図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ４から
ステップＤＤＤＦＬＷ７までに示す処理の説明として述べた箇所を参照のこと。）
　選択可能な機能のうちの１つである「ＺＳｃａｌｅ」は、拡張制御部７７Ｂから出力さ
れるズームコントロール情報の表示及び非表示を、トグル動作により切り替え可能な機能
である。このような機能であるＺＳｃａｌｅ画像切替機能が割り当てられたキーまたはス
イッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、該操作に応じた指示に基づき、グラフィック回
路１０６Ｓ及び１０６Ｈにおいてズームコントロール情報を画像化させるとともに、合成
／マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マスク処理回路１０８Ｓにおいて該ズームコントロ
ール情報をマスク合成及び出力させるか否かを制御する。（なお、前記制御に伴う処理に
ついては、図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ４からステップＤＤＤＦＬＷ７までに示す処理
の説明として述べた箇所を参照のこと。）
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｚｏｏｍ」は、出力用画像に対する電子拡大処理
の倍率を切り替えることが可能な機能である。このような機能である電子拡大倍率機能が
割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介
して拡大／強調回路９９Ｈまたは（及び）９９Ｓを制御し、該操作に応じた指示に基づく
倍率による電子拡大処理を行わせる。
【０４０１】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＩＨｂ」は、ヘモグロビンインデックスに応じた
色彩強調の度合いを切り替え可能な機能である。このような機能であるヘモグロビンイン
デックス色彩強調機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３
１は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面の色
彩強調３２１Ａまたは（及び）３２１Ｂの表示内容を変更して出力させる。また、ヘモグ
ロビンインデックス色彩強調機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、
ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介し、ヘモグロビンインデックスに応じた色彩強調処理
である、ＩＨｂ色彩強調処理の度合いについての制御を後段画像処理回路９８に対して行
う。
【０４０２】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＰＵＭＰ」は、（図示しない）前方送水ポンプに
より行われる送水のＯＮ及びＯＦＦを、トグル動作により切り替え可能な機能である。こ
のような機能である前方送水切替機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作される
と、ＣＰＵ１３１は、（図示しない）前方送水ポンプに対し、前方送水を実行または停止
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させるための制御を行う。また、ＣＰＵ１３１は、前方送水切替機能が割り当てられたキ
ーまたはスイッチが操作されると、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを
制御し、図７に示す画面におけるＰＵＭＰ３１３の表示内容を変更して出力させる。
【０４０３】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｅｘａｍ　Ｅｎｄ」は、プロセッサ４に接続され
る周辺機器等に対し、検査終了を通知することが可能な機能である。このような機能であ
る検査終了通知機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１
は、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面として
表示されている観察情報群３００が有する各情報のうち、一部の情報をクリア（させると
ともに、代わりに項目名を表示）させる。また、検査終了通知機能が割り当てられたキー
またはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、検査終了を示す信号をプロセッサ４の
各部へ出力する。
【０４０４】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｍ－ＲＥＣ」は、プロセッサ４に接続される周辺
機器のうち、光学記録装置及びファイリング装置における動画像の記録と、該動画像の記
録の一時停止とをトグル動作により切り替え可能な機能である。このような機能である動
画像記録機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グ
ラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面のＶＴＲ３１
２の表示状態を変更して出力させる（動画像記録中には「ＶＴＲ」が表示され、一時停止
中には「ＶＴＲ」が非表示となる）。また、ＣＰＵ１３１は、動画像記録機能が割り当て
られたキーまたはスイッチが操作される度に、プロセッサ４に接続される周辺機器である
、例えば、ファイリング装置２０４Ｄ１、２０４Ｄ２、２０４Ｅ１及び２０４Ｅ２と、光
学記録装置２０８Ｄ１、２０８Ｄ２、２０８Ｅ１及び２０８Ｅ２とのうち、一（または複
数）の装置に対し、動画像の記録を行わせる指示と、動画像の記録を一時停止させる指示
とを交互に出力する。なお、図３Ｄ及び図３Ｅに示す各ファイリング装置及び（または）
各光学記録装置に、前述した動画像記録機能を有する、プロセッサ４による機能の割り当
てから独立したスイッチ等が設けられていても良い。
【０４０５】
　選択可能な機能のうちの１つである「特殊光」は、光源装置３が有する特殊光フィルタ
５３Ａ、５３Ｂ及び５３Ｃのうち、ランプ５１の光路上に配置するフィルタをトグル動作
により選択及び切替可能な機能である。このような機能である特殊光フィルタ切替機能が
割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路
１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面の光源フィルタ種類３２５Ａ
または（及び）３２５Ｂの表示状態を変更して出力させる。また、特殊光フィルタ切替機
能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、該操作に応じ
た指示に基づく制御を信号線５９ａ等を介して行うことにより、光源装置３のランプ５１
の光路上に配置するフィルタを変更させる。さらに、特殊光フィルタ切替機能が割り当て
られたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、ＢＵＦ１３９を介し、前段
画像処理回路９５、後段画像処理回路９８、拡大／強調回路９９Ｈ及び拡大／強調回路９
９Ｓの各部を制御し、ランプ５１の光路上に配置されたフィルタの種類に応じた画像処理
を前記各部に対して行わせる。
【０４０６】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｐ－ＶＴＲ」は、プロセッサ４に接続される周辺
機器のうち、ＶＴＲに記録された動画像の再生と、該動画像の再生の一時停止とをトグル
動作により切り替え可能な機能である。このような機能であるＶＴＲ再生機能が割り当て
られたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｓ
または（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面のＶＴＲ３１２の表示状態を変更して
出力させる（動画像再生中には「ＶＴＲ」が表示され、一時停止中には「ＶＴＲ」が非表
示となる）。また、ＣＰＵ１３１は、ＶＴＲ再生機能が割り当てられたキーまたはスイッ
チが操作される度に、プロセッサ４に接続される周辺機器のうち、例えば、ＶＴＲ２０３
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Ａ、２０３Ｂ１、２０３Ｂ２、２０３Ｃ１または２０３Ｃ２のうち、一のＶＴＲに対し、
動画像の再生を行わせる指示と、動画像の再生を一時停止させる指示とを交互に出力する
。なお、ＣＰＵ１３１は、ＶＴＲにおいて動画像の記録が行われている最中、動画像の早
送りが行われている最中、または動画像の巻き戻しが行われている最中のいずれかにおい
てＶＴＲ再生機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、それら（動画像
の記録、早送り及び巻き戻し）に関する処理を中断するとともに、該キーまたは該スイッ
チが操作される毎に、動画像の再生を行わせる指示と、動画像の再生を一時停止させる指
示とを交互に出力するものとする。なお、前述した、ＶＴＲ再生機能により動画像の再生
を行わせる指示及び動画像の再生を一時停止させる指示は、前述した各ＶＴＲ以外に、フ
ァイリング装置２０４Ｃ１及び２０４Ｃ２に対しても出力されるものであっても良い。
【０４０７】
　選択可能な機能のうちの１つである「Ｍ－ＰＬＹ」は、プロセッサ４に接続される周辺
機器のうち、光学記録装置及びファイリング装置における動画像の再生と、該動画像の再
生の一時停止とをトグル動作により切り替え可能な機能である。このような機能である動
画像再生機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、グ
ラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御し、図７に示す画面のＶＴＲ３１
２の表示状態を変更して出力させる（動画像再生中には「ＶＴＲ」が表示され、一時停止
中には「ＶＴＲ」が非表示となる）。また、ＣＰＵ１３１は、動画像再生機能が割り当て
られたキーまたはスイッチが操作される度に、プロセッサ４に接続される周辺機器である
、例えば、ファイリング装置２０４Ｄ１、２０４Ｄ２、２０４Ｅ１及び２０４Ｅ２と、光
学記録装置２０８Ｄ１、２０８Ｄ２、２０８Ｅ１及び２０８Ｅ２とのうち、一の装置に対
し、動画像の再生を行わせる指示と、動画像の再生を一時停止させる指示とを交互に出力
する。なお、図３Ｄ及び図３Ｅに示す各ファイリング装置及び（または）各光学記録装置
に、前述した動画像再生機能を有する、プロセッサ４による機能の割り当てから独立した
スイッチ等が設けられていても良い。
【０４０８】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＮＥＴ」は、拡張制御部７７Ａから出力される、
ネットワーク関連情報（に基づく画像）の表示及び非表示を、トグル動作により切り替え
可能な機能である。このような機能であるネットワーク関連情報画像切替機能が割り当て
られたキーまたはスイッチが操作されると、ＣＰＵ１３１は、該操作に応じた指示に基づ
き、拡張制御部７７Ａから出力されるネットワーク関連情報（に基づく画像）を、合成／
マスク処理回路１０８Ｈまたは（及び）１０８Ｓにおいて合成して出力させるか否かを制
御する。（なお、前記制御に伴う処理については、図２ＨのステップＤＤＤＦＬＷ４から
ステップＤＤＤＦＬＷ７までに示す処理の説明として述べた箇所を参照のこと。）
　選択可能な機能のうちの１つである「ＴＥＬＥ」は、内視鏡２Ａ（２Ｂ）が有する対物
光学系２２Ａ（２２Ｂ）を拡大（テレ）方向に移動させることが可能な機能である。ＣＰ
Ｕ１３１は、このような機能であるテレ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作
され続けている間、拡張制御部７７Ｂの駆動回路１８６を介して内視鏡２Ａ（及び２Ｂ）
のアクチュエータ２３Ａ（２３Ｂ）を駆動させることにより、対物光学系２２Ａ（２２Ｂ
）を挿入部２１Ａ（２１Ｂ）の軸方向かつ先端側方向である、拡大（テレ）方向に移動さ
せる。また、ＣＰＵ１３１は、テレ機能が割り当てられたキーまたはスイッチが操作され
ると、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御することにより、ズーム
コントロール情報の表示内容を、拡大（テレ）に応じた内容に変更して出力させる。
【０４０９】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＷＩＤＥ」は、内視鏡２Ａ（２Ｂ）が有する対物
光学系２２Ａ（２２Ｂ）を広角（ワイド）方向に移動させることが可能な機能である。Ｃ
ＰＵ１３１は、このような機能であるワイド機能が割り当てられたキーまたはスイッチが
操作され続けている間、拡張制御部７７Ｂの駆動回路１８６を介して内視鏡２Ａ（及び２
Ｂ）のアクチュエータ２３Ａ（２３Ｂ）を駆動させることにより、対物光学系２２Ａ（２
２Ｂ）を挿入部２１Ａ（２１Ｂ）の軸方向かつ基端側方向である、広角（ワイド）方向に
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移動させる。また、ＣＰＵ１３１は、ワイド機能が割り当てられたキーまたはスイッチが
操作されると、グラフィック回路１０６Ｓまたは（及び）１０６Ｈを制御することにより
、ズームコントロール情報の表示内容を、広角（ワイド）に応じた内容に変更して出力さ
せる。
【０４１０】
　選択可能な機能のうちの１つである「ＯＦＦ」は、前述した各機能のうちのいずれも割
り当てないようにするための設定である。すなわち、「ＯＦＦ」に設定されたキーまたは
スイッチが操作された場合においては、プロセッサ４は何も処理を行わない。
【０４１１】
　なお、ＣＰＵ１３１は、前述した各機能のうち、例えば、拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂ
の接続状態の検出結果等により、一部の機能のみを選択できるようにするものであっても
良い。具体的には、ＣＰＵ１３１は、拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂのうち、未接続のもの
（または検知できなかったもののいずれか）に関する機能を選択不可能または非表示にす
る等の処理を行うものであっても良い。
【０４１２】
　ここで、前述した、動画像記録機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されることに
よる動画像記録の際に、プロセッサ４の各部が行う処理等について説明する。
【０４１３】
　動画像記録機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されると、主制御部７５のＣＰＵ
１３１は、前述した、図８の設定画面における「Ｍｏｖｉｅ　Ｅｎｃｏｄｅ」欄が有する
各項目において選択された内容に基づき、セレクタ１２４、セレクタ２３４、サイズ変更
回路２３５、ＹＵＶ変換回路２３６及び動画エンコード回路２３７の設定を行う。そして
、動画エンコード回路２３７から出力された動画像は、バスブリッジ１６３を介した後、
以降に記すようにして周辺機器へ出力される。
【０４１４】
　動画エンコード回路２３７から出力された動画像は、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１
によりフォーマット変換が施され、暗号処理回路１７０により暗号化処理が施された後、
さらに、内視鏡関連情報及びセキュリティ情報等が付加された状態として、信号線１６２
ａを介し、ファイリング装置２０４Ｅ１（及び２０４Ｅ２）と、光学記録装置２０８Ｅ１
（及び２０８Ｅ２）とに対して出力される。なお、信号線１６２ａを介して動画像が出力
される際のプロトコルは、例えば、ＴＣＰ／ＩＰ、ＦＴＰ、ＨＴＴＰ、ＸＭＬ、ＨＬ７、
ＳＧＭＬ、ＪＡＶＡ（登録商標）、ＣＯＭ、ＤＣＯＭ、ＣＯＲＢＡ、ＤＢＭＳ、ＲＤＢＭ
Ｓのうちのいずれであっても良い。
【０４１５】
　動画エンコード回路２３７から出力された動画像は、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１
によりフォーマット変換が施され、暗号処理回路１７０により暗号化処理が施された後、
さらに、内視鏡関連情報及びセキュリティ情報等が付加された状態として、コントローラ
１６４を介し、ファイリング装置２０４Ｄ１（及び２０４Ｄ２）と、光学記録装置２０８
Ｄ１（及び２０８Ｄ２）と、図示しないＵＳＢ（登録商標）メモリと、に対して出力され
る。なお、ＵＳＢ（登録商標）のＣｌａｓｓ　Ｄｒｉｖｅｒは、例えば、ＨＵＢ　Ｃｌａ
ｓｓ　Ｄｒｉｖｅｒ、Ｈｕｍａｎ　　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　Ｄｅｖｉｃｅｓ Ｃｌａｓｓ
　Ｄｒｉｖｅｒ、Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃｌａｓｓ　Ｄｒｉｖｅ
ｒ、Ａｕｄｉｏ　Ｃｌａｓｓ　Ｄｒｉｖｅｒ、Ｍａｓｓ　Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｃｌａｓｓ　
Ｄｒｉｖｅｒ、Ｓｔｉｌｌ　Ｉｍａｇｅ　Ｃａｐｔｕｒｅ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃｌａｓｓ　
Ｄｒｉｖｅｒ、Ｐｒｉｎｔｅｒ　Ｃｌａｓｓ　Ｄｒｉｖｅｒ等が対応可能であってもよく
、また、ＵＳＢ（登録商標） Ｏｎ－Ｔｈｅ－Ｇｏ規格に対応してもよい。また、動画エ
ンコード回路２３７によって前記フォーマット変換が動画像に対して施された場合、該動
画像は、ＣＰＵ１５１を介さずにコントローラ１６４に直接出力されるものであっても良
い。
【０４１６】
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　動画エンコード回路２３７から出力された動画像は、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１
によりフォーマット変換が施され、暗号処理回路１７０により暗号化処理が施された後、
さらに、内視鏡関連情報及びセキュリティ情報等が付加された状態として、カードコント
ローラ１６５を介し、ＰＣカード１６７及び（または）メモリカード１６８に対して出力
される。なお、動画エンコード回路２３７によって前記フォーマット変換が動画像に対し
て施された場合、該動画像は、ＣＰＵ１５１を介さずにカードコントローラ１６５に直接
出力されるものであっても良い。
【０４１７】
　動画エンコード回路２３７から出力された動画像は、例えば、最初にＰＣカード１６７
及び（または）メモリカード１６８、または、バッファ１６６のいずれかに出力され、最
後に信号線１６２ａ及びコントローラ１６４の接続先の周辺機器に出力されるというよう
に、記録対象の周辺機器へ順番に出力されるともに、動画像の記録の状態がバックアップ
ＲＡＭ１３７（または１５５）に格納されるものであっても良い。これにより、例えば、
信号線１６２ａ及びコントローラ１６４の接続先の周辺機器に動画像を記録している最中
にプロセッサ４の電源がＯＦＦしてしまった場合であり、さらに、再度プロセッサ４の電
源がＯＮされた際に、ＣＰＵ１３１（またはＣＰＵ１５１のいずれか）は、バックアップ
ＲＡＭ１３７（または１５５）に格納された周辺機器への記録状態を示す情報を読み込む
ことにより、ＰＣカード１６７、メモリカード１６８またはバッファ１６６のいずれかに
記録済みの動画像を、自動的に信号線１６２ａ及びコントローラ１６４の接続先の周辺機
器に出力することが可能である。
【０４１８】
　なお、図３Ａから図３Ｅまでに示す各ファイリング装置及び各光学記録装置、ＰＣカー
ド１６７、メモリカード１６８及びＵＳＢ（登録商標）メモリ内において、画像を記録す
る場合に用いられるディレクトリ構造は、例えば、図１１Ａに示す、患者ＩＤに応じたデ
ィレクトリ内に各ファイルが格納されるような、共通のものが用いられるものであっても
良い。なお、図１１Ａに示すディレクトリ構造は、静止画像における一例を示したもので
あるが、（例えば、拡張子が「．ｍｐｇ」等として示されるような）動画像の場合におい
ても同様なものが用いられても良い。さらに、同一の患者ＩＤの静止画像及び動画像がメ
モリ内の別々のディレクトリ内に格納されるものに限らず、例えば、同一の患者ＩＤの静
止画像及び動画像が同一のディレクトリ内に併せて格納されるものであっても良い。また
、図１１Ａに示すディレクトリ構造におけるディレクトリ及び（または）ファイル各々に
、セキュリティ情報として、例えば、ガードキー、パスワード、ユーザの指紋、虹彩、認
証、網膜の血管パターン、筆跡、声紋、顔の形状、署名、手の甲の静脈パターン等の認証
情報のうちの少なくとも一が付加されるものであっても良い。これにより、所定のユーザ
のみがファイル（及びディレクトリ）にアクセスできるようになり、その結果、患者に関
する各情報の機密性が向上される。図１１Ａに示すディレクトリ構造におけるディレクト
リ及び（または）ファイル各々に対し、前述したガードキー、パスワードまたは認証情報
のいずれかによる（例えば上書き不可等の）アクセス制限がなされるものであっても良い
。
【０４１９】
　さらに、図１１Ａに示すディレクトリ構造におけるディレクトリ名及びファイル名は、
患者ＩＤに基づいて生成されるものに限らず、前述した観察情報群３００のいずれかに基
づいて自動的に生成されるものであっても良く、ユーザが所望の名前を入力可能であって
も良く、また、文字制限が課されるものであっても良く、該文字制限及び観察情報群３０
０に応じた適切な名前が自動的に生成されるものであっても良い。また、図１１Ａに示す
ディレクトリ構造におけるディレクトリ名及びファイル名は、例えば、記録対象の画像が
フリーズ画像またはＳフリーズ画像のいずれであるかにより、互いに異なる名前が自動的
に生成されるものであっても良い。
【０４２０】
　図１１Ａに示すディレクトリ構造における各ファイルのうち、サムネイル画像の画像フ
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ァイル、及び、該サムネイル画像の元となった画像の画像ファイルは、図１１Ｂに示すよ
うに各々が別の画像ファイルであっても良いし、また、図１１Ｃに示すように各々が組み
合わさった１つの画像ファイルとして構成されるものであっても良い。なお、図１１Ｂ及
び図１１Ｃにおいて、「ＳＯＩ」はファイルデータの初めの部分を示す情報であり、また
、「ＥＯＩ」はファイルデータの終わりの部分を示す情報であるとする。
【０４２１】
　なお、周辺機器等に記録される各画像（動画像及び静止画像）には、例えば、以降に記
す各項目ａ）からｚ）までに列挙する各情報等のうち、少なくとも一の情報等が付加され
るものであっても良い。
【０４２２】
ａ）図７に示す画面に示される観察情報群３００及び該観察情報群３００に関する設定情
報。
【０４２３】
ｂ）画像関連情報群３０１Ａ（３０２Ａ）及び該画像関連情報群３０１Ａ（３０２Ａ）に
関する設定情報。
【０４２４】
ｃ）周辺機器の接続情報（記録枚数、記録状態や接続の有無や電源状態や通信状態、プリ
ンタなどの分割モードやプリント枚数、ＶＴＲの動作状態（再生、録画または停止））。
【０４２５】
ｄ）画像関連情報群３０１Ａ（３０２Ａ）以外の、内視鏡画像３０１（３０２）に関する
情報（ＩＨｂ擬似カラーの表示域、画像サイズ（Ｍｅｄｉｕｍ、Ｓｅｍｉ－Ｆｕｌｌまた
はＦｕｌｌのいずれか）、モノクロの設定等）。
【０４２６】
ｅ）内視鏡２Ａ（２Ｂ）の操作スイッチ部２８Ａ（２８Ｂ）、キーボード５及びフロント
パネル７６に割り当てられた機能（キーボード５におけるＣａｐｓ　Ｌｏｃｋ、Ｉｎｓｅ
ｒｔ、及び、文字入力設定等）。
【０４２７】
ｆ）アローポインタ３０１ａ（３０２ａ）の表示状態。
【０４２８】
ｇ）時刻情報３０８が有するストップウォッチの動作状態（動作中または停止中）。
【０４２９】
ｈ）時刻情報３０８が省略表示されているか否かの情報。
【０４３０】
ｉ）内視鏡合成画像に表示されている各メッセージ。
【０４３１】
ｊ）内視鏡合成画像の表示サイズ（画面アスペクト比）。
【０４３２】
ｋ）サムネイル画像群３２６Ａが有するサムネイル画像３２６の数。
【０４３３】
ｌ）内視鏡合成画像上における、各情報の表示状態（表示または消去）。
【０４３４】
ｍ）内視鏡２Ａ（２Ｂ）のメモリ３０Ａ（３０Ｂ）に格納されている情報。
【０４３５】
ｎ）プロセッサ４のシリアルナンバー。
【０４３６】
ｏ）プロセッサ４の電源がＯＮされた回数。
【０４３７】
ｐ）画像が記録された日付及び時刻。
【０４３８】
ｑ）内視鏡２Ａ（２Ｂ）の種類。
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【０４３９】
ｒ）測光（調光）の設定状態（ピーク、平均または自動）。
【０４４０】
ｓ）イーサネット（登録商標）のＭａｃアドレス及びＩＰアドレス。
【０４４１】
ｔ）画像のデータサイズ。
【０４４２】
ｕ）画像の縮小率。
【０４４３】
ｖ）画像の色空間(ｓＲＧＢ等)。
【０４４４】
ｗ）画像の識別情報。
【０４４５】
ｘ）各設定画面（図８及び図９等）における設定内容。
【０４４６】
ｙ）フォーマットのヘッダファイル及びマーカー等。
【０４４７】
ｚ）画像の記録対象である機器のシリアルナンバー及び製品名。
【０４４８】
　なお、前述した項目ｄ）における画像サイズ（Ｍｅｄｉｕｍ、Ｓｅｍｉ－Ｆｕｌｌまた
はＦｕｌｌのいずれか）は、例えば、前述した、画像サイズ切替機能が割り当てられたキ
ーまたはスイッチの操作により変更可能なものであるとする。
【０４４９】
　ここで、前述した、動画像再生機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されることに
よる動画像再生の際に、プロセッサ４の各部が行う処理等について説明する。
【０４５０】
　動画像再生機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されると、主制御部７５のＣＰＵ
１３１は、周辺機器等に格納されているディレクトリ名及びファイル名を読み込み、図１
１Ａに示すディレクトリ構造に対応させた表示形式として、例えば、図１２に示すように
表示させる制御を行う。なお、図１２に示す表示内容は、静止画像における一例を示した
ものであるが、（例えば、拡張子が「．ｍｐｇ」等として示されるような）動画像の場合
においても同様なものが用いられても良い。
【０４５１】
　その後、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、操作デバイスの所定のキーまたは所定のスイ
ッチ（例えば、キーボード５またはＨＩＤ２０９Ｄ１等が有する所定のスイッチ）の入力
によりディレクトリ名が選択され、さらに、確定キー（例えばキーボード５等が有するＥ
ＮＴＥＲキー）の入力により対象ファイルが確定された場合に、表示準備中である旨を示
すメッセージ（例えば「Ｐｌｅａｓｅ　Ｗａｉｔ」等のメッセージ）を表示させた後、動
画像の再生に関する制御を行う。なお、ＣＰＵ１３１は、ＨＩＤ２０９Ｄ１または２０９
Ｄ２としてマウスが接続されている場合、例えば、該マウスのダブルクリックにより、前
記確定キーの入力と同様の入力がなされたとみなすものであっても良い。
【０４５２】
　前記動画像の再生に関する制御において、ＣＰＵ１５１は、前述した対象ファイルとな
る動画像を、バスブリッジ１６３、動画デコード回路２５３、ＲＧＢ変換回路２５４、サ
イズ変更回路２５５を介して出力させる。
【０４５３】
　前記動画像の再生に関する制御において、サイズ変更回路２５５は、ＣＰＵ１５１の制
御により、図９の設定画面の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「ＳＩＺＥ」において設定された
サイズに応じ、入力される動画像のサイズを変更して出力する。
【０４５４】
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　前記動画像の再生に関する制御において、セレクタ２５６は、ＣＰＵ１５１の制御によ
り、図９の設定画面の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」の設定内容
に応じ、例えば、動画像がＨＤＴＶ方式により出力される場合には７４ＭＨｚのクロック
信号を選択し、また、動画像がＳＤＴＶ方式により出力される場合には１３．５ＭＨｚの
クロック信号を選択して出力する。なお、ＣＰＵ１５１（またはＣＰＵ１３１）は、図９
の設定画面の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」において設定された
方式の動画像のみを出力させるものであっても良い。具体的には、ＣＰＵ１５１（または
ＣＰＵ１３１）は、「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」において「Ｓ
ＤＴＶ」が選択された場合には、合成／マスク処理回路１０８Ｓを経由して出力された動
画像のみを表示させ、かつ、「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」にお
いて「ＨＤＴＶ」が選択された場合には、合成／マスク処理回路１０８Ｈを経由して出力
された動画像のみを表示させるものであっても良い。
【０４５５】
　また、プロセッサ４から出力される動画像は、操作デバイスが有する所定のキーまたは
所定のスイッチの操作により、トリックプレー（早送り、巻き戻し、一時停止及び停止等
）が可能であっても良い。
【０４５６】
　ここで、周辺機器等に記録された静止画像が表示される際に、主制御部７５のＣＰＵ１
３１が行う制御及び処理についての説明を、図１３のフローチャートを用いて行う。
【０４５７】
　主制御部７５のＣＰＵ１３１は、まず、操作デバイスに設けられた、例えば、記録画像
表示指示キーの入力がなされたか否かを、ＳＩＯ１４２またはＰＩＯ１４３のいずれかを
介して検出する（図１３のステップＣＦＬＷ１）。なお、各操作デバイスのうち、ＨＩＤ
２０９Ｄ１及び２０９Ｄ２が有する記録画像表示指示キーの入力がなされたか否かの検出
は、ＣＰＵ１３１により行われるものに限らず、例えば、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５
１が検出するとともに、該検出結果がＳＩＯ１５９及びＳＩＯ１４２等を介してＣＰＵ１
３１に入力されるものであっても良い。
【０４５８】
　その後、ＣＰＵ１３１は、記録画像表示指示キーの入力がなされたことを検出すると、
グラフィック回路１０６Ｈ、グラフィック回路１０６Ｓ、グラフィック回路１６９のいず
れかにおいて、静止画像の表示準備中である旨を示すメッセージ（例えば「Ｐｌｅａｓｅ
　Ｗａｉｔ」等のメッセージ）または画像（黒画面またはカラーバー等の画像）を生成及
び出力させるための制御を行う（図１３のステップＣＦＬＷ２）。なお、前述した表示準
備中である旨を示すメッセージまたは画像を、以降（及び図面）においてはウェイト画面
と記すものとする。また、ウェイト画面を表示させる際に行われる処理は、特に記載の無
い場合、前述した、図１３のステップＣＦＬＷ２の処理と同様の処理であるとする。
【０４５９】
　その後、ＣＰＵ１３１は、周辺機器等に格納されているディレクトリ名及び画像ファイ
ル名を読み込んで、例えば、図１２に示すように表示させる制御を行う（図１３のステッ
プＣＦＬＷ３）。なお、図１３のステップＣＦＬＷ３の処理においてＣＰＵ１３１が参照
する周辺機器は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｖｉｃｅ」におい
て設定された機器であるとする。
【０４６０】
　ＣＰＵ１３１は、参照した周辺機器（図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「
Ｄｅｖｉｃｅ」において設定された機器）に格納されているディレクトリ名及び画像ファ
イル名を表示させる際に、図１２に示す表示方法を用いるものに限らず、例えば、画像に
付加されたサイズ情報、識別情報、縮小率及び（または）データサイズ等の情報に基づき
、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」において設
定された種類（ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶのいずれか）の画像及びサムネイルのみを表示さ
せるものであっても良い。また、ＣＰＵ１３１は、参照した周辺機器等に格納されている
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ディレクトリ名及び画像ファイル名を表示させる際に、最初にディレクトリ名のみを表示
させるとともに、一のディレクトリを選択して所定のキー（またはスイッチ）が入力され
たことを検出した場合（例えばＨＩＤの１つであるマウスの右クリック）にのみ、該一の
ディレクトリに格納されている画像ファイル名を表示させるようにしても良い。さらに、
操作デバイスの操作により選択されたディレクトリ名や画像ファイル名は、所定のキー（
例えば、キーボード５、または、ＨＩＤ２０９Ｄ１及び２０９Ｄ２が有する文字キー等）
により名前の変更が可能であるとする。また、ＣＰＵ１３１は、ディレクトリ及び（また
は）画像ファイルの数が多い場合には、複数ページによる表示を行わせるものであっても
良い。
【０４６１】
　ＣＰＵ１３１は、操作デバイスの所定のキー（例えばキーボード５が有する矢印キー等
）の入力によりディレクトリが選択され、確定キー（例えばキーボード５が有するＥＮＴ
ＥＲキー等）の入力により一のディレクトリが確定されると（図１３のステップＣＦＬＷ
４）、ウェイト画面を表示させる処理を行う（図１３のステップＣＦＬＷ５）とともに、
該ウェイト画面表示中にマルチ画像を生成して出力させる（図１３のステップＣＦＬＷ６
）。
【０４６２】
　ここで、図１３のステップＣＦＬＷ６の処理の詳細について説明を行う。
【０４６３】
　ＣＰＵ１３１は、参照した周辺機器（図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「
Ｄｅｖｉｃｅ」において設定された機器）に格納されているディレクトリ内の各画像ファ
イルを読み込んだ後、該各画像ファイルを、バスブリッジ１６３と、コントローラ２４１
とを介し、メモリ２４２に格納させる。なお、この処理においてメモリ２４２に格納され
る画像ファイルは、前記ディレクトリ内の全画像ファイルに限らず、例えば、サムネイル
画像ファイルのみであっても良い。また、ＣＰＵ１３１は、参照した周辺機器等に格納さ
れているディレクトリ内の画像ファイルに暗号化処理が施されている場合には、暗号処理
回路１７０により該画像ファイルを複号化した後、メモリ２４２に格納させる。
【０４６４】
　その後、ＣＰＵ１３１は、画像伸長部７４において、メモリ２４２に格納された各画像
ファイルを順次出力させつつ、メモリ２４２に格納された各画像ファイルに付加されてい
る情報に基づき、伸長／変換処理及びＲＧＢ変換処理が該各画像ファイルのフォーマット
等に応じて適切に行われるように、セレクタ２４３、２４５、２４６及び２４８を制御す
る。また、ＣＰＵ１３１は、メモリ２４２から出力される画像ファイルがサムネイル／マ
ルチ画像生成回路２５０を介して出力されるように、セレクタ２４９及び２５１を制御す
る。
【０４６５】
　サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の
項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」において「ＵＳＥ」が選択された場合には、サムネイル画像
ファイルの画像サイズに基づき、該画像サイズに応じたマルチ画像を生成する処理を行う
。具体的には、１８０×１２０のサイズを有するＳＤＴＶ方式のサムネイル画像ファイル
が入力された場合、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、１６個の画像を一の画面
に並べたマルチ画像を生成して出力する。
【０４６６】
　また、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ
」欄の項目「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」において「ＮＯ」が選択された場合には、入力される
画像ファイルからマルチ画像を生成する処理を行う。具体的には、サムネイル／マルチ画
像生成回路２５０は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｍｕｌｔ　Ｎｕｍ
．」において設定された数だけサムネイル画像を生成し、該サムネイル画像を一の画面に
並べたマルチ画像を生成して出力する。
【０４６７】



(60) JP 2008-86666 A 2008.4.17

10

20

30

40

50

　サムネイル／マルチ画像生成回路２５０において生成されたマルチ画像は、同期回路２
５２に入力された後、クロック信号の周波数に基づいて１フレームずつ順次出力される。
具体的には、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０において生成されたマルチ画像がＳ
ＤＴＶ方式の画像である場合、同期回路２５２は、１３．５ＭＨｚのクロック信号に同期
するタイミングにおいて、マルチ画像を合成／マスク処理回路１０８Ｓに対して出力する
。また、サムネイル／マルチ画像生成回路２５０において生成されたマルチ画像がＨＤＴ
Ｖ方式の画像である場合、同期回路２５２は、７４ＭＨｚのクロック信号に同期するタイ
ミングにおいて、マルチ画像を合成／マスク処理回路１０８Ｈに対して出力する。
【０４６８】
　なお、ＣＰＵ１３１は、同期回路２５２から出力されるマルチ画像のうち、図９の設定
画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」において設定された種類
（ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶ）のマルチ画像のみを表示するための制御を行うものであって
も良い。具体的には、ＣＰＵ１３１は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「
Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」においてなされた設定（ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶ）に応じ、合
成／マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マスク処理回路１０８Ｓのうち、該設定に合致す
る一方から出力された一のマルチ画像のみを表示させるとともに、該設定に合致しない他
方から出力された他のマルチ画像の表示を行わず、かつ、該他のマルチ画像の代わりに、
黒画面または青画面等の所定の画像またはエラー表示を表示させるように制御を行うもの
であっても良い。
【０４６９】
　そして、前述した図１３のステップＣＦＬＷ６の処理により、例えば、図１４Ａに示す
ような状態としてマルチ画像が生成されて出力される。
【０４７０】
　図１４Ａに示すマルチ画像内における太線の枠は、マルチ画像に含まれる各画像のうち
、現在選択されている画像を示す選択枠であり、例えば、操作デバイスの所定のキー（例
えばキーボード５等が有する矢印キー）の入力により移動させることができる。なお、前
記選択枠は、グラフィック回路１０６Ｈにおいて生成された後、合成／マスク処理回路１
０８Ｈにより合成され、また、グラフィック回路１０６Ｓにおいて生成された後、合成／
マスク処理回路１０８Ｓにより合成され、各々出力される。また、前記選択枠は、グラフ
ィック回路１６９において生成されるものであっても良い。
【０４７１】
　また、各マルチ画像は、図１４Ｂに示すように、例えば、操作デバイスが有する次ペー
ジ切り替えキー（例えばキーボード５等が有するＰａｇｅＵｐキー）または前ページ切り
替えキー（例えばキーボード５等が有するＰａｇｅＤｏｗｎキー）の入力により、ページ
（マルチ画像１画面）毎の切り替え表示が可能である。ＣＰＵ１３１は、前記次ページ切
り替えキーまたは前記前ページ切り替えキーのうちのいずれかの入力による、マルチ画像
のページ切り替え指示を検出すると（図１３のステップＣＦＬＷ７）、ウェイト画面を表
示させる処理を行う（図１３のステップＣＦＬＷ８）とともに、該ウェイト画面表示中に
、指定されたページのマルチ画像を生成して出力させる（図１３のステップＣＦＬＷ９）
。なお、ＣＰＵ１３１は、図１３のステップＣＦＬＷ９に示す処理のように、指定された
ページのマルチ画像を逐一生成するものに限らず、例えば、既に生成した一のマルチ画像
のページが指定された場合に、該一のマルチ画像をそのまま出力するものであっても良い
。また、現在選択されている画像を示す選択枠は、ページ切り替え時に、マルチ画像内の
最も左上の画像を選択している状態として表示されるものであっても良い。さらに、ＣＰ
Ｕ１３１は、ページが１ページしかないにも関わらずページ切り替えの指示をした場合、
前ページがないにも関わらず前ページ切り替えの指示をした場合、または、次ページがな
いにも関わらず次ページの指示をした場合のうち、いずれか一の場合を検出した際に、キ
ーボード５等が有するキーの入力を無効にし、かつ、エラー音やエラー表示などの警告を
行わせるものであっても良い。また、ＣＰＵ１３１は、複数のマルチ画像において、ペー
ジ数を（該複数のマルチ画像各々の）右上隅等に表示させるものであっても良い。
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【０４７２】
　ＣＰＵ１３１は、操作デバイスの所定のキー（例えばキーボード５等が有するＢａｃｋ
ｓｐａｃｅキーまたはＥＳＣキー）の入力により、前画面に戻るための指示がなされたこ
とを検出した場合には（図１３のステップＣＦＬＷ１０）、図１３のステップＣＦＬＷ２
の処理によりウェイト画面を表示した後、図１３のステップＣＦＬＷ３の処理によりディ
レクトリ名及び画像ファイル名を表示させる制御を再度行う。
【０４７３】
　ＣＰＵ１３１は、マルチ画像内の一の画像が選択枠により選択され、かつ、操作デバイ
スの確定キー（例えばキーボード５等が有するＥＮＴＥＲキー）の入力により該一の画像
の選択が確定されたことを検出した場合に（図１３のステップＣＦＬＷ１１）、ウェイト
画面を表示させる処理を行う（図１３のステップＣＦＬＷ１２）とともに、該ウェイト画
面表示中に、サムネイル画像としての該一の画像の元の画像を出力させる（図１３のステ
ップＣＦＬＷ１３）。
【０４７４】
　ここで、図１３のステップＣＦＬＷ１３の処理の詳細について説明を行う。
【０４７５】
　ＣＰＵ１３１は、選択されたサムネイル画像の元の画像にあたる画像ファイルを、図９
の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｖｉｃｅ」において設定された機器（図
１３のステップＣＦＬＷ６の処理において参照した機器）から読み込むとともに、該画像
ファイルを、バスブリッジ１６３と、コントローラ２４１とを介し、メモリ２４２に格納
させる。なお、ＣＰＵ１３１は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｖ
ｉｃｅ」において設定された機器に記録された全ての画像ファイルが（図１３のステップ
ＣＦＬＷ６の処理により）予めメモリ２４２に格納されている場合には、メモリ２４２に
格納された各画像ファイルから元の画像にあたる画像ファイルを抽出する処理を行うもの
であっても良い。
【０４７６】
　その後、ＣＰＵ１３１は、画像伸長部７４において、メモリ２４２に格納された元の画
像ファイルを出力させつつ、該元の画像ファイルに付加されている情報に基づき、伸長／
変換処理及びＲＧＢ変換処理が該元の画像ファイルのフォーマット等に応じて適切に行わ
れるように、セレクタ２４３、２４５、２４６及び２４８を制御する。また、ＣＰＵ１３
１は、メモリ２４２から出力される元の画像ファイルがサムネイル／マルチ画像生成回路
２５０を介さずに出力されるように、セレクタ２４９及び２５１を制御する。画像伸長部
７４におけるこのような処理により、圧縮された状態の元の画像ファイルは、伸長された
状態の元の画像としてセレクタ２５１から出力される。
【０４７７】
　セレクタ２５１から出力された元の画像は、同期回路２５２に入力された後、クロック
信号の周波数に基づいて出力される。具体的には、前記元の画像がＳＤＴＶ方式の画像で
ある場合、同期回路２５２は、１３．５ＭＨｚのクロック信号に同期するタイミングにお
いて、該元の画像を合成／マスク処理回路１０８Ｓに対して出力する。また、前記元の画
像がＨＤＴＶ方式の画像である場合、同期回路２５２は、７４ＭＨｚのクロック信号に同
期するタイミングにおいて、該元の画像を合成／マスク処理回路１０８Ｈに対して出力す
る。
【０４７８】
　なお、ＣＰＵ１３１は、同期回路２５２から出力される元の画像のうち、図９の設定画
面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」において設定された種類（
ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶ）の元の画像のみを表示するための制御を行うものであっても良
い。具体的には、ＣＰＵ１３１は、図９の設定画面上の「Ｄｅｃｏｄｅ」欄の項目「Ｄｅ
ｃｏｄｅ　Ｔｙｐｅ」においてなされた設定（ＳＤＴＶまたはＨＤＴＶ）に応じ、合成／
マスク処理回路１０８Ｈ及び合成／マスク処理回路１０８Ｓのうち、該設定に合致する一
方から出力された一の元の画像のみを表示させるとともに、該設定に合致しない他方から
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出力された他の元の画像の表示を行わず、かつ、該他の元の画像の代わりに、黒画面また
は青画面等の所定の画像またはエラー表示を表示させるように制御を行うものであっても
良い。
【０４７９】
　そして、前述した図１３のステップＣＦＬＷ１３の処理により、例えば、図１４Ｃに示
すような状態として元の画像が出力される。なお、ＣＰＵ１３１は、前記元の画像が表示
されている際に、操作デバイスに設けられた所定のＬＥＤを点灯させる、または、元の画
像が表示されている旨のメッセージを表示させる等により、（観察中の画像ではなく、）
周辺機器等に記録された画像が表示されている事を告知させる処理を行うものであっても
良い。これにより、ユーザは、周辺機器等に記録された画像が（モニタ等の表示部に）表
示されていることを容易に認識することができる。
【０４８０】
　また、各元の画像は、図１４Ｃに示すように、例えば、操作デバイスが有する次ページ
切り替えキー（例えばキーボード５等が有するＰａｇｅＵｐキー）または前ページ切り替
えキー（例えばキーボード５等が有するＰａｇｅＤｏｗｎキー）の入力により、ページ（
元の画像１画面）毎の切り替え表示が可能である。
【０４８１】
　ＣＰＵ１３１は、前記次ページ切り替えキーまたは前記前ページ切り替えキーのうちの
いずれかの入力による、元の画像のページ切り替え指示を検出すると（図１３のステップ
ＣＦＬＷ１４）、ウェイト画面を表示させる処理を行う（図１３のステップＣＦＬＷ１５
）とともに、該ウェイト画面表示中に、指定されたページの元の画像を生成して出力させ
る（図１３のステップＣＦＬＷ１６）。なお、ＣＰＵ１３１は、図１３のステップＣＦＬ
Ｗ９に示す処理のように、指定されたページの元の画像を逐一生成するものに限らず、例
えば、既に生成した一の元の画像のページが指定された場合に、該一の元の画像をそのま
ま出力するものであっても良い。さらに、ＣＰＵ１３１は、ページが１ページしかないに
も関わらずページ切り替えの指示をした場合、前ページがないにも関わらず前ページ切り
替えの指示をした場合、または、次ページがないにも関わらず次ページの指示をした場合
のうち、いずれか一の場合を検出した際に、キーボード５等が有するキーの入力を無効に
し、かつ、エラー音やエラー表示などの警告を行わせるものであっても良い。また、ＣＰ
Ｕ１３１は、複数の元の画像において、ページ数を（該複数の元の画像各々の）右上隅等
に表示させるものであっても良い。
【０４８２】
　ＣＰＵ１３１は、操作デバイスの所定のキー（例えばキーボード５等が有するＢａｃｋ
ｓｐａｃｅキーまたはＥＳＣキー）の入力により、前画面に戻るための指示がなされたこ
とを検出した場合には（図１３のステップＣＦＬＷ１７）、図１３のステップＣＦＬＷ５
の処理によりウェイト画面を表示した後、図１３のステップＣＦＬＷ６の処理によりマル
チ画像を出力させる制御を再度行う。
【０４８３】
　また、ＣＰＵ１３１は、前述した図１３のステップＣＦＬＷ４の処理において、操作デ
バイスの所定のキー（例えばキーボード５が有する矢印キー等）及び確定キー（例えばキ
ーボード５が有するＥＮＴＥＲキー等）の入力により、一の画像ファイルが直接選択及び
確定されたことを検出すると（図１３のステップＣＦＬＷ１８）、図１３のステップＣＦ
ＬＷ１２の処理によりウェイト画面を表示するとともに、図１３のステップＣＦＬＷ１３
の処理により該一の画像ファイルの元の画像を出力させる処理を行う。
【０４８４】
　なお、ＣＰＵ１３１は、ディレクトリ名及びファイル名が表示されたまま選択及び確定
がなされない状態において、操作デバイスの所定のキー（例えばキーボード５等が有する
ＢａｃｋｓｐａｃｅキーまたはＥＳＣキー）の入力により前画面に戻るための指示がなさ
れたことを検出した場合には（図１３のステップＣＦＬＷ２０）、周辺機器等に記録され
た静止画像を表示するための一連の処理を終了する。
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【０４８５】
　ここで、各操作デバイスが有するキー及びスイッチ等のうち、レリーズ機能またはキャ
プチャ機能のいずれかの機能が付加されたキーまたはスイッチ（以降、これらをまとめて
記録指示キーと記す）が入力された場合に行われる処理について説明する。なお、以降に
おいては、表示サイズ（図８の設定画面における「Ｍｏｎ　ｓｉｚｅ」）が１６：９に設
定された内視鏡合成画像（例えば、図７に示すような画像）の記録を行うものとして説明
を行うものとする。さらに、以降に記す図１５Ａから図１５Ｅまでの説明は、前記記録指
示キーとして、前述した、「Ｒｅｌｅａｓｅ１」から「Ｒｅｌｅａｓｅ４」までのうちの
いずれかが割り当てられたキーまたはスイッチの入力があった場合の処理及び動作につい
て、主に述べるものとする。
【０４８６】
　まず、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、操作デバイスの記録指示キーが入力されたか否
かを検出する。そして、ＣＰＵ１３１は、操作デバイスの記録指示キーの入力を検出する
と（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ１）、画像を静止させるための処理、及び、該処理に
より静止させた画像に対してさらに行われる処理である、静止画像処理を行う（図１５Ａ
のステップＢＢＦＬＷ２）。
【０４８７】
　具体的には、ＣＰＵ１３１は、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ２の静止画像処理として
、フリーズ回路９６においてフリーズ画像を生成させるとともにプリフリーズ処理を行わ
せた後、後段画像処理回路９８を制御して静止画像におけるＩＨｂの平均値を算出させ、
グラフィック回路１０６Ｈを制御してヘモグロビンインデックス３２２Ａの表示内容を前
記算出結果に応じて一時的に変更させ、グラフィック回路１０６Ｈを制御して時刻情報３
０８の表示を一時的に固定（フリーズ）させ、グラフィック回路１０６Ｈを制御してカー
ソル３１９を一時的に消去させ、拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂのグラフィック回路１６９
を制御して画像等を一時的に固定（フリーズ）または消去させ、合成／マスク処理回路１
０８Ｈ及び１０８Ｓを制御してサムネイル画像群３２６Ａを一時的に消去させるための処
理を行う。このような各制御及び処理により、合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力さ
れるＳＤＴＶの内視鏡合成画像、及び、合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力されるＨ
ＤＴＶの内視鏡合成画像の両画像が静止した状態となる。なお、操作デバイスに割り当て
られたフリーズ機能（またはＳフリーズ機能）を有するスイッチにより、内視鏡画像３０
１（または内視鏡画像３０２）としてフリーズ画像（またはＳフリーズ画像）が既に表示
されている場合においては、前述した図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ２の各処理のうち、
時刻情報３０８に関する処理、カーソル３１９に関する処理、グラフィック回路１６９に
対する制御、及び、サムネイル画像群３２６Ａに関する処理以外の処理を省略するものと
する。また、図内及び以降において、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ２において行われる
各処理を、静止画像処理と記すものとする。
【０４８８】
　その後、ＣＰＵ１３１は、コントローラ／セレクタ１２５のメモリコントロール回路１
２５Ａを介してセレクタ１２５Ｄを制御し、合成／マスク処理回路１０８Ｓから出力され
た後、メモリ１２５Ｃに格納されるＳＤＴＶの内視鏡合成画像を、１フレーム（または１
ライン）ずつ順次メモリ１２６へ出力させる（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ３）。具体
的には、メモリコントロール回路１２５Ａは、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、合成／マス
ク処理回路１０８Ｓ及びメモリ１２５Ｃを制御することにより、合成／マスク処理回路１
０８Ｓから出力させるＳＤＴＶの内視鏡合成画像を１フレーム分（または１ライン分）だ
けメモリ１２５Ｃに格納させ、かつ、メモリ１２５Ｃにおいて該内視鏡合成画像に１３．
５ＭＨｚから１００ＭＨｚ周波数変換への周波数変換を施した後、該内視鏡合成画像を１
フレーム（または１ライン）ずつ順次メモリ１２６へ出力させる。
【０４８９】
　さらに、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面に示される「ＳＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅ
ａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各
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々が有する子項目の１つである「周辺機器」において選択及び設定された周辺機器に対し
、記録指示信号または記録指示コマンドを出力する。具体的には、ＣＰＵ１３１は、例え
ば、項目「周辺機器」において図３Ａに示す各周辺機器のうちのいずれかが選択された場
合、信号線１４２ａまたは信号線１４３ａのいずれかを介し、選択された周辺機器へ記録
指示信号または記録指示コマンドを出力する。
【０４９０】
　ＣＰＵ１３１は、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ３の処理を行った後、サムネイル画像
生成部１０５Ｓにおいてサムネイル画像を生成させるとともに、該サムネイル画像の表示
位置の設定を行う（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ４）。但し、前記サムネイル画像は、
図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ４の処理が行われた時点においては、まだ画面内には表示
されないとする。
【０４９１】
　ＣＰＵ１３１は、表示サイズ４：３及び１６：９の両方の画像に対応可能な周辺機器が
前記項目「周辺機器」において設定されている場合には（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ
５）、さらに、該周辺機器が、記録指示が行われた際にモニタに表示される静止画像に略
一致する画像を記録可能なモードである、記録画像表示モードに対応しているか否かを検
出する。そして、ＣＰＵ１３１は、表示サイズ４：３及び１６：９の両方の画像に対応可
能であり、かつ、前記記録画像表示モードに対応している周辺機器が前記項目「周辺機器
」において設定されている場合には（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ７）、後述する図１
５Ｄに示す制御及び処理を行う。また、ＣＰＵ１３１は、表示サイズ４：３及び１６：９
の両方の画像に対応可能であり、かつ、前記記録画像表示モードに対応していない周辺機
器が前記項目「周辺機器」において設定されている場合には（図１５ＡのステップＢＢＦ
ＬＷ７）、後述する図１５Ｅに示す制御及び処理を行う。
【０４９２】
　また、ＣＰＵ１３１は、表示サイズ４：３のみの画像に対応可能な周辺機器が前記項目
「周辺機器」において設定されている場合には（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ５）、さ
らに、該周辺機器が記録画像表示モードに対応しているか否かを検出する。そして、ＣＰ
Ｕ１３１は、表示サイズ４：３のみの画像に対応可能であり、かつ、前記記録画像表示モ
ードに対応している周辺機器が前記項目「周辺機器」において設定されている場合には（
図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ６）、後述する図１５Ｂに示す制御及び処理を行う。また
、ＣＰＵ１３１は、表示サイズ４：３のみの画像に対応可能であり、かつ、前記記録画像
表示モードに対応していない周辺機器が前記項目「周辺機器」において設定されている場
合には（図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ６）、後述する図１５Ｃに示す制御及び処理を行
う。
【０４９３】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｂのプリンタ２０２Ｂ１、ＶＴＲ
２０３Ｂ１、ファイリング装置２０４Ｂ１及び写真撮影装置２０５Ｂ１は、表示サイズ４
：３のみの画像に対応可能な機器であるとともに、前記記録画像表示モードに対応してい
る機器（モニタ２０１Ｂ１またはモニタ２０１Ｃ１に表示される静止画像に略一致する画
像を記録可能な機器）である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅ
ｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４
」各々が有する子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｂのプリンタ２０２Ｂ１
、ＶＴＲ２０３Ｂ１、ファイリング装置２０４Ｂ１及び写真撮影装置２０５Ｂ１のいずれ
かが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１５Ｂに示す制御及び処理を
行う。
【０４９４】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｂのプリンタ２０２Ｂ２、ＶＴＲ
２０３Ｂ２、ファイリング装置２０４Ｂ２及び写真撮影装置２０５Ｂ２は、表示サイズ４
：３及び１６：９の両方の画像に対応可能であるとともに、前記記録画像表示モードに対
応している機器（モニタ２０１Ｂ２またはモニタ２０１Ｃ２に表示される静止画像に略一
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致する画像を記録可能な機器）である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項
目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅ
ａｓｅ４」各々が有する子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｂのプリンタ２
０２Ｂ２、ＶＴＲ２０３Ｂ２、ファイリング装置２０４Ｂ２及び写真撮影装置２０５Ｂ２
のいずれかが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１５Ｄに示す制御及
び処理を行う。
【０４９５】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｃのプリンタ２０２Ｃ１、ＶＴＲ
２０３Ｃ１、ファイリング装置２０４Ｃ１、写真撮影装置２０５Ｃ１、内視鏡形状検出装
置２０６Ｃ１及び超音波装置２０７Ｃ１は、表示サイズ４：３のみの画像に対応可能な機
器であるとともに、前記記録画像表示モードに対応している機器（モニタ２０１Ｃ１また
はモニタ２０１Ｂ１に表示される静止画像に略一致する画像を記録可能な機器）である。
そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａ
ｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有する子項目の１つで
ある「周辺機器」において、図３Ｃのプリンタ２０２Ｃ１、ＶＴＲ２０３Ｃ１、ファイリ
ング装置２０４Ｃ１、写真撮影装置２０５Ｃ１、内視鏡形状検出装置２０６Ｃ１及び超音
波装置２０７Ｃ１のいずれかが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１
５Ｂに示す制御及び処理を行う。
【０４９６】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｃのプリンタ２０２Ｃ２、ＶＴＲ
２０３Ｃ２、ファイリング装置２０４Ｃ２、写真撮影装置２０５Ｃ２、内視鏡形状検出装
置２０６Ｃ２及び超音波装置２０７Ｃ２は、表示サイズ４：３及び１６：９の両方の画像
に対応可能な機器であるとともに、前記記録画像表示モードに対応している機器（モニタ
２０１Ｃ２またはモニタ２０１Ｂ２に表示される静止画像に略一致する画像を記録可能な
機器）である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」
、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有する
子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｃのプリンタ２０２Ｃ２、ＶＴＲ２０３
Ｃ２、ファイリング装置２０４Ｃ２、写真撮影装置２０５Ｃ２、内視鏡形状検出装置２０
６Ｃ２及び超音波装置２０７Ｃ２のいずれかが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は
、後述する図１５Ｄに示す制御及び処理を行う。
【０４９７】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｄのプリンタ２０２Ｄ１、ファイ
リング装置２０４Ｄ１、写真撮影装置２０５Ｄ１、光学記録装置２０８Ｄ１及びＨＩＤ２
０９Ｄ１は、表示サイズ４：３のみの画像に対応可能な機器であるとともに、前記記録画
像表示モードに対応していない機器である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄
の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅ
ｌｅａｓｅ４」各々が有する子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｄのプリン
タ２０２Ｄ１、ファイリング装置２０４Ｄ１、写真撮影装置２０５Ｄ１、光学記録装置２
０８Ｄ１及びＨＩＤ２０９Ｄ１のいずれかが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、
後述する図１５Ｃに示す制御及び処理を行う。
【０４９８】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｄのプリンタ２０２Ｄ２、ファイ
リング装置２０４Ｄ２、写真撮影装置２０５Ｄ２、光学記録装置２０８Ｄ２及びＨＩＤ２
０９Ｄ２は、表示サイズ４：３及び１６：９の両方の画像に対応可能な機器であるととも
に、前記記録画像表示モードに対応していない機器である。そのため、図８の設定画面の
「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ
３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有する子項目の１つである「周辺機器」において、
図３Ｄのプリンタ２０２Ｄ２、ファイリング装置２０４Ｄ２、写真撮影装置２０５Ｄ２、
光学記録装置２０８Ｄ２及びＨＩＤ２０９Ｄ２のいずれかが選択及び設定された場合、Ｃ
ＰＵ１３１は、後述する図１５Ｅに示す制御及び処理を行う。なお、図２Ｄに示すＰＣカ
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ード１６７及びメモリカード１６８もまた、表示サイズ４：３及び１６：９の両方の画像
に対応可能な機器であるとともに、前記記録画像表示モードに対応していない機器である
。これにより、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌ
ｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有する子項目の１
つである「周辺機器」において、ＰＣカード１６７及びメモリカード１６８のいずれかが
選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１５Ｅに示す制御及び処理を行う
ものとする。
【０４９９】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｅのプリンタ２０２Ｅ１、ファイ
リング装置２０４Ｅ１、写真撮影装置２０５Ｅ１及び光学記録装置２０８Ｅ１は、表示サ
イズ４：３のみの画像に対応可能な機器であるとともに、前記記録画像表示モードに対応
していない機器である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａ
ｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々
が有する子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｅのプリンタ２０２Ｅ１、ファ
イリング装置２０４Ｅ１、写真撮影装置２０５Ｅ１及び光学記録装置２０８Ｅ１のいずれ
かが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１５Ｃに示す制御及び処理を
行う。
【０５００】
　図３Ａから図３Ｅに示される各周辺機器のうち、図３Ｅのプリンタ２０２Ｅ２、ファイ
リング装置２０４Ｅ２、写真撮影装置２０５Ｅ２及び光学記録装置２０８Ｅ２は、表示サ
イズ４：３及び１６：９の両方の画像に対応可能な機器であるとともに、前記記録画像表
示モードに対応していない機器である。そのため、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項
目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅ
ａｓｅ４」各々が有する子項目の１つである「周辺機器」において、図３Ｅのプリンタ２
０２Ｅ２、ファイリング装置２０４Ｅ２、写真撮影装置２０５Ｅ２及び光学記録装置２０
８Ｅ２のいずれかが選択及び設定された場合、ＣＰＵ１３１は、後述する図１５Ｅに示す
制御及び処理を行う。
【０５０１】
　ここで、図１５Ａの各処理に続けて行われる処理である、図１５Ｂの各処理（及び該各
処理に付随する処理）についての説明を行う。
【０５０２】
　ＣＰＵ１３１は、内視鏡画像３０２としてＳフリーズ画像が出力されているか否かを検
出する（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１１）。そして、ＣＰＵ１３１は、内視鏡画像３
０２としてＳフリーズ画像が出力されていることを検出すると、合成／マスク処理回路１
０８Ｈ及び画像入出力処理部１２１を制御することにより、例えば、図１９Ｂの画面１９
０８に示すような、表示サイズ４：３の記録用のＳフリーズ画像（以降、記録用Ｓフリー
ズ画像と記す）を生成し、Ｄ／Ａ１１０Ｈまたは画像入出力処理部１２１に対して出力さ
せるとともに（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１２）、該（記録用）Ｓフリーズ画像をメ
モリ１２６に格納させる（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１３）。また、ＣＰＵ１３１は
、内視鏡画像３０２としてＳフリーズ画像が出力されていないことを検出すると（図１５
ＢのステップＢＢＦＬＷ１１）、後述する図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１９の処理を引
き続き行う。
【０５０３】
　具体的には、メモリコントロール回路１２５Ａは、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、合成
／マスク処理回路１０８Ｈ、メモリ１１２Ｈ、及びメモリ１２５Ｂを制御することにより
、合成／マスク処理回路１０８Ｈから出力される記録用Ｓフリーズ画像を１フレーム分（
または１ライン分）だけメモリ１２５Ｂに格納させ、かつ、メモリ１２５Ｂにおいて該記
録用Ｓフリーズ画像に７４ＭＨｚから１００ＭＨｚ周波数変換への周波数変換を施した後
、該記録用Ｓフリーズ画像を１フレーム（または１ライン）ずつ順次メモリ１２６へ出力
させる。さらに、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６に出力される記録用Ｓフリーズ画像をモ
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ニタに対しても出力させることにより、「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴ
Ｖ」において設定された時間に応じた期間だけ、該記録用Ｓフリーズ画像をモニタ等の表
示部に表示させる。
【０５０４】
　ここで、メモリ１２６に格納される画像領域の一例を図１６に示す。なお、前記画像領
域におけるＸ座標は、水平同期信号及び画像処理用のクロックに基づいて生成される横方
向のカウント値であって、左端が０であるとともに、右方向に進むにつれて加算されてゆ
く値であるとする。また、前記画像領域におけるＹ座標は、水平同期信号及び垂直同期信
号に基づいて生成される縦方向のカウント値であって、上端が０であるとともに、下方向
に進むにつれて加算されてゆく値であるとする。
【０５０５】
　また、図１６に示す画像領域の画像がメモリ１２６に格納される前後にＣＰＵ１３１等
が行う処理を以降に示す。
【０５０６】
　ＣＰＵ１３１は、例えば、主制御部７５のＲＯＭ１３５、バックアップＲＡＭ１３７、
拡張制御部７７ＡのＲＯＭ１５４、バックアップＲＡＭ１５５、または、拡張制御部７７
ＢのＲＯＭ１５４のうちの少なくともいずれか一にテーブルデータとして格納されている
、（ｗｓｔａｒｔｈ，ｗｓｔａｒｔｖ）、（ｗｅｎｄｈ，ｗｓｔａｒｔｖ）、（ｗｓｔａ
ｒｔｈ，ｗｅｎｄｖ）及び（ｗｅｎｄｈ，ｗｅｎｄｖ）の４つの座標により囲まれる矩形
領域を画像領域として設定する。なお、前述したテーブルデータとして格納されている、
（ｗｓｔａｒｔｈ，ｗｓｔａｒｔｖ）、（ｗｅｎｄｈ，ｗｓｔａｒｔｖ）、（ｗｓｔａｒ
ｔｈ，ｗｅｎｄｖ）及び（ｗｅｎｄｈ，ｗｅｎｄｖ）の４つの座標は、例えば、入力され
るＳＤＴＶの画像を出力する場合、（前述した）入力されるＨＤＴＶの画像を表示サイズ
４：３の画像として出力する場合、入力されるＨＤＴＶの画像を表示サイズ１６：９の画
像として出力する場合、といった組み合わせにより各々異なるものとする。また、各表示
サイズの一例については、図４に示すものとする。
【０５０７】
　ＣＰＵ１３１は、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１３の処理を行った後、サムネイル画
像生成部１０５Ｈにおいてサムネイル画像を生成させるとともに、該サムネイル画像をサ
ムネイル画像群３２６Ａにおけるサムネイル画像３２６の表示位置の設定を行う（図１５
ＢのステップＢＢＦＬＷ１４）。但し、前記サムネイル画像は、図１５ＢのステップＢＢ
ＦＬＷ１４の処理が行われた時点においては、まだ画面内には表示されないとする。
【０５０８】
　ここで、サムネイル画像生成部１０５Ｓ及び１０５Ｈにおいて生成されるサムネイル画
像、及び、該サムネイル画像が生成される際の基準となる画像領域の一例を図１７に示す
。
【０５０９】
　なお、前記画像領域におけるＸ座標は、水平同期信号及び画像処理用のクロックに基づ
いて生成される横方向のカウント値であって、左端が０であるとともに、右方向に進むに
つれて加算されてゆく値であるとする。また、前記画像領域におけるＹ座標は、水平同期
信号及び垂直同期信号に基づいて生成される縦方向のカウント値であって、上端が０であ
るとともに、下方向に進むにつれて加算されてゆく値であるとする。
【０５１０】
　また、サムネイル画像生成部１０５Ｓ及び１０５Ｈにおいてサムネイル画像が生成され
る際に行われる処理を以降に示す。
【０５１１】
　ＣＰＵ１３１は、例えば、主制御部７５のＲＯＭ１３５、バックアップＲＡＭ１３７、
拡張制御部７７ＡのＲＯＭ１５４、バックアップＲＡＭ１５５、または、拡張制御部７７
ＢのＲＯＭ１５４のうちの少なくともいずれか一にテーブルデータとして格納されている
、（ｍｒｓｔａｒｔｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（ｍｒｅｎｄｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（
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ｍｒｓｔａｒｔｈ，ｍｒｅｎｄｖ）及び（ｍｒｅｎｄｈ，ｍｒｅｎｄｖ）の４つの座標に
より囲まれる矩形領域を、サムネイル画像における画像領域として設定する。そして、Ｃ
ＰＵ１３１は、画像サイズ（Ｍｅｄｉｕｍ、Ｓｅｍｉ－ＦｕｌｌまたはＦｕｌｌ）、及び
、内視鏡２Ａ（または２Ｂ）の種類に応じて前記矩形領域を変更するとともに、該矩形領
域に含まれる画像からサムネイル画像を生成させる。なお、サムネイル画像を生成する際
の縮小率は、前記画像サイズ、または、内視鏡２Ａ及び２Ｂの種類に応じて変更されるも
のであるとする。また、前記縮小率は、（ｍｒｓｔａｒｔｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（ｍ
ｒｅｎｄｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（ｍｒｓｔａｒｔｈ，ｍｒｅｎｄｖ）及び（ｍｒｅｎ
ｄｈ，ｍｒｅｎｄｖ）の４つの座標に併せて（テーブルデータとして）格納されているも
のであっても良い。なお、前述したテーブルデータとして格納されている、（ｍｒｓｔａ
ｒｔｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（ｍｒｅｎｄｈ，ｍｒｓｔａｒｔｖ）、（ｍｒｓｔａｒｔ
ｈ，ｍｒｅｎｄｖ）及び（ｍｒｅｎｄｈ，ｍｒｅｎｄｖ）の４つの座標は、入力される画
像の画像サイズ、内視鏡（またはＣＣＤ）の種類及び出力される画像の表示サイズの組み
合わせにより、各々異なる値が設定されているものであっても良い。また、サムネイル画
像を生成する際の縮小率は、ユーザが図示しない設定画面等において所望の値に変更でき
るものであっても良い。
【０５１２】
　その後、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１
」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有す
る子項目の１つである「周辺機器」において設定された周辺機器へ、信号線１４２ａまた
は１４３ａを介して記録指示信号または記録指示コマンドを出力し、記録用Ｓフリーズ画
像を記録させる（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１５）。
【０５１３】
　ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴ
Ｖ」において設定された時間が経過したか否かを検出する。
【０５１４】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された時間が経過したことを検出すると（図１５Ｂのステップ
ＢＢＦＬＷ１６）、後述する図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１９に示す処理を引き続き行
う。また、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された時間が経過していないことを検出すると（図１５Ｂのス
テップＢＢＦＬＷ１６）、該「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴＶ」におい
て設定された時間（ＨＤＴＶレリーズ期間）が経過したか否かの検出を繰り返し行う（図
１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１６）。
【０５１５】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された期間のみ記録用Ｓフリーズ画像をモニタに表示させる。
その後、ＣＰＵ１３１は、前記期間が経過すると、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御
することにより、例えば、図１９Ａの画面１９０３または図１９Ｂの画面１９０９に示す
ような、表示サイズ４：３の記録用のフリーズ画像（以降、記録用フリーズ画像と記す）
を生成し、Ｄ／Ａ１１０Ｈまたは画像入出力処理部１２１に対して出力させるとともに（
図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１７）、該（記録用）フリーズ画像をメモリ１２６に格納
させる（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１８）。
【０５１６】
　具体的には、メモリコントロール回路１２５Ａは、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、合成
／マスク処理回路１０８Ｈ及びメモリ１２５Ｂを制御することにより、合成／マスク処理
回路１０８Ｈから出力される記録用フリーズ画像を１フレーム分（または１ライン分）だ
けメモリ１２５Ｂに格納させ、かつ、メモリ１２５Ｂにおいて該記録用フリーズ画像に７
４ＭＨｚから１００ＭＨｚ周波数変換への周波数変換を施した後、該記録用フリーズ画像
を１フレーム（または１ライン）ずつ順次メモリ１２６へ出力させる。さらに、ＣＰＵ１
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３１は、記録用フリーズ画像をモニタに対しても出力させることにより、「Ｒｅｌｅａｓ
ｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴＶ」において設定された時間だけ、該記録用フリーズ画
像を表示させる。
【０５１７】
　なお、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１７の処理として行われる、表示サイズ１６：９
の画像（ＨＤＴＶの内視鏡合成画像）から表示サイズ４：３の画像（記録用フリーズ画像
）を生成するための処理は、前述した、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１２の処理と同様
の処理であるとする。
【０５１８】
　ＣＰＵ１３１は、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１８の処理を行った後、サムネイル画
像生成部１０５Ｈにおいてサムネイル画像を生成させるとともに、該サムネイル画像をサ
ムネイル画像群３２６Ａにおけるサムネイル画像３２６の表示位置の設定を行う（図１５
ＢのステップＢＢＦＬＷ１９）。但し、前記サムネイル画像は、図１５ＢのステップＢＢ
ＦＬＷ１９の処理が行われた時点においては、まだ画面内には表示されないとする。
【０５１９】
　なお、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１８の処理として行われる、サムネイル画像生成
に関する処理は、前述した、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１４の処理と同様の処理であ
るとする。
【０５２０】
　その後、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１
」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有す
る子項目の１つである「周辺機器」において設定された周辺機器へ、信号線１４２ａまた
は１４３ａを介し、記録指示信号または記録指示コマンドを出力し、フリーズ画像を記録
させる（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２０）。
【０５２１】
　さらに、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された時間が経過したか否かを検出する。
【０５２２】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された時間が経過したことを検出すると（図１５Ｂのステップ
ＢＢＦＬＷ２１）、後述する図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２２に示す処理を引き続き行
う。また、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目
「ＨＤＴＶ」において設定された時間が経過していないことを検出すると（図１５Ｂのス
テップＢＢＦＬＷ２１）、該「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴＶ」におい
て設定された時間（ＨＤＴＶレリーズ期間）が経過したか否かの検出を繰り返し行う（図
１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２１）。
【０５２３】
　その後、ＣＰＵ１３１は、以降に記す処理により静止画像処理を解除するとともに、合
成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、例えば、図１９Ｂの画面１９１０に
示すようなＨＤＴＶの内視鏡合成画像を生成及び出力させる（図１５ＢのステップＢＢＦ
ＬＷ２２）。
【０５２４】
　具体的には、ＣＰＵ１３１は、内視鏡画像３０１として動画像を出力させ、また、サム
ネイル画像のうち、例えば、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ４、図１５ＢのステップＢＢ
ＦＬＷ１４及び図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１９において生成されたサムネイル画像を
新たにサムネイル画像３２６として出力させる処理を行う。（そして、前記処理により、
例えば、図１９Ｂの画面１９１０のサムネイル画像群３２６Ａにおけるサムネイル画像３
２６が３個になる。）
　また、ＣＰＵ１３１は、記録指示キーが入力された際に内視鏡画像３０２として表示さ
れていたＳフリーズ画像及び画像関連情報群３０２Ａを消去させる処理を、前述した図１
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５ＢのステップＢＢＦＬＷ２２の処理に併せて行う。
【０５２５】
　そして、ＣＰＵ１３１は、記録指示キーが入力された際に拡張制御部７７Ａ及び（また
は）７７Ｂのグラフィック回路１６９から画像等が出力されていたことを検出した場合に
は、拡張制御部７７Ａ及び（または）７７Ｂのグラフィック回路１６９を制御して該画像
等の一部または全ての出力を再開させる処理を前記処理に併せて行う。さらに、ＣＰＵ１
３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御し、観察情報群３００のＤ．Ｆ３１１（または
ＳＣＶ３０９またはＣＶＰ３１０）の値に１を加えて表示させ、ヘモグロビンインデック
ス３２２Ａの表示内容を（例えば「ＩＨｂ＝－－－」に）変更させ、時刻情報３０８の表
示の固定を解除させ、カーソル３１９を再表示させる処理を前記処理に併せて行う。また
、ＣＰＵ１３１は、フリーズ回路９６におけるフリーズ画像の生成を中断させ、合成／マ
スク処理回路１０８Ｈにおいて動画像を出力させる処理を前記処理に併せて行う。また、
ＣＰＵ１３１は、同時化回路１０１Ｓ及びメモリ１０４Ｓを制御してフリーズ画像を生成
させるとともに、該フリーズ画像を合成／マスク処理回路１０８Ｓに対して該フリーズ画
像を出力させる処理を前記処理に併せて行う。これにより、ＣＰＵ１３１は、ＳＤＴＶの
静止画像を継続して出力させる。
【０５２６】
　そして、ＣＰＵ１３１は、「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＳＤＴＶ」におい
て設定された期間が経過したことを検出すると（図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２３）、
図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２２と同様の処理により静止画像処理を解除する（図１５
ＢのステップＢＢＦＬＷ２４）とともに、同時化回路１０１Ｓ及びメモリ１０４Ｓを制御
することにより、フリーズ画像の生成を中断させるための処理を行う。
【０５２７】
　また、以上に述べた、（図１５Ａ及び）図１５Ｂに示す一連の処理により、例えば、図
１９Ａまたは図１９Ｂに示すように、モニタ等に表示される画面が遷移する。
【０５２８】
　まず、図１９Ａに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５２９】
　ユーザが観察中またはユーザがフリーズ指示を解除した場合には、現在観察している被
写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ａの画面１９０１）。また、
ユーザによりフリーズ機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されてフリーズ指示がな
されると、該指示のタイミングにおけるフリーズ画像が内視鏡画像３０１として表示され
る（図１９Ａの画面１９０２）。
【０５３０】
　その後、図１９Ａの画面１９０１または１９０２のいずれかの状態から、ユーザにより
記録指示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、表示サイズ
１６：９の画像に代わり、記録中の画像として、内視鏡画像３０１を含む４：３の表示サ
イズを有する記録用フリーズ画像４０１が表示される（図１９Ａの画面１９０３）。この
とき、記録用フリーズ画像４０１の左側には、観察情報群３００及び画像関連情報群３０
１Ａがまとめて表示される。また、記録用フリーズ画像４０１の隅には、（例えば、グラ
フィック回路１０６Ｈが行う処理により、）画像関連情報群３０１Ａの光源装置種類３２
５Ａに応じた情報（例えば、光源装置種類３２５Ａが「Ｎｏｒｍａｌ」である場合には「
Ｎｒ」）が、光源情報４０１ａとして表示される（図１９Ａの画面１９０３）。すなわち
、モニタ等に表示される画面１９０３のうち、記録用フリーズ画像４０１として示したよ
うな、４：３の表示サイズを有する画像が周辺装置に記録される。
【０５３１】
　そして、記録用フリーズ画像４０１の周辺機器への記録が終了すると、観察中の被写体
の動画像が再び内視鏡画像３０１として表示されるとともに、記録用フリーズ画像４０１
内の内視鏡画像３０１のサムネイル画像３２６が併せて表示される（図１９Ａの画面１９
０４）。
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【０５３２】
　次に、図１９Ｂに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５３３】
　ユーザが観察中またはユーザがＳフリーズ指示を解除した場合には、現在観察している
被写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｂの画面１９０５）。また
、図１９Ｂの画面１９０５において、ユーザによりＳフリーズ機能を有するキーまたはス
イッチ等が操作されてＳフリーズ指示がなされると、該指示のタイミングにおけるＳフリ
ーズ画像が内視鏡画像３０２として表示されるとともに、観察中の被写体の動画像が内視
鏡画像３０１として引き続き表示される（図１９Ｂの画面１９０６）。さらに、図１９Ｂ
の画面１９０６において、ユーザによりフリーズ機能を有するキーまたはスイッチ等が操
作されてフリーズ指示がなされると、前記Ｓフリーズ画像に併せ、該指示のタイミングに
おけるフリーズ画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｂの画面１９０７）。
【０５３４】
　その後、図１９Ｂの画面１９０６または１９０７のいずれかの状態から、ユーザにより
記録指示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、表示サイズ
１６：９の画像に代わり、記録中の画像として、内視鏡画像３０２を含む、４：３の表示
サイズを有する記録用Ｓフリーズ画像４０２が表示される（図１９Ｂの画面１９０８）。
このとき、記録用フリーズ画像４０２の左側には、観察情報群３００及び画像関連情報群
３０２Ａがまとめて表示される。また、記録用フリーズ画像４０２の隅には、（例えば、
グラフィック回路１０６Ｈが行う処理により、）画像関連情報群３０２Ａの光源装置種類
３２５Ｂに応じた情報（例えば、光源装置種類３２５Ｂが「Ｎｏｒｍａｌ」である場合に
は「Ｎｒ」）が、光源情報４０２ａとして表示される（図１９Ｂの画面１９０８）。すな
わち、モニタ等に表示される画面１９０８のうち、記録用フリーズ画像４０２として示し
たような、４：３の表示サイズを有する画像が周辺装置に記録される。さらに、記録用Ｓ
フリーズ画像４０２の周辺機器への記録が終了すると、該記録用Ｓフリーズ画像４０２に
代わり、記録中の画像として、内視鏡画像３０１を含む、４：３の表示サイズを有する記
録用フリーズ画像４０１が表示される（図１９Ｂの画面１９０９）。このとき、記録用フ
リーズ画像４０１の左側には、観察情報群３００及び画像関連情報群３０１Ａがまとめて
表示される。すなわち、モニタ等に表示される画面１９０９のうち、記録用フリーズ画像
４０１として示したような、４：３の表示サイズを有する画像が、前述した画面１９０８
に併せて周辺装置に記録される。
【０５３５】
　そして、記録用フリーズ画像４０１及び記録用Ｓフリーズ画像４０２の周辺機器への記
録が終了すると、観察中の被写体の動画像が再び内視鏡画像３０１として表示されるとと
もに、複数のサムネイル画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、内視
鏡画像３０２のサムネイル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネイル
画像とが併せて表示される（図１９Ｂの画面１９１０）。具体的には、例えば、図１９Ｂ
の画面１９１０の場合、図１９Ｂの画面１９０５の時点においてサムネイル画像群３２６
Ａに元々存在するサムネイル画像が最も上に表示され、その下段に内視鏡画像３０２のサ
ムネイル画像が表示され、さらにその下段に内視鏡画像３０１のサムネイル画像が表示さ
れる。
【０５３６】
　なお、本実施形態においては、サムネイル画像群３２６Ａには、サムネイル画像３２６
として最大４枚の画像が（記録指示を行った順に）表示されるものとする。
【０５３７】
　ここで、図１５Ａの各処理に続けて行われる処理である、図１５Ｃの各処理（及び該各
処理に付随する処理）についての説明を行う。
【０５３８】
　ＣＰＵ１３１は、メモリ１０９Ｈに表示サイズ１６：９の内視鏡合成画像を格納した後
、該内視鏡合成画像をメモリ１０９Ｈから読み出し、信号線１１１Ｈａまたは１２１ａを
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介してモニタに出力する（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４１）。そして、ＣＰＵ１３１
が図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４１の処理を行うことにより、後述する、図１５Ｃのス
テップＢＢＦＬＷ４２の処理において生成される記録用Ｓフリーズ画像、及び、図１５Ｃ
のステップＢＢＦＬＷ４５の処理において生成される記録用フリーズ画像は、いずれもモ
ニタに表示されない。なお、前記内視鏡合成画像には、内視鏡画像３０１としてのフリー
ズ画像と、内視鏡画像３０２としてのＳフリーズ画像との両方が含まれるものとする。
【０５３９】
　そして、ＣＰＵ１３１は、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御し、前述した図１５Ｂ
のステップＢＢＦＬＷ１２の処理と同様の処理により、記録用Ｓフリーズ画像を生成させ
（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４２）、該記録用Ｓフリーズ画像をメモリ１２６に格納
させる（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４３）。
【０５４０】
　ＣＰＵ１３１は、図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４３の処理を行った後、前述した図１
５ＢのステップＢＢＦＬＷ１４の処理と同様の処理により、サムネイル画像の生成及び表
示位置の設定を行う（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４４）。
【０５４１】
　また、ＣＰＵ１３１は、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御し、前述した図１５Ｂの
ステップＢＢＦＬＷ１７の処理と同様の処理により、記録用フリーズ画像を生成させ（図
１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４５）、該記録用フリーズ画像をメモリ１２６に格納させる
（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４６）。
【０５４２】
　ＣＰＵ１３１は、図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４６の処理を行った後、前述した図１
５ＢのステップＢＢＦＬＷ１９の処理と同様の処理により、サムネイル画像の生成及び表
示位置の設定を行う（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４７）。
【０５４３】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２２及びステップＢＢＦＬＷ
２４と同様の処理により静止画像処理を解除する（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４８）
とともに、メモリ１０９Ｈからの読み出しを解除する。これにより、ＣＰＵ１３１は、内
視鏡画像３０１として動画像を出力させる。
【０５４４】
　その後、ＣＰＵ１３１（及びＣＰＵ１５１）は、メモリ１２６に格納されている、記録
用フリーズ画像、記録用Ｓフリーズ画像及びサムネイル画像を圧縮を記録させる処理を行
う（図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４９）。なお、図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４９の
処理の詳細については、図１５ＥのステップＢＢＦＬＷ８４の処理に関する説明として後
述するものとする。
【０５４５】
　以上に述べた、（図１５Ａ及び）図１５Ｃに示す一連の処理により、例えば、図１９Ｃ
または図１９Ｄに示すように、モニタ等に表示される画面が遷移する。
【０５４６】
　まず、図１９Ｃに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５４７】
　図１９Ｂの画面１９０７と略同様の表示状態の画面である画面１９１１の状態から、ユ
ーザにより記録指示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、
内視鏡画像３０２を含む記録用Ｓフリーズ画像４０２が周辺機器に記録され（図１９Ｃの
画面１９１２）、さらに、引き続いて内視鏡画像３０１を含む記録用フリーズ画像４０１
が周辺機器に記録される（図１９Ｃの画面１９１３）。また、図１９Ｃの画面１９１２の
画像及び画面１９１３の画像の記録が行われる前に、前述した図１５ＣのステップＢＢＦ
ＬＷ４９の処理が行われることにより、モニタに対して出力されている画像のフリーズが
解除される。これにより、観察中の被写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示される
とともに、複数のサムネイル画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、
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内視鏡画像３０２のサムネイル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネ
イル画像とが併せて表示される（図１９Ｃの画面１９１４）。すなわち、モニタ等に表示
される画面１９１１及び１９１４のいずれとも異なる画像である、画面１９１２及び画面
１９１３の画像が併せて周辺装置に記録される。
【０５４８】
　そして、記録用フリーズ画像４０１及び記録用Ｓフリーズ画像４０２の周辺機器への記
録が終了すると、画面１９１４の表示内容に加え、各画像の記録が終了した旨（または記
録中に生じたエラー）を告知するための記録終了告知メッセージ５０１が表示される（図
１９Ｃの画面１９１５）。
【０５４９】
　次に、図１９Ｄに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５５０】
　図１９Ｂの画面１９０７に加え、拡張制御部７７Ｂから出力される内視鏡形状画像５０
２、ズームコントロール情報５０３、及び拡張制御部７７Ａから出力されるＰｉｎＰ画像
５０４が併せて表示されている画面である画面１９１６の状態から、ユーザにより記録指
示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、内視鏡画像３０２
を含む記録用Ｓフリーズ画像４０２が周辺機器に記録され（図１９Ｄの画面１９１７）、
さらに、引き続いて内視鏡画像３０１を含む記録用フリーズ画像４０１が周辺機器に記録
される（図１９Ｄの画面１９１８）。すなわち、モニタ等に表示される画面１９１６及び
１９１９のいずれとも異なる画像である、画面１９１７及び画面１９１８の画像が併せて
周辺装置に記録される。
【０５５１】
　なお、本実施形態においては、画面１９１６の状態として表示される内視鏡形状画像５
０２及びズームコントロール情報５０３が、記録用フリーズ画像４０１として併せて記録
されるものとする。また、本実施形態においては、内視鏡形状画像５０２及びズームコン
トロール情報５０３の表示位置の変更は、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、例えば、グラフ
ィック回路１０６Ｈが行うものであっても良いし、また、拡張制御部７７Ｂのグラフィッ
ク回路１６９が行うものであっても良い。さらに、本実施形態においては、画面１９１６
の状態として表示されるＰｉｎＰ画像５０４は、記録の対象にならないものであるとして
いるが、これに限るものではない。具体的には、例えば、内視鏡形状画像５０２、ズーム
コントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４は、図示しない設定画面において、記録
の要否を個別に変更可能であっても良い。
【０５５２】
　また、図１９Ｄの画面１９１７及び画面１９１８の記録が行われる前に、モニタに対し
て出力されている画像のフリーズが解除され、観察中の被写体の動画像が内視鏡画像３０
１として表示されるとともに、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３、
及びＰｉｎＰ画像５０４が、例えば、内視鏡画像３０１に重ならないように位置を移動さ
れた状態として表示される（図１９Ｄの画面１９１９）。なお、内視鏡形状画像５０２及
びズームコントロール情報５０３の表示位置の変更は、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、例
えば、グラフィック回路１０６Ｈが行うものであっても良いし、また、拡張制御部７７Ｂ
のグラフィック回路１６９が行うものであっても良い。なお、図１９Ｄの画面１９１９に
は、複数のサムネイル画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、内視鏡
画像３０２のサムネイル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネイル画
像とが、前述した各画像等に併せて表示される。
【０５５３】
　そして、記録用フリーズ画像４０１及び記録用Ｓフリーズ画像４０２の周辺機器への記
録が終了すると、画面１９１９の表示内容に加え、各画像の記録が終了した旨（または記
録中に生じたエラー）を告知するための記録終了告知メッセージ５０１が表示される（図
１９Ｄの画面１９２０）。
【０５５４】
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　なお、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４
は、例えば、図示しない設定画面等において、重なって表示された場合にいずれが最前面
に表示されるか（またはいずれが最背面に表示されるか）等の優先度を設定可能であって
も良い。また、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像
５０４は、例えば、記録終了中または記録終了後の画面（画面１９１９または１９２０）
において、一部または全部が消去されるものであっても良い。
【０５５５】
　ここで、図１５Ａの各処理に続けて行われる処理である、図１５Ｄの各処理（及び該各
処理に付随する処理）についての説明を行う。
【０５５６】
　ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６に、表示サイズ１６：９の内視鏡合成画像を格納させる
（図１５ＤのステップＢＢＦＬＷ６１）。
【０５５７】
　次に、ＣＰＵ１３１は、前述した図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１４の処理と同様の処
理により、サムネイル画像の生成及び表示位置の設定を行う（図１５ＤのステップＢＢＦ
ＬＷ６２）。
【０５５８】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面の「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１
」、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ４」各々が有す
る子項目の１つである「周辺機器」において設定された周辺機器へ、信号線１４２ａまた
は１４３ａを介して記録指示信号または記録指示コマンドを出力し、表示サイズ１６：９
の内視鏡合成画像を記録させる（図１５ＤのステップＢＢＦＬＷ６３）。
【０５５９】
　ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴ
Ｖ」において設定された時間が経過したことを検出すると（図１５ＤのステップＢＢＦＬ
Ｗ６４）、後述する図１５ＤのステップＢＢＦＬＷ６５に示す処理を引き続き行う。また
、ＣＰＵ１３１は、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴ
Ｖ」において設定された時間が経過していないことを検出すると（図１５ＤのステップＢ
ＢＦＬＷ６４）、図８の設定画面上の「Ｒｅｌｅａｓｅ　Ｔｉｍｅ」欄の項目「ＨＤＴＶ
」において設定された時間（ＨＤＴＶレリーズ期間）が経過したか否かの検出を繰り返し
行う（図１５ＤのステップＢＢＦＬＷ６４）。
【０５６０】
その後、ＣＰＵ１３１は、前述した、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２２、ステップＢＢ
ＦＬＷ２３及びステップＢＢＦＬＷ２４と同様の処理を行うことにより、静止画像処理を
解除する（図１５ＤのステップＢＢＦＬＷ６５、ステップＢＢＦＬＷ６６及びステップＢ
ＢＦＬＷ６７）。
【０５６１】
　以上に述べた、（図１５Ａ及び）図１５Ｄに示す一連の処理により、例えば、図１９Ｅ
、図１９Ｆまたは図１９Ｇに示すように、モニタ等に表示される画面が遷移する。
【０５６２】
　まず、図１９Ｅに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５６３】
　ユーザが観察中またはユーザがフリーズ指示を解除した場合には、現在観察している被
写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｅの画面１９２１）。また、
ユーザによりフリーズ機能を有するキーまたはスイッチ等が操作されてフリーズ指示がな
されると、該指示のタイミングにおけるフリーズ画像が内視鏡画像３０１として表示され
る（図１９Ｅの画面１９２２）。
【０５６４】
　その後、図１９Ｅの画面１９２１または１９２２のいずれかの状態から、ユーザにより
記録指示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、記録中の画
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像として、フリーズ画像である内視鏡画像３０１が表示される（図１９Ｅの画面１９２３
）。すなわち、モニタ等に表示される画面１９２３に略一致した画像が周辺装置に記録さ
れる。
【０５６５】
　そして、図１９Ｅの画面１９２３に示す画像の周辺機器への記録が終了すると、観察中
の被写体の動画像が再び内視鏡画像３０１として表示されるとともに、図１９Ｅの画面１
９２３に含まれる内視鏡画像３０１のサムネイル画像３２６が併せて表示される（図１９
Ｅの画面１９２４）。
【０５６６】
　次に、図１９Ｆに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５６７】
　ユーザが観察中またはユーザがＳフリーズ指示を解除した場合には、現在観察している
被写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｆの画面１９２５）。また
、図１９Ｆの画面１９２５において、ユーザによりＳフリーズ機能を有するキーまたはス
イッチ等が操作されてＳフリーズ指示がなされると、該指示のタイミングにおけるＳフリ
ーズ画像が内視鏡画像３０２として表示されるとともに、観察中の被写体の動画像が内視
鏡画像３０１として引き続き表示される（図１９Ｆの画面１９２６）。さらに、図１９Ｆ
の画面１９２６において、ユーザによりフリーズ機能を有するキーまたはスイッチ等が操
作されてフリーズ指示がなされると、前記Ｓフリーズ画像に併せ、該指示のタイミングに
おけるフリーズ画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｆの画面１９２８）。
【０５６８】
　また、図１９Ｆの画面１９２５において、ユーザによりフリーズ機能を有するキーまた
はスイッチ等が操作されてフリーズ指示がなされると、該指示のタイミングにおけるフリ
ーズ画像が内視鏡画像３０１として表示される（図１９Ｆの画面１９２７）。さらに、図
１９Ｆの画面１９２７において、ユーザによりＳフリーズ機能を有するキーまたはスイッ
チ等が操作されてフリーズ指示がなされると、前記フリーズ画像に併せ、該指示のタイミ
ングにおけるＳフリーズ画像が内視鏡画像３０２として表示される（図１９Ｆの画面１９
２８）。
【０５６９】
　その後、図１９Ｆの画面１９２６または１９２８のいずれかの状態から、ユーザにより
記録指示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、記録中の画
像として、フリーズ画像である内視鏡画像３０１と、Ｓフリーズ画像である内視鏡画像３
０２とが表示される（図１９Ｆの画面１９２９）。すなわち、モニタ等に表示される画面
１９２９に略一致した画像が周辺装置に記録される。
【０５７０】
　そして、図１９Ｆの画面１９２９に示す画像の周辺機器への記録が終了すると、観察中
の被写体の動画像が再び内視鏡画像３０１として表示されるとともに、複数のサムネイル
画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、内視鏡画像３０２のサムネイ
ル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネイル画像とが併せて表示され
る（図１９Ｆの画面１９３０）。
【０５７１】
　さらに、図１９Ｇに示す画面遷移についての説明を行う。
【０５７２】
　図１９Ｆの画面１９２８に加え、拡張制御部７７Ｂから出力される内視鏡形状画像５０
２、ズームコントロール情報５０３、及び拡張制御部７７Ａから出力されるＰｉｎＰ画像
５０４が併せて表示されている画面である画面１９３１の状態から、ユーザにより記録指
示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、記録中の画像とし
て、フリーズ画像である内視鏡画像３０１と、Ｓフリーズ画像である内視鏡画像３０２と
が表示されるとともに、内視鏡形状画像５０２及びズームコントロール情報５０３が、例
えば、内視鏡画像３０１及び３０２に重ならないように位置を移動された状態として表示
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される（図１９Ｇの画面１９３２）。すなわち、モニタ等に表示される画面１９３２に略
一致した画像が周辺装置に記録される。
【０５７３】
　なお、本実施形態においては、画面１９３１の状態として表示される内視鏡形状画像５
０２及びズームコントロール情報５０３が、画面１９３２の画像として併せて記録される
ものとする。また、内視鏡形状画像５０２及びズームコントロール情報５０３の表示位置
の変更は、ＣＰＵ１３１の制御に基づき、例えば、グラフィック回路１０６Ｈが行うもの
であっても良いし、また、拡張制御部７７Ｂのグラフィック回路１６９が行うものであっ
ても良い。さらに、本実施形態においては、画面１９３１の状態として表示されるＰｉｎ
Ｐ画像５０４は、画面１９３２の画像としては記録の対象にならないものであるとする。
【０５７４】
　そして、画面１９３２の画像の周辺機器への記録が終了すると、画面１９３１の表示内
容に加え、複数のサムネイル画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、
内視鏡画像３０２のサムネイル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネ
イル画像とが併せて表示される。また、各画像の記録が終了した旨（または記録中に生じ
たエラー）を告知するための記録終了告知メッセージ５０１が表示されても良い（図１９
Ｄの画面１９３３）。但し、画面１９３１において表示されていたＳフリーズ画像である
内視鏡画像３０２は、画面１９３２から画面１９３３へと遷移する際に消去されるもので
あるとする。
【０５７５】
　なお、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４
は、例えば、記録終了後の画面（画面１９３３）において、一部または全部が消去される
ものであっても良い。
【０５７６】
　ここで、図１５Ａの各処理に続けて行われる処理である、図１５Ｅの各処理（及び該各
処理に付随する処理）についての説明を行う。
【０５７７】
　ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６に、表示サイズ１６：９の内視鏡合成画像を格納させる
（図１５ＥのステップＢＢＦＬＷ８１）。
【０５７８】
　次に、ＣＰＵ１３１は、前述した図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ１４の処理と同様の処
理により、サムネイル画像の生成及び表示位置の設定を行う（図１５ＥのステップＢＢＦ
ＬＷ８２）。
【０５７９】
　その後、ＣＰＵ１３１は、図１５ＣのステップＢＢＦＬＷ４８と同様の処理により静止
画像処理を解除する静止画像処理を解除する（図１５ＥのステップＢＢＦＬＷ８３）こと
により、内視鏡画像３０１として動画像を出力させる。
【０５８０】
　そして、ＣＰＵ１３１（及びＣＰＵ１５１）は、前述した図１５ＣのステップＢＢＦＬ
Ｗ４９の処理と略同様の処理により、メモリ１２６に格納されている、表示サイズ１６：
９の内視鏡合成画像及びサムネイル画像を圧縮及び記録させる処理を行う（図１５Ｅのス
テップＢＢＦＬＷ８４）。
【０５８１】
　ここで、図１５ＥのステップＢＢＦＬＷ８４の処理の詳細について、図１８Ａ及び図１
８Ｂのフローチャートを用いて説明を行う。なお、図１８Ａ及び図１８Ｂのフローチャー
トは、図８の設定画面において、「ＳＤＴＶ」欄及び「ＨＤＴＶ」欄の項目「Ｒｅｌｅａ
ｓｅ２」及び「Ｒｅｌｅａｓｅ３」が操作デバイスの記録指示キーとして設定され、項目
「ｔｈｕｍｂｎａｉｌ」が「ＯＮ」に設定され、項目「Ｒｅｌｅａｓｅ２」及び「Ｒｅｌ
ｅａｓｅ３」の子項目「周辺機器」がファイリング装置２０４Ｅ１に設定され、さらに、
項目「Ｒｅｌｅａｓｅ２」の子項目「Ｅｎｃｏｄｅ」がＪＰＥＧ（等の比較的高圧縮率の



(77) JP 2008-86666 A 2008.4.17

10

20

30

40

50

フォーマット）に設定され、項目「Ｒｅｌｅａｓｅ３」の子項目「Ｅｎｃｏｄｅ」がＴＩ
ＦＦ（等の、非圧縮または比較的低圧縮率のフォーマット）に設定された、という条件に
おいて説明を行うものとする。
【０５８２】
　まず、ＣＰＵ１３１は、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ１においてなされた記録指示キ
ーの操作が、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」のレリーズ機能が割り付けられたキーまたはスイッチ
によるもの、または、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」のレリーズ機能が割り付けられたキーまたは
スイッチによるもののいずれであるかを検出する。
【０５８３】
　そして、ＣＰＵ１３１は、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ１においてなされた記録指示
キーの操作が、「Ｒｅｌｅａｓｅ２」のレリーズ機能が割り付けられたキーまたはスイッ
チによるものであることを検出した場合（図１８ＡのステップＶＦＬＷ１）、メモリ１２
６に格納されている記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を、サムネイル画像生
成回路２２４を経由しないように出力させ、圧縮／変換回路２３０においてＪＰＥＧフォ
ーマットの圧縮／変換処理を施させた後、該圧縮／変換処理後の各画像をメモリ２３３に
格納させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ２）。その後、ＣＰＵ１３１は、メモリ１２６
に格納されている記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を再度出力させ、サムネ
イル画像生成回路２２４において各画像のサムネイル画像を生成させ、圧縮／変換回路２
３０においてＪＰＥＧフォーマットの圧縮／変換処理を施させた後、該圧縮／変換処理後
の各画像をメモリ２３３に格納させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ２）。なお、ＣＰＵ
１３１は、図１８ＡのステップＶＦＬＷ２の処理の際に、図８の設定画面において設定さ
れた内容に応じ、ＹＵＶ変換処理回路２２７における処理を適宜行わせるものであるとす
る。
【０５８４】
　そして、ＣＰＵ１３１（またはＣＰＵ１５１）は、メモリ２３３に格納された、ＪＰＥ
Ｇフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を、拡張制御部７７Ａの
バッファ１６６に対して出力させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ３）。なお、ＣＰＵ１
３１（またはＣＰＵ１５１）は、図１８ＡのステップＶＦＬＷ３の処理において、ＪＰＥ
Ｇフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像に併せ、各サムネイル画
像もまたバッファ１６６に対して出力させるものとする。また、図１８ＡのステップＶＦ
ＬＷ３の処理においては、バッファ１６６の代わりに、コントローラ１６４に接続された
図示しないＵＳＢ（登録商標）メモリが使用されるものであっても良い。
【０５８５】
　その後、拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＮ
またはＯＦＦのうちのいずれに設定されているかを検出する。そして、ＣＰＵ１５１は、
図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＮであることを検出すると（図１８ＡのステップＶ
ＦＬＷ４）、ＪＰＥＧフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像（及
び各サムネイル画像）に対し、暗号処理回路１７０による暗号化を施させた後、暗号化後
のＪＰＥＧフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サムネ
イル画像）を、ファイリング装置２０４Ｅ１に対して出力させる（図１８ＡのステップＶ
ＦＬＷ５）。また、ＣＰＵ１５１は、図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＦＦであるこ
とを検出すると（図１８ＡのステップＶＦＬＷ４）、ＪＰＥＧフォーマットの記録用フリ
ーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サムネイル画像）をファイリング装置２０４
Ｅ１に対して出力させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ６）。
【０５８６】
　そして、ＣＰＵ１５１は、各画像のファイリング装置２０４Ｅ１への出力が完了したこ
とを検出すると（図１８ＡのステップＶＦＬＷ７）、出力が完了した該各画像をバッファ
１６６からクリアした（図１８ＡのステップＶＦＬＷ８）後、処理を終了する。
【０５８７】
　また、ＣＰＵ１３１は、図１５ＡのステップＢＢＦＬＷ１においてなされた記録指示キ
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ーの操作が、「Ｒｅｌｅａｓｅ３」のレリーズ機能が割り付けられたキーまたはスイッチ
によるものであることを検出した場合（図１８ＡのステップＶＦＬＷ１及びＶＦＬＷ９）
、メモリ１２６に格納されている記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を、サム
ネイル画像生成回路２２４を経由しないように出力させ、圧縮／変換回路２３０において
ＴＩＦＦフォーマットの圧縮／変換処理を施させた後、該圧縮／変換処理後の各画像をメ
モリ２３３に格納させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ１０）。その後、ＣＰＵ１３１は
、メモリ１２６に格納されている記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を再度出
力させ、サムネイル画像生成回路２２４において各画像のサムネイル画像を生成させ、圧
縮／変換回路２３０においてＴＩＦＦフォーマットの圧縮／変換処理を施させた後、該圧
縮／変換処理後の各画像をメモリ２３３に格納させる（図１８ＡのステップＶＦＬＷ１０
）。なお、ＣＰＵ１３１は、図１８ＡのステップＶＦＬＷ９の処理の際に、図８の設定画
面において設定された内容に応じ、ＹＵＶ変換処理回路２２７における処理を適宜行わせ
るものであるとする。
【０５８８】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ２３３に格納された、ＴＩＦＦフォーマットの記録用
フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像を、拡張制御部７７Ａのバッファ１６６に対して
出力させた（図１８ＡのステップＶＦＬＷ１１）後、処理を終了する。
【０５８９】
なお、ＣＰＵ１３１は、図１８ＡのステップＶＦＬＷ３及び図１８ＡのステップＶＦＬＷ
１１において、各画像をバッファ１６６に出力させる際に、前述した各項目ａ）からｚ）
までに列挙する各情報のうちの少なくとも一を、画像に付加することにより併せて出力さ
せるための処理を行うものであっても良い。また、図１８ＡのステップＶＦＬＷ１１の処
理の後、バッファ１６６に格納された各画像がファイリング装置２０４Ｅ１に対して出力
される際の処理の詳細については、後述するものとする。
【０５９０】
　ここで、前述した図１８ＡのステップＶＦＬＷ１１の処理においてバッファ１６６に格
納された各画像が、例えば、検査終了通知機能を有するキーが入力された場合にファイリ
ング装置２０４Ｅ１に対して出力される際の処理の詳細についての説明を、図１８Ｂのフ
ローチャートに沿って行う。
【０５９１】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、検査終了通知機能を有するキーの入力を検出する
と、バッファ１６６に格納された各画像を読み込んだ後、画像伸長部７４のサムネイル／
マルチ画像生成回路２５０において、該各画像を一覧表示させるためのマルチ画像を生成
及び出力させるための処理を行う（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ１）。
【０５９２】
　図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ１における処理の具体例は、以下に記す通りである。
【０５９３】
　拡張制御部７７ＡのＣＰＵ１５１は、バッファ１６６に格納された各画像を読み込み、
該各画像を、バスブリッジ１６３及び画像伸長部７４のコントローラ２４１を介してメモ
リ２４２に格納させる。
【０５９４】
　そして、ＣＰＵ１５１は、例えば、メモリ２４２に格納された各画像に付加された情報
に基づいてセレクタ２４３、２４５、２４６及び２４８を制御する。これにより、ＣＰＵ
１５１は、前記各画像のフォーマット等に応じ、伸長／変換回路２４４による伸長／変換
処理、及び、ＲＧＢ変換回路２４７によるにＲＧＢ変換処理を、前記各画像に対して適宜
行わせる。
【０５９５】
　また、ＣＰＵ１５１は、セレクタ２４８から出力される各画像がサムネイル／マルチ画
像生成回路２５０を介して出力されるように、セレクタ２４９及び２５１に対して制御を
行う。
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【０５９６】
　サムネイル／マルチ画像生成回路２５０は、例えば、セレクタ２４９から出力される各
画像のサイズに応じて一の画面内に一覧表示させるサムネイル画像の個数を設定するとと
もに、該サムネイル画像の個数に応じた（例えば一の画面内に１６個のサムネイル画像が
一覧表示されるような）マルチ画像を生成及び出力する。
【０５９７】
　サムネイル／マルチ画像生成回路２５０により生成されたマルチ画像は、同期回路２５
２により同期された後、合成／マスク処理回路１０８Ｈまたは１０８Ｓ等を介して（モニ
タ等の表示部に対して）出力される。
【０５９８】
　そして、以上に述べた、図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ１における処理により、例えば
、図１８Ｄに示すようなマルチ画像が生成及び出力される。
【０５９９】
　なお、図１８Ｄに示すようなマルチ画像は、サムネイル画像生成回路１０５Ｈ及びサム
ネイル画像生成回路１０５Ｓにおいて同様のものが生成及び出力されるものであっても良
い。また、図１８Ｄに示すようなマルチ画像において、観察情報群３００、画像関連情報
群３０１Ａ及び（または）画像関連情報群３０２Ａが表示されるものであっても良い。
【０６００】
　なお、図１８Ｄに示すマルチ画像内における太線の枠は、マルチ画像に含まれる各画像
のうち、現在選択されている画像を示す選択枠であり、例えば、操作デバイスの所定のキ
ー（例えばキーボード５等が有する矢印キー）の入力により移動させることができる。な
お、前記選択枠は、グラフィック回路１０６Ｈにおいて生成された後、合成／マスク処理
回路１０８Ｈにより合成され、また、グラフィック回路１０６Ｓにおいて生成された後、
合成／マスク処理回路１０８Ｓにより合成され、各々出力される。また、前記選択枠は、
グラフィック回路１６９において生成されるものであっても良い。
【０６０１】
　ＣＰＵ１５１は、図１８Ｄのマルチ画像において１または複数のサムネイル画像が選択
され、確定キー（例えばキーボード５等が有するＥＮＴＥＲキー）の入力により確定され
たことを検出すると（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ２）、さらに、図８の設定画面の項
目「暗号化」がＯＮまたはＯＦＦのうちのいずれに設定されているかを検出する。
【０６０２】
　そして、ＣＰＵ１５１は、図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＮであることを検出す
ると（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ３）、ＴＩＦＦフォーマットの記録用フリーズ画像
及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サムネイル画像）に対し、暗号処理回路１７０による
暗号化を施させた後、暗号化後のＴＩＦＦフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用
Ｓフリーズ画像（及び各サムネイル画像）を、ファイリング装置２０４Ｅ１に対して出力
させる（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ４）。また、ＣＰＵ１５１は、図８の設定画面の
項目「暗号化」がＯＦＦであることを検出すると（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ３）、
ＪＰＥＧフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サムネイ
ル画像）をファイリング装置２０４Ｅ１に対して出力させる（図１８ＢのステップＶＶＦ
ＬＷ５）。
【０６０３】
　ＣＰＵ１５１は、各画像のファイリング装置２０４Ｅ１への出力が完了したことを検出
すると（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ６）、出力が完了した該各画像をバッファ１６６
からクリアした（図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ７）後、処理を終了する。
【０６０４】
　なお、ＣＰＵ１５１は、例えば、図１８ＢのステップＶＶＦＬＷ１及びステップＶＶＦ
ＬＷ２の処理を行うことなく、バッファ１６６に記録された全画像を（ファイリング装置
２０４Ｅ１に対して）出力させるものであっても良い。
【０６０５】
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　また、前述した図１８ＡのステップＶＦＬＷ１１の処理においてバッファ１６６に格納
された各画像が、例えば、プロセッサ４の電源がＯＦＦ→ＯＮされた場合にファイリング
装置２０４Ｂ１に対して出力される際の処理の詳細についての説明を、図１８Ｃのフロー
チャートに沿って行う。
【０６０６】
　ＣＰＵ１５１は、プロセッサ４の電源がＯＦＦ→ＯＮされた際に、クリアされていない
画像がバッファ１６６に格納されているか否かを検出する。そして、ＣＰＵ１５１は、プ
ロセッサ４の電源がＯＦＦ→ＯＮされた際に、クリアされていない画像がバッファ１６６
に格納されていないことを検出すると（図１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ１）、処理を終
了する。
【０６０７】
　また、ＣＰＵ１５１は、プロセッサ４の電源がＯＦＦ→ＯＮされた際に、クリアされて
いない画像がバッファ１６６に格納されていることを検出すると（図１８ＣのステップＶ
ＶＶＦＬＷ１）、さらに、図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＮまたはＯＦＦのうちの
いずれに設定されているかを検出する。
【０６０８】
　そして、ＣＰＵ１５１は、図８の設定画面の項目「暗号化」がＯＮであることを検出す
ると（図１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ２）、ＴＩＦＦフォーマットの記録用フリーズ画
像及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サムネイル画像）に対し、暗号処理回路１７０によ
る暗号化を施させた後、暗号化後のＴＩＦＦフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録
用Ｓフリーズ画像（及び各サムネイル画像）を、ファイリング装置２０４Ｅ１に対して出
力させる（図１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ３）。また、ＣＰＵ１５１は、図８の設定画
面の項目「暗号化」がＯＦＦであることを検出すると（図１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ
２）、ＪＰＥＧフォーマットの記録用フリーズ画像及び記録用Ｓフリーズ画像（及び各サ
ムネイル画像）をファイリング装置２０４Ｅ１に対して出力させる（図１８Ｃのステップ
ＶＶＶＦＬＷ４）。
【０６０９】
　その後、ＣＰＵ１５１は、出力が完了した該各画像をバッファ１６６からクリアし（図
１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ５）、処理を終了する。
【０６１０】
　なお、ＣＰＵ１５１は、図１８ＣのステップＶＶＶＦＬＷ１の処理の後に、例えば、図
１８ＢのステップＶＶＦＬＷ１における処理と同様の処理により、バッファ１６６からク
リアされていない画像の一覧を示すためのマルチ画像を生成させる処理を行わせるもので
あっても良い。
【０６１１】
　以上に述べた、（図１５Ａ及び）図１５Ｅに示す一連の処理により、例えば、図１９Ｈ
に示すように、モニタ等に表示される画面が遷移する。
【０６１２】
　図１９Ｈに示す画面遷移についての説明を行う。
【０６１３】
　図１９Ｆの画面１９２８に加え、拡張制御部７７Ｂから出力される内視鏡形状画像５０
２、ズームコントロール情報５０３、及び拡張制御部７７Ａから出力されるＰｉｎＰ画像
５０４が併せて表示されている画面である画面１９３４の状態から、ユーザにより記録指
示キーが操作され、レリーズ指示またはキャプチャ指示がなされると、内視鏡画像３０１
及び内視鏡画像３０２と、位置を移動された状態の内視鏡形状画像５０２及びズームコン
トロール情報５０３とを含む画面１９３５の画像が周辺機器に記録される。また、図１９
Ｇの画面１９３５の画像の記録が行われる前に、前述した図１５ＥのステップＢＢＦＬＷ
８３の処理が行われることにより、モニタに対して出力されている画像のフリーズが解除
される。これにより、観察中の被写体の動画像が内視鏡画像３０１として表示されるとも
に、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４が、
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例えば、内視鏡画像３０１に重ならないように位置を移動された状態として表示される（
図１９Ｇの画面１９３６）。すなわち、モニタ等に表示される画面１９３６と異なる画像
である、画面１９３５の画像が周辺装置に記録される。また、本実施形態においては、画
面１９３４の状態として表示されるＰｉｎＰ画像５０４は、画面１９３５の画像としては
記録の対象にならないものであるとする。なお、図１９Ｈの画面１９３６には、複数のサ
ムネイル画像３２６として、内視鏡画像３０１のサムネイル画像と、内視鏡画像３０２の
サムネイル画像と、サムネイル画像群３２６Ａに元々存在するサムネイル画像とが、前述
した各画像等に併せて表示される。
【０６１４】
　そして、画面１９３５の画像の周辺機器への記録が終了すると、画面１９３６の表示内
容に加え、各画像の記録が終了した旨（または記録中に生じたエラー）を告知するための
記録終了告知メッセージ５０１が表示される（図１９Ｈの画面１９３７）。
【０６１５】
　なお、内視鏡形状画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４
は、例えば、記録終了後の画面（画面１９３７）において、一部または全部が消去される
ものであっても良い。
【０６１６】
　なお、図８の設定画面における項目「Ｒｅｌｅａｓｅ１」から「Ｒｅｌｅａｓｅ４」ま
でのうちのいずれか一の子項目である「周辺機器」において、記録画像表示モードに対応
している機器と、記録画像表示モードに対応していない機器とを含む複数の機器が設定さ
れた場合、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１５ＢのステップＢＢＦＬＷ２４、または、図１
５ＤのステップＢＢＦＬＷ６７の処理を行った後、図１８Ａに示す各処理と同様の圧縮処
理及び記録処理をさらに行うものであっても良い。
【０６１７】
　ここで、フリーズ指示またはＳフリーズ指示がなされた場合に、プロセッサ４の各部が
行う処理についての説明を行う。
【０６１８】
　まず、主制御部７５のＣＰＵ１３１は、各操作デバイスのうちのいずれか一においてフ
リーズ指示またはＳフリーズ指示がなされたか否かを検出する。ＣＰＵ１３１は、各操作
デバイスのうちのいずれか一においてフリーズ指示がなされたことを検出した場合（図２
０ＡのステップＳＦＬＷ１）、後述する図２０ＡのステップＳＦＬＷ３以降の処理を引き
続き行う。また、ＣＰＵ１３１は、各操作デバイスのうちのいずれか一においてＳフリー
ズ指示がなされたことを検出した場合（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１及びステップＳＦ
ＬＷ２）、後述する図２０ＢのステップＳＦＬＷ２１以降の処理を引き続き行う。
【０６１９】
　ＣＰＵ１３１は、各操作デバイスのうちのいずれか一においてフリーズ指示がなされた
ことを検出した後、モニタ等の表示部に対して現在出力されている画像がどのような画像
であるかの検出を行う。ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ａの画面１９０１、図１９Ｅの
画面１９２１または図１９Ｆの画面１９２５のように、モニタ等の表示部に対して動画像
のみが出力されていることを検出した場合（図２０ＡのステップＳＦＬＷ３）、後述する
図２０ＡのステップＳＦＬＷ６の処理を引き続き行う。また、ＣＰＵ１３１は、例えば、
図１９Ａの画面１９０２、図１９Ｅの画面１９２２または図１９Ｆの画面１９２７のよう
に、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像が出力されていることを検出した場合（図２
０ＡのステップＳＦＬＷ３及びステップＳＦＬＷ４）、後述する図２０ＡのステップＳＦ
ＬＷ９の処理を引き続き行う。さらに、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ｂの画面１９０
６または図１９Ｆの画面１９２６のように、モニタ等の表示部に対して動画像及びＳフリ
ーズ画像が出力されていることを検出した場合（図２０ＡのステップＳＦＬＷ３、ステッ
プＳＦＬＷ４及びステップＳＦＬＷ５）、後述する図２０ＡのステップＳＦＬＷ１１の処
理を引き続き行う。そして、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ｂの画面１９０７または図
１９Ｆの画面１９２８のように、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像及びＳフリーズ
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画像が出力されていることを検出した場合（図２０ＡのステップＳＦＬＷ３、ステップＳ
ＦＬＷ４及びステップＳＦＬＷ５）、後述する図２０ＡのステップＳＦＬＷ１４の処理を
引き続き行う。
【０６２０】
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像のみが出力されている場合にフリー
ズ指示が行われると、フリーズ回路９６においてフリーズ画像を生成させるとともに、プ
リフリーズ処理を行わせる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ６）。また、ＣＰＵ１３１は、
前述した図２０ＡのステップＳＦＬＷ６の処理に加え、後段画像処理回路９８を制御する
ことにより、前記フリーズ画像におけるＩＨｂの平均値を算出させる。
【０６２１】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０１Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ａの
値の変更等）を行わせる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ７）。
【０６２２】
　そして、ＣＰＵ１３１は、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、フリ
ーズ回路９６において生成されたフリーズ画像と、グラフィック回路１０６Ｈにおいて更
新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回路１０
５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力させる（図２０Ａのス
テップＳＦＬＷ８）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば、図１９Ａの画面１９
０２、図１９Ｅの画面１９２２または図１９Ｆの画面１９２７のような画面が表示される
。（なお、内視鏡形状検出画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像
５０４のうち、フリーズ指示が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０Ａ
のステップＳＦＬＷ８の処理において、併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像が出力されている場合にフリ
ーズ指示が行われると、フリーズ回路９６におけるフリーズ画像の生成を中断させること
により、フリーズ状態を解除する（図２０ＡのステップＳＦＬＷ９）。これにより、ＣＰ
Ｕ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像を出力させる。また、ＣＰＵ１３１は、前
述した図２０ＡのステップＳＦＬＷ９の処理に加え、グラフィック回路１０６Ｈを制御す
ることにより、観察情報群３００及び画像関連情報群３０１Ａが有する各情報の更新（例
えば、ヘモグロビンインデックス３２２Ａの表示を「－－－」に変更する等）を行わせる
。
【０６２３】
　そして、ＣＰＵ１３１は、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、動画
像と、グラフィック回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情報
群３０１Ａと、サムネイル画像生成回路１０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３
２６とを合成して出力させる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１０）。これにより、モニタ
等の表示部には、例えば、図１９Ａの画面１９０１、図１９Ｅの画面１９２１または図１
９Ｆの画面１９２５のような画面が表示される。（なお、内視鏡形状検出画像５０２、ズ
ームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、フリーズ指示が行われる以
前に表示されていたものに関しては、図２０ＡのステップＳＦＬＷ１０の処理において、
併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像及びＳフリーズ画像が出力されてい
る場合にフリーズ指示が行われると、フリーズ回路９６においてフリーズ画像を生成させ
るとともに、プリフリーズ処理を行わせる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１１）。また、
ＣＰＵ１３１は、前述した図２０ＡのステップＳＦＬＷ１１の処理に加え、後段画像処理
回路９８を制御することにより、前記フリーズ画像におけるＩＨｂの平均値を算出させる
。
【０６２４】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
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後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０１Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ａの
値の変更等）を行わせる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１２）。
【０６２５】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２ＨからＳフリーズ画像を読み出すとともに、合
成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該Ｓフリーズ画像と、該Ｓフリーズ
画像に関する画像関連情報群３０２Ａと、フリーズ回路９６において生成されたフリーズ
画像と、グラフィック回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情
報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回路１０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像
３２６とを合成して出力させる（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１３）。これにより、モニ
タ等の表示部には、例えば、図１９Ｂの画面１９０７または図１９Ｆの画面１９２８のよ
うな画面が表示される。（なお、内視鏡形状検出画像５０２、ズームコントロール情報５
０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、フリーズ指示が行われる以前に表示されていたもの
に関しては、図２０ＡのステップＳＦＬＷ１３の処理において、併せて合成されて出力さ
れる。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像が出力されている場合にフリ
ーズ指示が行われると、フリーズ回路９６におけるフリーズ画像の生成を中断させること
により、フリーズ状態を解除する（図２０ＡのステップＳＦＬＷ１４）。これにより、Ｃ
ＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像を出力させる。また、ＣＰＵ１３１は、
前述した図２０ＡのステップＳＦＬＷ１４の処理に加え、グラフィック回路１０６Ｈを制
御することにより、観察情報群３００及び画像関連情報群３０１Ａが有する各情報の更新
（例えば、ヘモグロビンインデックス３２２Ａの表示を「－－－」に変更する等）を行わ
せる。
【０６２６】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２ＨからＳフリーズ画像を読み出すとともに、合
成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該Ｓフリーズ画像と、該Ｓフリーズ
画像に関する画像関連情報群３０２Ａと、動画像と、グラフィック回路１０６Ｈにおいて
更新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回路１
０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力させる（図２０Ａの
ステップＳＦＬＷ１５）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば、図１９Ｂの画面
１９０６または図１９Ｆの画面１９２６のような画面が表示される。（なお、内視鏡形状
検出画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、フリー
ズ指示が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０ＡのステップＳＦＬＷ１
５の処理において、併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、各操作デバイスのうちのいずれか一においてＳフリーズ指示がなされ
たことを検出した後、モニタ等の表示部に対して現在出力されている画像がどのような画
像であるかの検出を行う。ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ｂの画面１９０５または図１
９Ｆの画面１９２５のように、モニタ等の表示部に対して動画像のみが出力されているこ
とを検出した場合（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２１）、後述する図２０ＢのステップＳ
ＦＬＷ２４の処理を引き続き行う。また、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ｆの画面１９
２７のように、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像が出力されていることを検出した
場合（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２１及びステップＳＦＬＷ２２）、後述する図２０Ｂ
のステップＳＦＬＷ２９の処理を引き続き行う。さらに、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１
９Ｂの画面１９０６または図１９Ｆの画面１９２６のように、モニタ等の表示部に対して
動画像及びＳフリーズ画像が出力されていることを検出した場合（図２０ＢのステップＳ
ＦＬＷ２１、ステップＳＦＬＷ２２及びステップＳＦＬＷ２３）、後述する図２０Ｂのス
テップＳＦＬＷ３２の処理を引き続き行う。そして、ＣＰＵ１３１は、例えば、図１９Ｂ
の画面１９０７または図１９Ｆの画面１９２８のように、モニタ等の表示部に対してフリ
ーズ画像及びＳフリーズ画像が出力されていることを検出した場合（図２０Ｂのステップ
ＳＦＬＷ２１、ステップＳＦＬＷ２２及びステップＳＦＬＷ２３）、後述する図２０Ｂの
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ステップＳＦＬＷ　　の処理を引き続き行う。
【０６２７】
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像のみが出力されている場合にＳフリ
ーズ指示が行われると、フリーズ回路９６においてフリーズ画像を生成させるとともに、
プリフリーズ処理を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２４）。また、ＣＰＵ１３１
は、前述した図２０ＢのステップＳＦＬＷ２４の処理に加え、後段画像処理回路９８を制
御することにより、前記フリーズ画像におけるＩＨｂの平均値を算出させる。
【０６２８】
　ＣＰＵ１３１は、フリーズ回路９６において生成されたフリーズ画像をＨＤＴＶ側の処
理系統（拡大／強調回路９９Ｈ以降）に対して出力させるとともに、合成／マスク処理回
路１０８Ｈを制御することにより、該フリーズ画像をＳフリーズ画像としてメモリ１１２
Ｈに格納させる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２５）。
【０６２９】
　さらに、ＣＰＵ１３１は、フリーズ回路９６におけるフリーズ画像の生成を中断させる
ことにより、フリーズ状態を解除する（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２６）。これにより
、ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像を出力させる。
【０６３０】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０２Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ｂの
値の変更等）を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２７）。
【０６３１】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２ＨからＳフリーズ画像を読み出すとともに、合
成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該Ｓフリーズ画像と、グラフィック
回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０２Ａと、動画
像と、該動画像に関する画像関連情報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回路１０５Ｈに
おいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力させる（図２０Ｂのステップ
ＳＦＬＷ２８）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば、図１９Ｂの画面１９０６
または図１９Ｆの画面１９２６のような画面が表示される。（なお、内視鏡形状検出画像
５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、Ｓフリーズ指示
が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０ＢのステップＳＦＬＷ２８の処
理において、併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像が出力されている場合にＳフ
リーズ指示が行われると、フリーズ回路９６において新たに生成されたフリーズ画像をＨ
ＤＴＶ側の処理系統（拡大／強調回路９９Ｈ以降）に対して出力させるとともに、合成／
マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該新たに生成されたフリーズ画像をＳフ
リーズ画像としてメモリ１１２Ｈに格納させる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ２９）。ま
た、ＣＰＵ１３１は、前述した図２０ＢのステップＳＦＬＷ２９の処理に加え、後段画像
処理回路９８を制御することにより、前記新たに生成されたフリーズ画像のＩＨｂの平均
値を算出させる。
【０６３２】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０２Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ｂの
値の変更等）を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３０）。
【０６３３】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２ＨからＳフリーズ画像を読み出すとともに、合
成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該Ｓフリーズ画像と、グラフィック
回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０２Ａと、フリ
ーズ画像と、該フリーズ画像に関する画像関連情報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回
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路１０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力させる（図２０
ＢのステップＳＦＬＷ３１）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば、図１９Ｂの
画面１９０７または図１９Ｆの画面１９２８のような画面が表示される。（なお、内視鏡
形状検出画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、Ｓ
フリーズ指示が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０ＢのステップＳＦ
ＬＷ３１の処理において、併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像及びＳフリーズ画像が出力されてい
る場合にＳフリーズ指示が行われると、フリーズ回路９６においてフリーズ画像を生成さ
せるとともに、プリフリーズ処理を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３２）。また
、ＣＰＵ１３１は、前述した図２０ＢのステップＳＦＬＷ３２の処理に加え、後段画像処
理回路９８を制御することにより、前記フリーズ画像におけるＩＨｂの平均値を算出させ
る。
【０６３４】
　ＣＰＵ１３１は、フリーズ回路９６において新たに生成されたフリーズ画像をＨＤＴＶ
側の処理系統（拡大／強調回路９９Ｈ以降）に対して出力させるとともに、合成／マスク
処理回路１０８Ｈを制御することにより、該新たに生成されたフリーズ画像を最新のＳフ
リーズ画像としてメモリ１１２Ｈに格納させる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３３）。
【０６３５】
　さらに、ＣＰＵ１３１は、フリーズ回路９６におけるフリーズ画像の生成を中断させる
ことにより、フリーズ状態を解除する（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３４）。これにより
、ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対して動画像を出力させる。
【０６３６】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０２Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ｂの
値の変更等）を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３５）。
【０６３７】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２Ｈから最新のＳフリーズ画像を読み出すととも
に、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該最新のＳフリーズ画像と、
グラフィック回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０
２Ａと、動画像と、該動画像に関する画像関連情報群３０１Ａと、サムネイル画像生成回
路１０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力させる（図２０
ＢのステップＳＦＬＷ３６）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば、図１９Ｂの
画面１９０６または図１９Ｆの画面１９２６のような画面が表示される。（なお、内視鏡
形状検出画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０４のうち、Ｓ
フリーズ指示が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０ＢのステップＳＦ
ＬＷ３６の処理において、併せて合成されて出力される。）
　ＣＰＵ１３１は、モニタ等の表示部に対してフリーズ画像及びＳフリーズ画像が出力さ
れている場合にＳフリーズ指示が行われると、フリーズ回路９６において新たに生成され
たフリーズ画像をＨＤＴＶ側の処理系統（拡大／強調回路９９Ｈ以降）に対して出力させ
るとともに、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該新たに生成された
フリーズ画像を最新のＳフリーズ画像としてメモリ１１２Ｈに格納させる（図２０Ｂのス
テップＳＦＬＷ３７）。
【０６３８】
　その後、ＣＰＵ１３１は、グラフィック回路１０６Ｈを制御することにより、例えば、
後段画像処理回路９８において算出されたＩＨｂの平均値等に応じ、観察情報群３００及
び画像関連情報群３０２Ａが有する各情報の更新（ヘモグロビンインデックス３２２Ｂの
値の変更等）を行わせる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３８）。
【０６３９】
　そして、ＣＰＵ１３１は、メモリ１１２Ｈから最新のＳフリーズ画像を読み出すととも
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に、合成／マスク処理回路１０８Ｈを制御することにより、該最新のＳフリーズ画像と、
グラフィック回路１０６Ｈにおいて更新された観察情報群３００及び画像関連情報群３０
２Ａと、フリーズ画像と、該フリーズ画像に関する画像関連情報群３０１Ａと、サムネイ
ル画像生成回路１０５Ｈにおいて生成された各サムネイル画像３２６とを合成して出力さ
せる（図２０ＢのステップＳＦＬＷ３９）。これにより、モニタ等の表示部には、例えば
、図１９Ｂの画面１９０７または図１９Ｆの画面１９２８のような画面が表示される。（
なお、内視鏡形状検出画像５０２、ズームコントロール情報５０３及びＰｉｎＰ画像５０
４のうち、Ｓフリーズ指示が行われる以前に表示されていたものに関しては、図２０Ｂの
ステップＳＦＬＷ３９の処理において、併せて合成されて出力される。）
　なお、Ｓフリーズ機能を有するキーまたはスイッチは、図８の設定画面において割り付
けられるものに限らず、例えば、フリーズ機能を有するキーまたはスイッチが所定の期間
以上押下された場合に、Ｓフリーズの指示が行われたとしてＣＰＵ１３１により検出され
るような構成を有するものであっても良く、また、フリーズ機能を有するキーまたはスイ
ッチが所定の期間内に連続して押下された場合に、Ｓフリーズの指示が行われたとしてＣ
ＰＵ１３１により検出されるような構成を有するものであっても良い。
【０６４０】
　なお、本実施形態において、画像（静止画像及び動画像）の出力に用いられる規格とし
ては、例えば、デジタル伝送規格である、ＩＴＵ－Ｒ　ＢＴ．６５６、ＢＴ．６０１、Ｂ
Ｔ．７０９、ＢＴ．７９９、ＢＴ．１１２０、ＢＴ１３６４、ＢＴＡ　Ｓ－００１、ＢＴ
Ａ　Ｓ－００２、ＢＴＡ　Ｓ－００４、ＢＴＡ　Ｓ－００５のうちのいずれに準ずるもの
でであっても良い。
【０６４１】
　以上に述べたように、内視鏡システム１のプロセッサ４は、表示サイズ１６：９の画像
がモニタ等に表示されている場合であって、かつ、該表示サイズに対応していない機器に
該画像を記録する場合においても、記録に適した画像を出力することができる。これによ
り、内視鏡システム１のプロセッサ４は、内視鏡画像の記録を行う際のユーザの負担を軽
減することができる。
【０６４２】
　以上に述べたように、内視鏡システム１のプロセッサ４は、図８の設定画面において、
レリーズ機能を有するキー（またはスイッチ）が入力された際の、画像の記録対象となる
周辺機器、及び、該画像が圧縮処理される際に用いられるフォーマット等を、レリーズ機
能の割り当て対象となるキー（またはスイッチ）毎に設定可能な構成を有している。その
ため、内視鏡システム１のプロセッサ４は、レリーズ機能を有するキーまたはスイッチと
して、例えば、図１８Ａに示すように、高圧縮率のフォーマットの画像を記録するための
キーまたはスイッチと、非圧縮または低圧縮率のフォーマットの画像を記録するためのキ
ーまたはスイッチとが使い分けられながら画像の記録が行われることにより、ユーザが観
察を行っている最中においても、該観察を寸断することなく、画像フォーマット及び圧縮
率の選択を容易かつ短時間に行うことを可能とする。また、内視鏡システム１のプロセッ
サ４は、高圧縮率のフォーマットが選択された際に、画像をリアルタイムかつ連続して（
周辺機器等に対して）記録させることが可能である。
【０６４３】
　また、以上に述べたように、内視鏡システム１のプロセッサ４は、例えば、図１８Ｂに
示すように、低圧縮率のフォーマットの画像をバッファ１６６に格納しつつ、所定のタイ
ミングにおいて、ユーザが選択した画像のみを出力させる機能を有している。そのため、
内視鏡システム１のプロセッサ４は、低圧縮率のフォーマットの画像がネットワーク上に
伝送される際の伝送負荷を軽減することができる。
【０６４４】
　以上に述べたように、内視鏡システム１のプロセッサ４は、拡張基板として構成された
拡張制御部７７Ａ及び７７Ｂが接続されたことを自動的に検出可能であるとともに、該検
出結果に基づき、接続された拡張基板の機能に関する画像または情報を、拡張制御部７７
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Ａ及び７７Ｂの接続後すぐに表示することができる。その結果、内視鏡システム１のプロ
セッサ４は、ユーザが観察に費やす時間を、従来に比べて短縮することができる。
【０６４５】
　以上に述べたように、内視鏡システム１のプロセッサ４は、記録される画像に暗号化処
理を行うことが可能であるため、例えば、暗号解除の機構をもたない装置において、該画
像の表示をできなくすることが可能である。その結果、ユーザは、患者情報のセキュリテ
ィ対策、及び、個人情報の保護を確実に行うことができる。
【０６４６】
　なお、本発明は、上述した各実施形態に限定されるものではなく、発明の趣旨を逸脱し
ない範囲内において種々の変更や応用が可能であることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【０６４７】
【図１Ａ】本実施形態の内視鏡システムの、要部の構成の一例を示す図。
【図１Ｂ】図１Ａの内視鏡システムが有する、一の内視鏡の構成の一例を示す図。
【図１Ｃ】図１Ａの内視鏡システムが有する、図１Ｂの内視鏡とは異なる他の内視鏡の構
成の一例を示す図。
【図１Ｄ】図１Ａの内視鏡システムが有する、光源装置の構成の一例を示す図。
【図１Ｅ】図１Ａの内視鏡システムが有する、プロセッサの構成の一例を示す図。
【図２Ａ】図１Ｅのプロセッサが有する、画像処理部の構成の一例を示す図。
【図２Ｂ】図１Ｂの内視鏡及び図１Ｃの内視鏡が、図１Ｅのプロセッサに両方とも接続さ
れた場合に表示される画面の一例を示す図。
【図２Ｃ】図１Ｅのプロセッサが有する、主制御部の構成の一例を示す図。
【図２Ｄ】図１Ｅのプロセッサに接続される、一の拡張制御部の構成の一例を示す図。
【図２Ｅ】図１Ｅのプロセッサに接続される、図２Ｄの拡張制御部とは異なる他の拡張制
御部の構成の一例を示す図。
【図２Ｆ】図１Ｅのプロセッサが有する、コントローラ／セレクタの構成の一例を示す図
。
【図２Ｇ】図１Ｅのプロセッサの画像伸長部が有する、同期回路の構成の一例を示す図。
【図２Ｈ】図２Ｃの主制御部が、拡張制御部の接続を検出する際（及び検出した際）に行
う処理の一例を示すフローチャート。
【図３Ａ】図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の一例を示す図。
【図３Ｂ】図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａとは異なる例を示す図
。
【図３Ｃ】図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａ及び図３Ｂとは異なる
例を示す図。
【図３Ｄ】図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａ、図３Ｂ及び図３Ｃと
は異なる例を示す図。
【図３Ｅ】図１Ｅのプロセッサに接続され得る周辺機器の、図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ及び
図３Ｄとは異なる例を示す図。
【図３Ｆ】図３Ａから図３Ｅまでに示す周辺機器のうち、一部の周辺機器の内部構成を簡
略化して示す図。
【図３Ｇ】図３Ｆの各メモリの、共有領域に格納されるデータの構成を示す図。
【図３Ｈ】図３Ｆの各メモリの、ログ領域に格納されるデータの構成を示す図。
【図３Ｉ】図３Ｇの共有領域に格納されたデータに関する処理の一例を示すフローチャー
ト。
【図４】画像の表示サイズの一例を示す図。
【図５】図１Ｅのプロセッサが有する、画像圧縮部の構成の一例を示す図。
【図６】図１Ｅのプロセッサが有する、画像伸長部の構成の一例を示す図。
【図７】図２Ａの画像処理部により生成される内視鏡合成画像の一例を示す図。
【図８】図１Ｅのプロセッサの設定画面の一例を示す図。
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【図９】図１Ｅのプロセッサの設定画面のうち、図８の設定画面から遷移した後の画面で
ある、別の設定画面の一例を示す図。
【図１０】動画像がＰｉｎＰにより表示されている場合の一例を示す図。
【図１１Ａ】図３Ａから図３Ｅまでに示す各ファイリング装置及び各光学記録装置等にお
いて、画像を記録する場合に用いられるディレクトリ構造の一例を示す図。
【図１１Ｂ】図１１Ａに示すディレクトリ構造における各ファイルのうち、サムネイル画
像の画像ファイル、及び、該サムネイル画像の元となった画像の画像ファイルの、データ
構成の一例を示す図。
【図１１Ｃ】図１１Ａに示すディレクトリ構造における各ファイルのうち、サムネイル画
像の画像ファイル、及び、該サムネイル画像の元となった画像の画像ファイルのデータ構
成の、図１１Ｂとは異なる例を示す図。
【図１２】図１１Ａに示すディレクトリ構造に対応させた表示形式としてモニタ等に表示
される、ディレクトリ名及びファイル名の一例を示す図。
【図１３】図３Ａから図３Ｅまでに示す周辺機器等に記録された静止画像が表示される際
に、図２Ｃの主制御部が行う制御及び処理の一例を示すフローチャート。
【図１４Ａ】図１３の処理により生成されるマルチ画像の一例を示す図。
【図１４Ｂ】図１３の処理によりマルチ画像が複数生成された場合の、ページ切り替えの
一例を示す図。
【図１４Ｃ】図１４Ａのマルチ画像において、選択された一の画像が表示される際の画面
の遷移の一例を示す図。
【図１５Ａ】記録指示が行われた際に、図１Ｅのプロセッサが行う処理の一例を示す図。
【図１５Ｂ】記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行
う処理の一例を示す図。
【図１５Ｃ】記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行
う処理の、図１５Ｂとは異なる例を示す図。
【図１５Ｄ】記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行
う処理の、図１５Ｂ及び図１５Ｃとは異なる例を示す図。
【図１５Ｅ】記録指示が行われた際に、図１５Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセッサが行
う処理の、図１５Ｂ、図１５Ｃ及び図１５Ｄとは異なる例を示す図。
【図１６】図２Ｆのコントローラ／セレクタが有するセレクタからメモリに対して出力さ
れた後、該メモリに格納される画像領域の一例を示す図。
【図１７】図２Ａのサムネイル画像生成部において生成されるサムネイル画像、及び、該
サムネイル画像が生成される際の基準となる画像領域の一例を示す図。
【図１８Ａ】図１５Ｂ（、図１５Ｃ及び図１５Ｄ）の処理に含まれる、圧縮処理及び記録
処理の一例を示すフローチャート。
【図１８Ｂ】図１８Ａの処理によりバッファに格納された、低圧縮率のフォーマットの画
像が周辺機器等に記録される際に行われる処理の一例を示すフローチャート。
【図１８Ｃ】図１８Ａの処理によりバッファに格納された、低圧縮率のフォーマットの画
像が周辺機器等に記録される際に行われる処理の、図１８Ｂとは異なる例を示すフローチ
ャート。
【図１８Ｄ】図１８Ｂの処理において、記録対象となる画像をバッファに格納された各画
像から選択させるために生成されるマルチ画像の一例を示す図。
【図１９Ａ】図１５Ｂの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図。
【図１９Ｂ】図１５Ｂの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ａとは
異なる例を示す図。
【図１９Ｃ】図１５Ｃの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図。
【図１９Ｄ】図１５Ｃの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ｃとは
異なる例を示す図。
【図１９Ｅ】図１５Ｄの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図。
【図１９Ｆ】図１５Ｄの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ｅとは
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異なる例を示す図。
【図１９Ｇ】図１５Ｄの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の、図１９Ｅ及び
図１９Ｆとは異なる例を示す図。
【図１９Ｈ】図１５Ｅの処理による、モニタ等に表示される画面の遷移の一例を示す図。
【図２０Ａ】フリーズ指示またはＳフリーズ指示がなされた場合に、図１Ｅのプロセッサ
の各部が行う処理の一例を示す図。
【図２０Ｂ】Ｓフリーズ指示がなされた場合に、図２０Ａの処理に続いて図１Ｅのプロセ
ッサが行う処理の一例を示す図。
【符号の説明】
【０６４８】
　１・・・内視鏡システム、２Ａ，２Ｂ・・・内視鏡、４・・・プロセッサ、７２・・・
画像処理部、７３・・・画像圧縮部、７４・・・画像伸長部、７５・・・主制御部、７７
，７７Ａ，７７Ｂ・・・拡張制御部、１３１，１５１・・・ＣＰＵ

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図１６】 【図１７】

【図１８Ａ】 【図１８Ｂ】
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